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プロローグ




　そこは古びた、白い教会だった。

　風が吹いて、窓枠が鈍い音を立てた。コレットは少し顔をあげ、そしてまた頭を下げて、祈りの言葉を繰り返した。

　コレットの前には、神の像がある。どこかせつないまなざしを俯けている神の像に向かって、コレットの祈りは続いた。

「……あ」

　ふと人の気配を感じ、コレットは振り向く。教会の扉を開けて、入ってきた者がいた。風が吹き込んできて、コレットのベールとシスタードレスの裾をひらめかせる。

　二十歳を少し越したくらいの、男性だった。不思議そうな顔をして、あたりをきょろきょろと見まわしている。

　その表情が奇妙に子どもっぽく見えて、コレットは少し笑った。男性と目が合い、すると彼は、なにかを訴えかけるかのようにコレットを見つめてきた。

「どうして、こんなところに？」

　そう言ってコレットは立ちあがった。すると男性の表情は、申し訳なさそうなものに変わる。

「あなたは、どうしてこんなところに？」

　コレットは繰り返す。祈りを邪魔してしまったと思ったのだろう、男性はコレットの問いに答えず、ただ迷うような表情を浮かべている。

「ここは、廃教会……ここに神は、いらっしゃらない」

「え？」

　男性が、驚いた声をあげた。コレットの顔と、神の像を交互に見比べている。

「それでは……なぜ」

　小さな声で、男性が尋ねてきた。がらんとした教会内に、彼のささやき声は大きく響いた。

「なぜあなたは、祈っているのですか？」

「それは……秘密」

　くすっと笑ったコレットは、肩をすくめる。そんなコレットを、男性はじっと見つめていた。

　ふたりの間に、風が吹き抜ける。風はコレットのベールを、ドレスの裾をひらめかせて消えていった。
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第一章




　この教会の生垣は、薔薇の木でできている。

　今の季節、薔薇は咲いていない。しかしもう少し暖かくなれば、蕾が膨らみはじめるだろう。

　コレットは、手に力を入れた。コレットは牛の乳を搾っている。教会の牧場にいるのは、茶色の毛並みのおとなしい牛だ。牛乳を取り、鶏から卵を取って、コレットは毎日ビスケットを作る。『教会のビスケット』は近所の者に人気があり、それなりの収入になる。それでコレットは、生活していた。

「……あ」

　生垣の切れたところに、男性が立っている。昨日、教会にやってきた男性だ。コレットは振り返り、にっこりと笑った。

　男性はおずおずと、それでもコレットの笑顔に惹かれるように、歩いてきた。コレットは乳搾りを終わらせて、エプロンで手を拭く。

「こんにちは」

「……こんにちは」

　ふたりの間に風が吹いて、コレットのベールとドレスをなびかせる。男性は、戸惑ったようにコレットを見ていた。

「よくいらっしゃいますね。なにか、ご用？」

「そういうわけではないのですが……」

　男性は口ごもった。コレットは微笑みとともに、そんな彼を見ている。

「あなたのことが、気になって」

「まぁ」

　コレットは笑った。男性も笑ったけれど、それでもまだどこか緊張しているようだ。

「こんな、廃教会……そのようなところのシスターが、気になるなんて。からかっていらっしゃるの？」

「いえ……」

　男性は、エルネストと名乗った。コレットも名乗り、笑みを浮かべた。

「おひとりで暮らしていらっしゃるのですか？　どうして？」

　コレットは答えず、なおも微笑んでいる。

「……私は、マゼリ家の者です」

「あら、貴族地区の？」

　コレットの言葉に、エルネストは頷いた。

「こちらには、病気療養のために来ました」

「ご病気なの？　それは、お気の毒に」

　コレットはわずかに頭を下げて、エルネストに慰謝の意を示した。

「たいしたことはないのです。それに……あなたのようなかたに会えたから」

　はにかむように、エルネストは言う。

「療養のしがいもあるというものです」

　コレットは目を細める。唇には薄く笑みを浮かべている。

「そうですか」

　そう言ってコレットは、牛乳の入った缶を持ちあげた。エルネストが慌てて駆け寄る。

「私が持ちましょう」

「でも」

　コレットが戸惑いを見せても、エルネストは半ば強引に缶を持ち、笑みを向けてくる。

「重いですね……これをいつも、あなたひとりで？」

「慣れていますから」

　そう言って、コレットもまた笑顔を作る。

「お手伝いさせてください。ほかに私に、できることは？」

「ありがとうございます。でも、わたしはひとりで充分なの」

　コレットがそう言うと、エルネストは悲しそうな顔をした。コレットは笑顔で答えたつもりだったけれど、エルネストがそのような表情を見せた理由は、わからなかった。




　昼間の明るいうちは、気にならない。けれどひとりきりの夜には、いろいろと思い出して、考えてしまう。

　コレットは、小さな灯りを手に寝室に向かった。寝床に入って灯りを吹き消し、真っ暗な中で思い浮かんだのは、エルネストの顔だった。

「……おかしなかた」

　思わず小さく、つぶやいてしまう。床について寝つくまで、その間の時間が一番嫌いなのに、彼のことを考えていると楽に過ごせるような気がした。

　コレットは目を瞑る。早く優しい眠りに包まれること、そして早く、明るい朝が来ることを祈りながら。





　　　　◇◇◇






　急に雨が降ってきた。

　コレットは外での仕事を打ち切り、教会の中に入った。屋内でできる仕事はすべて片づけ、今は窓越しに、降る雨をぼんやりと見ている。

　慌てて屋内に入ったときは、まだ降りはじめだった。雨は勢いを失うことなく、それどころかますます激しく降っている。

　背後で音がして、驚いた。振り返ると扉が開いていて、立っていたのはエルネストだった。

「まぁ、エルネストさま」

　驚いてコレットは立ちあがる。目に見えて、エルネストはびしょ濡れだった。

「どうなさったの。濡れ鼠じゃありませんか」

「この程度の雨、平気だと思ったのですが」

　いたずらを見つけられたかのような表情で、エルネストは言った。

「どんどん雨脚が強くなってきて……こんなことに」

「お湯を沸かしますわ」

　コレットは慌ててタオルを取ってきて、エルネストに渡した。取って返して台所に向かい、湯を沸かす。湯が沸いたころにはエルネストはタオルを使い終わっていた。彼を台所に通し、着替えを渡して教会の身しん廊ろうで待っていた。

「ありがとうございます」

　やがて、湯を使い終わったエルネストがやってきた。彼はぶかぶかのシャツとズボンを身につけており、その格好にコレットは、小さく笑った。

「この着替え……少し、大きいですね」

「父のものだったんです」

　コレットが言うと、エルネストは興味を持ったような顔をした。少し後悔したけれど、もう遅い。エルネストが好奇心を抱くのは仕方がないし、そうでなくても彼はコレットのことを知りたがっていたのだ。

　コレットは、濡れたエルネストの衣服を裏口に干した。この雨の湿気の中、乾くかどうかはわからなかったけれど、放り出しておくわけにもいかない。

　エルネストは、戻ってきたコレットの前に座っていた。体をねじってコレットのほうを向き、じっと見つめられてコレットは目を背けてしまう。けれど彼の視線からは逃げられず、ひとつ小さくため息をつく。

「聞かせてください、あなたの……お父さまのこと」

　案の定、エルネストはそう言った。コレットはエルネストを見て、そっと頷く。

「……父は、この教会の神父でした」

　それは想像していたのだろう、エルネストは大きく頷いた。コレットは頭からかぶったベールを押さえながら、言葉を続けた。

「信者も多く、父は慕われていました……が、いつのときからか、教義にはないことを説教するようになったのです」

「教義にはないこと……？」

　エルネストは驚くように言った。コレットは苦笑とともに、言った。

「そう……父なりに考えたのだと思います。父なりに考えて、より人々が救われる道を。ですが、それは聖書に載っていることではなかった。父の頭から出た考えだった」

　そういうものを考えることができるあたり、父の頭は悪くはなかったのだと思う。しかし教義から離れる、本部の指導から離れるということがどういうことか。そういう面では賢明ではなかったと言えるだろう。

「そういうものが受け入れられるわけないですわね？　父の信徒たちも、ひとり減りふたり減り……この教会を訪ねる者は、誰もいなくなってしまいました」

　コレットはため息をついた。エルネストは、気の毒そうな顔をしてコレットを見ていて、コレットはそっと苦笑した。

「父は、自分の教義に自信を持っていたようでした。だからこそ、皆に教義を否定されて……自分の存在すら否定されたような気になったのでしょう。父は、お酒を飲むようになりました。お酒の量はどんどん増えていって、やがて父は……二年前に、亡くなりました」

「……お母さまは？」

　コレットは、小さく笑う。

「母は、わたしが幼いころに亡くなっています。父の暴走を見ずに済んだと、わたしは喜ばなくてはいけないと思っています」

「では、あなたは……おひとりで、ここに住んでいるのですか？」

　コレットは頷いた。エルネストは大きく目を見開き、その目の縁からはひと粒涙がこぼれた。

「まぁ、お泣きにならなくても」

「そのようなお話を伺って……泣かずにいられるでしょうか」

　エルネストは、ごしごしと目を擦った。彼の目は赤くなっていて、するとまるで子どもに見える。コレットは、目を細めて微笑んだ。

　雨の音が響いている。それを聞きながら、ふたりはしばし、見つめ合った。

「また……今後も」

　少し雨脚が弱くなったのと、エルネストがそう言ったのは同時だった。彼は手を伸ばして、コレットの手を取った。彼の温かい手に、コレットは少し、安堵感を抱いた。

「お訪ねして、よろしいですか」

「今さらですわ」

　コレットは笑った。コレットの笑いに恥じらったようにエルネストは俯いてしまい、コレットはまた笑う。

「あなたが来てくださって、嬉しいです」

　手を握り返しながら、コレットは言う。

「あなたはわたしに、喜びをくださるわ……ひとりきりでさみしい日々に、彩りをくださるの」

「そうであったら、いいのですけれど」

　ふたりは見つめあった。エルネストはコレットに指を差し出す。小指を目の前に出されて、コレットは少したじろいだ。

「指切りです。私がお邪魔していいという、お約束をしてください」

「このようなこと……」

　コレットは苦笑した。このような約束を求めるなんて、エルネストは意外と子どもっぽい。しかしそこが微笑ましい部分でもあった。

「最初、あなたを見たとき……」

　エルネストは、思い出を辿るようにゆっくりと言った。

「この古びた教会に咲いた、百合の花かと思いました」

「まぁ……」

　ずいぶんと恥ずかしいことを言う人だ。コレットは目を見開き、エルネストを見る。

「その百合が、懸命に祈っていらっしゃった……なにをあれほど、と不思議に思ったくらいです」

　コレットと指を絡めながら、エルネストは続けた。

「ですが、あなたの祈りは……ご両親に捧げられたものだったのですね。天国のご両親を思っての祈りだったのですね」

　コレットは何も言わなかった。ただ微笑んで、エルネストを見つめている。エルネストはそんなコレットをどう思ったのか、嬉しそうな顔をしている。コレットのことが少し理解できて、嬉しいとでもいうところだろうか。

（いいえ）

　心の中で、コレットは思った。

（これは、わたしの秘密。わたしの心は、わたしだけのもの）





　　　　◇◇◇






　屋外での仕事を済ませ、コレットは教会の中にいた。

　神の像に向かって、祈っている。室内はしんと静かだった。

　その静寂を、いきなり轟音が破った。コレットは、はっとして振り返る。

「ここか！　女ひとりでやっているという教会は！」

　コレットは立ちあがる。すっと背を伸ばし、乱入してきた男たちを冷ややかな視線で見やる。彼らは不審そうだったけれど、それでも手にした槍や鍬をかざして、コレットを脅そうとしているようだ。

「俺たちには、この場所が必要なんだよ」

「立ち退いてもらえないかな？　お嬢さん」

　コレットはただ冷ややかに、男たちを見ているばかりだった。そんなコレットを前に、男たちはなおも奮い立つ。

「……なにか言えよ」

　槍を手にした男が、苛立ったように床を踏み鳴らした。

「それとも、このまま出て行ってくれるのか？　牛も鶏も、俺たちのもんだぞ！」

　脅すような男の言葉にも、コレットは反応しなかった。なおも彼らを冷たい目で見ている。

「……女！」

　槍の男が、近づいてくる。コレットは少し肩を震わせたけれど、しかしやはりなにも言わなかった。

「……あ」

　扉が再び、大きく鳴った。コレットは顔をあげ、教会の入り口にエルネストが立っているのを見た。

　驚くコレットをかばい、彼は懐から拳銃を取り出す。天井に向かって一発撃って、その音に男たちは揃って震えあがった。

「手を出すな！」

　エルネストは、いつもの彼からは想像もつかないくらいに厳しい声で、そう言った。

「それとも、その土手っ腹を撃ってもいいのか？　ここから出ていかないのなら、遠慮なくそうさせてもらうが」

　闖ちん入にゅう者しゃたちは、銃を持っていなかった。男たちは槍や鍬を振りまわし、エルネストを脅したけれど彼は動揺しなかった。彼は壁に向かってもう一発放ち、その音に男たちは意気消沈したかのように、それでも怒号だけは一丁前に、教会を出て行った。

　室内には、再び静寂が戻った。エルネストは出て行った男たちが戻ってこないかと警戒しているようだったけれど、その心配はないと確信したのか、銃をしまってコレットに近づいてきた。

「恐ろしい思いをしましたね」

「……ええ」

　かすれた声で、コレットは答えた。あのような闖入者は初めてではない。あそこまで大胆だった者たちもいなかったけれど──エルネストはコレットの手を取って、するとコレットは、自分が少し震えていることに気がついた。

「震えていますね」

　労わるように、エルネストは言った。

「恐ろしかったでしょう。間に合ってよかった……」

「ありがとうございます、エルネストさま」

　丁寧に頭を下げて、コレットは言った。

「ああいう輩やからは、多いんですか？」

「たまに」

　コレットが短く言うと、エルネストは顔を曇らせた。そして拳銃をしまったポケットの上を、ぽんぽんと叩く。

「私がいれば、恐れることはありません……あなたを、守りたい」

「ありがとうございます」

　無法者の相手は慣れているつもりだったけれど、コレットは自分の手の震えが止まらないことに気がついた。エルネストは、コレットの手をぎゅっと握る。

「よければ、我が家にいらっしゃいませんか？」

　エルネストは、優しい口調でそう言った。

「あの輩が戻ってくるかもしれませんし。大事を取って、少しここから離れたほうがいい」

　いつものコレットなら、断るところだ。しかし闖入者のことで動揺していたのかもしれない。気づけばコレットは頷いていて、エルネストがにっこりと微笑んだ。

「我が家は、あなたを歓迎しますよ。貴族地区の本家ではない、この村に建てた離れだ。堅苦しいことはなにもありませんし、あなたにもくつろいでいただけることと思います」

「よろしいのですか？」

「もちろんです。来てくださったら、これ以上のことはありません」

　コレットは何度かためらって、結局は頷いた。コレットは簡単に身支度をして、教会を出た。振り返ると古びた教会は静かにそこにあって、背を向けるコレットに向かって少し悲しそうな顔を見せたように思えた。




　エルネストの滞在している屋敷は、こぢんまりとした暖かそうな家だった。

　やはりそこはマゼリ家の家である。見るからにがっしりとした造りの家で、その点は少しばかりコレットを怯ひるませたのだけれど、しかし出迎えに来た使用人はにこやかな顔をしていて、コレットの緊張を解いてくれた。

「まぁまぁ、シスターがお訪ねくださるなんて！」

　恰かっ幅ぷくのいい、初老の女は歓喜の声をあげた。

「シスターをお迎えできるなど、日々の信心がものをいったに違いないわ」

「あの……よろしくお願いいたします」

　ベールをさらりと垂らしてコレットが言うと、女性はますます嬉しそうな顔をした。中に誘われると、窓にはレースのカーテンが舞い、壁は白く赤い絨毯が敷かれ、埃ひとつ落ちていない清潔なところだった。

　コレットは、家の奥に招かれた。そこにはサンルームがあって、磨かれたガラスから陽が差し込んでいる。部屋の真ん中のソファに座るように言われ、目の前のテーブルには、繊細な茶器に入った紅茶、焼きたてのビスケットとサンドイッチ、ケーキが並んでおり、コレットはすっかり気後れしてしまった。

「さぁさ、ご遠慮なく」

　エルネストが「ばあや」と呼んだ白髪の老女が、コレットにフォークを渡してくれる。コレットはそれで、ケーキをつついた。白いクリームに覆われ木苺のジャムが塗ってあり、ひと口食べると、蕩けそうな甘い味が広がった。

「美味しい……」

「そうでしょうとも。これはばあや秘伝の、木苺のケーキなんですから。私も小さなころから、よく食べています」

　エルネストが、コレットの隣に座った。彼も美味そうにケーキを食べて、その無邪気な姿にコレットは少し笑ってしまった。

「お茶のおかわりはいかがですか」

「では……いただきます」

　ほのかに果実の香りがする温かい紅茶を飲んだ。ケーキとの相性は抜群である。

　マゼリ家の人々は、一緒にいて気持ちのいい人物ばかりだった。なによりも彼女たちは、コレットの身のうえをあれやこれやと尋ねてこないのである。コレットが話したければ受け入れてくれただろうが、そうでなければ詮せん索さくしてくることはない。

「このサンドイッチ……素晴らしいわ。このような美味しいもの、どうやって作るのですか？」

「ああ、それはね……」

　この家の調理を担当しているという、シメーヌという女性が事細かく教えてくれる。コレットはその話にのめり込み、その姿をエルネストが微笑ましげに見ていた。

　ひと通り食事が終わると、エルネストが庭を案内してくれた。この庭には主にエバーグリーンが植えられているらしい。それ以外にも金きん木もく犀せいや楓かえでが植わっていて、秋にはさぞ素晴らしいだろうと思わせた。

「この庭は、エルネストさまが管理なさっているの？」

「いいえ、家の者に任せています。でも、よく来ますよ。この空間は私の体にとてもいいので」

　庭を歩きながら、エルネストは言った。あ、とコレットは声をあげる。

「そうでしたわね、こちらには……療養にいらっしゃっているのだと」

「ええ、このようなことでもなければ、この地に来ることはありませんでした」

　低い生いけ垣がきの、葉の一枚に触れながらエルネストは言った。

「ここは、いい。都のようにうるさくはないし、近所づきあいも気持ちのいいものだ。なにやかやと詮索してくる者もいないし、まったく、療養にはふさわしいですよ」

「お訊きしてもいいかしら？　なんのご病気なの？」

　コレットが尋ねると、エルネストは少しいたずらめいた顔をした。そして秘密を打ち明けるようにささやく。

「労ろう咳がいなのです」

「まぁ……」

　コレットは思わず声をあげた。エルネストは唇の端を持ちあげ、試すようにコレットを見る。

「恐ろしい？」

「いいえ……ですが労咳は、苦しい病気だと聞いておりますわ。さぞ、お辛いことでしょう」

「あなたに同情してもらえるのなら、病気になってよかったと思いますよ」

「そのようなことをおっしゃって」

　コレットが軽くエルネストを睨みつけると、彼は笑った。その朗らかな笑い声からすると、彼が病気だなんて思えないのに。それでも気をつけて見ると、ときどき苦しげな顔をしたり、軽く咳き込んだりしているのがわかった。

「二階には、絵画の部屋もありますよ。そちらもご覧になりますか？」

「ええ、是非とも」

　庭の美しさに心浮き立っていたコレットは、両手を胸の前で組んで頷いた。そんな彼女を、エルネストは微笑ましげに見つめている。

　裏口で靴の泥を落とし、絨毯を踏んで二階に向かう。扉の閉まった部屋がいくつかあり、左奥の部屋の前でエルネストは止まった。

「ここですよ」

　足を踏み入れたコレットは、思わず息を呑んだ。そこは広い部屋で、無数の色とりどりの絵が飾ってある。

「絵は、お好きですか？」

「ええ……もちろん。こんなにたくさん絵が飾ってあるなんて、本当に素晴らしいですわ」

　一枚一枚、コレットは絵画を検分した。神の姿を描いた絵、天使を描いたものなど、宗教的な絵画もある。しかし幼い少年や美しい女性、家族の絵らしきものもあって、コレットは興味深くそれらを見た。

「このかたは……エルネストさま？」

「ん？」

　ヴァイオリンを抱えた少年の絵を指差して言うとエルネストは恥ずかしそうな顔をした。

「そうですね。四、五歳のころのものかな？」

「かわいらしいわ」

「やめてください」

　エルネストは本当に照れたような顔をしていて、だからコレットは小さく笑うだけで、それ以上追求することはやめておいた。

「こちらは？　お母さま……と、お父さまかしら？」

「恐らく、祖父と祖母でしょうね」

　この部屋にはマゼリ家の歴史が飾ってあるようで、コレットは心浮き立った。

「こんなふうに、家族の絵を飾ってあるなんて……素敵ですわ」

　ため息とともに、コレットは言った。

「こうしておけば、いつでも昔に帰ることができますものね。絵は、本当に素晴らしいわ……」

「コレットさま」

　奥にあった一枚の絵を指して、エルネストは言った。

「この絵の作者が誰か、わかりますか？」

「え？」

　それは、この庭を描いたものだった。季節は少し以前の光景らしく、椿が大輪の花を咲かせている。常緑樹や生垣はまさに今見てきた庭のもので、コレットは首をひねった。

「この絵の、作者のかたですか？」

「ええ」

　エルネストは、面白そうな顔をしながらコレットを見ている。その表情に、コレットはぴんときた。胸の前で手を打つ。

「エルネストさまね？」

「正解です」

　にやり、と唇の端を持ちあげてエルネストは言った。目の前にその絵の作者がいるとなると、俄然興味が出てくる。コレットはしげしげとその庭の絵を見、するとエルネストはやたらに照れて見せた。

「絵をお描きになるのね……素晴らしいわ」

「いいえ、ただの手遊びで……お恥ずかしい」

　エルネストはそう言うものの、しかし確かに素晴らしい出来だった。コレットは言葉を尽くして絵を褒めて、するとエルネストは恥じらいながらも、まんざらでもないという顔をしていた。

　屋敷のほかの部屋も案内してもらい、そのうちのひとつがコレットの泊まる部屋だと聞いて、驚いた。そこは白い部屋で、大きな天蓋つきのベッドがあり、コレットは戸惑った。

「こんな素晴らしいお部屋で、眠れませんわ」

　コレットは本気だった。必死にエルネストに訴えたものの、しかし彼は笑うばかりだ。

「そう言わないで。この家で、あなたに泊まっていただける部屋はここしかないのですよ？」

　それならいっそ、泊まらなくてもいい。そう言おうとしたけれど、エルネストの笑顔を見ると断れなかった。彼を見ていると、教会に帰るにも気がひけるのだった。

　ふたりが階下に降りると、セリアというメイドが声をかけてきた。風呂の用意ができたという。

「それはよかった。コレットさま、お湯をお使いください」

「え、でも……」

「わたしがお手伝いいたします」

　セリアがそう言って、手にはタオルと着替えを持っている。コレットは焦燥した。

「お手伝いって……わたし、ひとりで入れますわ」

「貴婦人は、メイドに手伝わせるものですよ」

「でもわたし、貴婦人なんかじゃ……」

　しかし家中の者に勧められ、結局コレットは、セリアとともに浴室に入った。湯気に包まれた浴室は白く塗られた清潔な場所で、コレットはあたりをきょろきょろと見まわした。

　人前で裸になるのは羞恥が勝ったけれど、セリアがなんでもない顔をしているので、コレットも腹をくくるしかなかった。ドレスを脱いで下着を取って、するとそれらはあたりまえのように洗濯籠に入れられてしまった。

「……ああ」

　それでも湯の満ちた湯船に入ると、体中がほぐれるようだ。コレットは思わず声をあげ、するとセリアは、にこにこしながら石鹸を泡立てていた。

　体も髪も、香りのいい石鹸で洗われる。教会にこんな立派な浴室はないし、石鹸も石のように硬い廉価品だ。

「このようなこと、していただいたら……癖になってしまいそうだわ」

「いつでも、おいでくださいませ」

　コレットの長い髪を洗いながら、セリアは言った。

「エルネストさまがおられないときでも構わないのですよ？　わたしたちは、いつでもコレットさまにお仕えさせていただきます」

「そんなわけにはいかないわ」

　コレットは、くすくすと笑った。しかしセリアは、本気であるようだ。

「ご病気を患って、こちらにおいでになってから……エルネストさまはずっとふさぎこんでいらっしゃいました。でも、先日。お出かけになったかと思ったら、ずいぶんと明るい顔でおかえりになって。皆が不思議に思ったものですけれど」

　セリアの絶妙な指の動きで、頭皮を揉まれる。それがたまらなく気持ちよくて、コレットは思わず声をあげた。

「思えばあれは、コレットさまにお会いになったからなのですね。それからはずっとご機嫌がよくて……まさか女のかたをお招きしたいとおっしゃるなんて、思いもしませんでしたわ」

　そう言ってセリアは、くすくすと笑う。コレットはなんだか恥ずかしくなって、俯いてしまった。

　石鹸の泡を洗い流し、こんなにさっぱりしたことはないというくらいに隅々まで磨き抜かれたコレットは、借りたドレスを着て案内された部屋に入る。そこにいたのはエルネストで、暖炉の前で本を読んでいた。

「……おや」

　顔をあげたエルネストは、言った。

「あなたの髪を見るのは、はじめてです」

　どこか恥じらうように、エルネストは言った。それを聞くと、コレットもつられたように恥ずかしくなった。

「美しい金髪でいらっしゃるのですね。緑の瞳と、とても釣り合いが取れている」

「ありがとうございます……」

　容姿を褒められて、コレットの羞恥は、ますます大きくなった。

「どうなさったんです、おふたりとも」

　声をかけてきたのは、ばあやだった。ふたりとも目を合わせられなくて、互いに背を向けてしまう。

「夕食のお支度ができておりますよ」

「今日のメニューはなんだ、ばあや」

　エルネストは目を輝かせてそう問うた。ばあやは、くすくすと笑っている。

　彼女に先導されて、食堂に入る。そこは大きな部屋で、テーブルも広くて、十人くらいが一緒に食事できそうだ。

「まぁ……美味しそう」

　食前酒は薄い赤、色とりどりの温野菜にコンソメのスープ。鶏肉のコンフィに魚のポアレ。テリーヌに豚肉のルーロー。このようなご馳走を目にしたことのないコレットは目を白黒させる。

「美味しいですよ。シメーヌの心遣いです。早く食べましょう」

　エルネストが挨拶の音頭を取る。コレットもスプーンを取り、食事を進めていく。見たとおりの美味で、コレットは自分でも驚くほどの食欲をみせた。

「美味しそうに、お召しあがりになる」

　満足そうに、エルネストが言った。その言葉にコレットは恥ずかしくなって、スプーンを止めてしまう。

「いえ、いいのです。そうやって美味しそうに食べていただけると、私もご一緒していて気持ちがいいです」

「ならば……よろしいのですが」

　出てきた皿をすべて片づけると、さすがに腹が苦しくなる。エルネストはコレットを、またサンルームに案内した。

「まぁ……星が」

「ここは、夜もいいでしょう？」

　シメーヌが酒を持ってくる。見るからに美味しそうな赤ワインだったけれど、コレットは躊躇した。

「おや、ワインはいけませんか？」

　エルネストの言葉に、コレットは首を振った。その表情にコレットの心を読み取ったらしいエルネストは、そっと笑った。

「そうですね、お酒は、お父さまの……」

　過度の酒による死。エルネストもそれを思い出したようで、シメーヌに紅茶を言いつけた。

「申し訳ございません」

「いいのですよ、食後の紅茶も乙なものです」

　サンルームにふたり座って、紅茶を飲みながら他愛のない話をする。その間にも夜はどんどん更けてきて、あたりには静かな夜が漂っていた。

「そろそろ、休みましょうか」

　紅茶のポットが空になったのを機に、エルネストは言った。

「名残惜しいですが、毎日きちんと同じ時間に眠るように、医者から言われておりまして」

「それは大切なことですわ。特にエルネストさまは、療養に来ていらっしゃるのですもの。早くベッドに、お入りになって」

　コレットは微笑み、エルネストを寝室に向かわせる。コレットも与えられた部屋に入り、寝支度を整えた。

「おやすみなさいませ」

　侍女がそう言って、部屋の扉を閉める。寝室は小さな灯りを残して暗くなり、コレットはベッドの中でため息をついた。

（素敵な場所……優しい人たち）

　灯りを吹き消してから、眠りに就くまでの時間がいつも嫌いだった。しかしエルネストが現れてからはこの時間も苦ではなくなっている。エルネストのことを考えていると、時間はいつの間にか経つ。

（これほどにもてなしていただいて……）

　久々に人の親切に触れたことに、コレットは戸惑いながらも受け入れている。今までの生活とは比べものにならない環境で、皆がコレットを気遣ってくれて。このようなことを受け入れられる自分が不思議だったけれど、人の優しさに酔っているのも事実だった。

（明日からが怖いわ……わたし、いつもの生活に戻れるのかしら）

　そのようなことを考えて、思わず笑ってしまう。戻れようが戻れまいが、明日には教会に帰らなくてはいけない。牧場の世話をしなくてはならないし、ビスケットも作らなくてはいけない。それは悲しいほどに真実で、コレットはぎゅっと目を瞑った。

（せめて……エルネストさまには、毎日会いたい。毎日おいでいただけるかしら……？　そうだと、嬉しいのだけれど）

　そこまで考えて、コレットは襲い来る眠気に気づき、その衝動に身を任せた。




　カーテンの隙間から陽が入ってきて、コレットは目を覚ました。するとそれを見透かしていたかのように、セリアが部屋に入ってきた。

「おはようございます」

　コレットも挨拶をし、体は起こしたものの頭はまだ少しぼんやりとしていて、セリアが顔を洗う盥たらいやタオルを用意しているのを、まばたきをしながら見つめていた。

　朝の身支度を済ませ、案内されるがままに食堂に向かうと、エルネストがいた。難しい顔をして新聞を読んでいる。

「エルネストさま、おはようございます」

「おはようございます、コレットさま」

　エルネストは新聞を閉じ、じっとコレットを見つめてきた。

「よく眠れましたか？」

「おかげさまで……夢も見ないくらいに」

「それはよかった」

　エルネストは微笑んで、コレットに席を指し示す。コレットが座るとパンやスープが出てきて、驚いているとサラダと卵料理が差し出された。

「ありがとうございます……」

　なにもせずに食事が出てくるというのには、なかなか慣れない。コレットが戸惑っていると、エルネストが新聞を側に置いてスプーンを取り、食べはじめる。コレットもそれに倣い、食堂は静かになった。

　朝食を終えて、サンルームで紅茶を勧められて。そうしているうちに陽は高く昇り、コレットは落ち着かなくなってきた。

「わたし……もう、おいとまを」

「もう帰ってしまうのですか？」

　エルネストは、驚いたようにそう言った。

「もっと、滞在してくださったらいいのに。何日いてくださっても、私は構わない……むしろ、そうしてくださったほうが、私は嬉しいのに」

「ですが、教会を空けておくわけにはまいりません」

　コレットは、強い口調でそう言った。

「牧場の世話もしなくてはならないし……ビスケット作りも、怠けるわけにはいきませんもの」

「そうですか……」

　コレットが仕事のことを告げると、エルネストも強く言えなくなってしまったようだ。

　サンルームで少し時間を過ごして、そしてコレットはもとのドレスに着替えて、この素晴らしい屋敷を去ろうとした。エルネストは送ると言って聞かなかったので、では、とそれを受け入れる。

　エルネストの屋敷から教会は、それほどの距離もない。エルネストは結局教会まで送ってくれて、ふたりは中に入った。

　あの豪華な屋敷は比べものにならない建物だけれど、やはり一日離れているだけで懐かしく思う。コレットは教会の古びた内装を見やり、ほっと息を着く。反射的に神の像の前でひざまずき、両手を組む。

「熱心に、祈ってらっしゃるのですね」

　少し不機嫌そうに、エルネストは言った。彼は祭壇をきょろきょろと見まわしている。

「あなたは……ここに神はいないと、おっしゃったのに」

　コレットは顔をあげて、エルネストを見た。彼は少したじろいだようだったけれど、コレットは視線を離さずに、彼を見やって薄く微笑む。

（いいえ）

　心の中で、コレットは呟く。

（わたしの祈りは、祈りではない……願い。わたしの、浅ましい願望）

　そんなコレットの考えが、エルネストに伝わるはずがない。不思議そうな顔をしているエルネストに微笑みかけ、それきりコレットは口をつぐんでしまった。





第二章




　その日、ビスケットの最後の袋が売れたのと同じ時間にエルネストはやってきた。

「ああ、ビスケットはなくなってしまいましたか」

「欲しかったのですか？」

　不思議な思いでコレットは尋ねた。

「欲しいとおっしゃってくだされば、エルネストさまのぶんも作りましたのに」

「いえ……それはあまりにも、厚かましいかと」

　迷う様子でエルネストは言った。コレットは小さく、くすりと笑う。

「明日から、エルネストさまのぶんは、取り置きをしておきますわ」

　そう言うとエルネストがぱっと顔を輝かせたので、コレットはまた笑った。

　腰を下ろして、ふたりは話をした。内容は他愛もないことばかりだけれど、コレットは楽しかった。エルネストが来てくれるようになる前は、いつもひとりきりで、誰かと会話をすることもなく、今思えばあのころの自分はさみしかったのだ──そのさみしさを感じさせないエルネストの存在に、コレットは感謝していた。

「……あら？」

　ふと、大きな風が吹いた。教会の扉が、がたんと音を立てる。誰かが入ってきた。コレットはそこに背の高い男性の姿を見て、はっとした。

「コレットさま？」

　エルネストが呼びかけてくる。男の姿に、コレットはどきどきと胸が高鳴るのを抑えきれなかった。男はずかずかと教会の中に入ってきて、エルネストを訝しげに見やると、コレットの前に立った。

「クレールさま……」

　クレールと呼ばれた男は、コレットを頭からつま先まで見やった。そして嘲あざけるように、言い放つ。

「コレットさま、あなたは知っているのではないですか？」

　その言葉に、コレットは眉根を寄せる。そんな彼女の表情を訝しむように見ながら、クレールは言葉を続けた。

「兄さまの墓から、頭蓋骨が消えているのです」

「……は？」

　そう問い返したのは、エルネストだった。彼は怪しむ様子を隠しもせずに、クレールを見やっている。クレールは、ばかにするように鼻を鳴らした。

「あなたはなにか……知っているのではありませんか？」

「なぜ、わたしが」

　震える声で、コレットは言った。しかしクレールは、まるでコレットが犯人であるとでもいうように、強い視線で睨みつけてくる。コレットはたじろいだ。

「頭蓋骨だけを持ち去るなんて、猟奇的な……そのようなことをするのは、あなたしかいないと思ったのですけれど？」

「やめてください……」

　コレットはクレールから視線を逸らせた。しかしクレールはなおもコレットを見やってきて、その瞳には明らかな疑いが浮かんでいる。

「あなたの、兄さまへの執着は……ただごとではなかったから」

　クレールは、視線を尖らせてそう言った。コレットは、肩を震わせる。

「あなたなら、頭蓋骨くらい持ち出してもおかしくない……そう思ったのだけれど」

「やめて……」

　コレットは、か細い声でそう言うばかりだ。その後ろで、エルネストが立ちあがった。

「あなたがどなたか、存じませんが」

　クレールは、大きな声でそう言ったエルネストを、訝しげに見やった。

「いくらなんでも、それは言いがかりというものでしょう。頭蓋骨ですって？　そんな、ばかな」

「あなたは、どなたなんです」

　エルネストは手短に自己紹介をし、するとクレールの眉根はますます強く寄せられた。

「では、コレットさまとはなんの関係もないかただということになりますね」

「関係、って……そりゃ、私はなにも知りませんが」

　一歩前に立って、エルネストはクレールからコレットを庇うようにした。

「なんの根拠があって、コレットさまを責めるのですか。死者の頭蓋骨ですって……？　ばかばかしい」

「ばかばかしいかそうでないか、私は確かめに来たのです」

「だからと言って、そんな突拍子もない。だいたいそんな訊きかたをして、答えられる人がいると思いますか」

　クレールはエルネストの言葉に、耳を寄せた。

「ではあなたも、コレットさまが兄さまの頭蓋骨のことを知っているとおっしゃる」

「なぜそうなるんですか！」

　エルネストは苛立ったように声をあげた。

「そんなこと、コレットさまがご存知なわけがない。私の言葉のどこを聞けば、そういう答えに辿り着くんです」

「訊きかたによるとおっしゃったではありませんか」

　クレールは、どこかひねくれた口調でそう言った。

「訊きかたによっては、コレットさまも本当のことを教えてくださる。……どうなんですか、コレットさま」

「わたしは、頭蓋骨のことなんて知りません」

　コレットは繰り返した。そんな彼女を、疑うようにクレールは見た。

「そんな、恐ろしいこと……どうしてわたしにお尋ねになるんです」

　クレールはなおも、コレットから真実が引き出せないか、疑うように彼女を見た。コレットは微かに震えていて、そんな彼女を前にクレールは目を細めている。

「いい加減にしてください！」

　声をあげたのは、エルネストだった。彼は怒りを隠しもしない。

「そのようなこと、何回も……知らないとおっしゃっているではありませんか」

「口など、信用ならない」

　クレールは厳しい声で言った。

「あなたがなにも知らないとおっしゃるのなら……この教会の中を、探させてもらおう」

　コレットは、びくりと身を震わせた。クレールはなおも目を細めて彼女を見た。

「そのための要員も、連れて来てあります。隅々まで、調べさせていただきますよ？」

「や、めて……ください。そんなこと」

　細い声で、コレットは訴えた。

「なんの権利があって、そんなこと」

「やましいところがなければ、受け入れられるはずですが？」

　まっすぐに睨みつけてくるクレールから視線を外し、コレットは声を震わせる。救いを求めるようにエルネストを見ると、彼はコレットの前に立った。

「罪人のような扱いは、やめてください。どうしても調べるというのなら、しかるべきところに許可を取って……なんなら、私の父に立ち会ってもらいましょうか？」

「お家の力を、引き合いに出される」

　嘲るようにクレールは言ったけれど、しかしエルネストは貴族の家柄だ。貴族の権力が介在すれば面倒なことになると思ったのだろう、眉を潜めて、渋々というように一歩退いた。

「私は諦めませんよ、コレットさま」

　捨て台詞のように、クレールは言った。

「兄さまの体の一部……探し出してみせる。必ずだ」

　そう言ってクレールはきびすを返し、教会から出て行った。扉の閉じられる大きな音がして、コレットはほっと息をついた。

「なんだったんです、あのかたは」

　いまだ怒りが治まらないというように、鋭い声でエルネストは言った。

「兄さまとおっしゃっていたのは、誰のことなんです。それはご存知なのですか？」

「……クレマンさまのことです」

　か細い声で、コレットは言った。

「かつて、わたしの恋人だった。クレールさまは、クレマンさまの弟です」

「ああ……」

　エルネストは、納得したというように頷いた。そしてそっと、コレットの顔を覗き込んでくる。

「しかしそのクレマンさまは、亡くなられた」

「ええ……」

　震える声を押さえながら、コレットは言った。

「どうして、頭蓋骨がなくなっていることに気づいたのでしょう？　いったん埋葬したものを、掘り返したのでしょうか？」

　コレットは小さく首を振った。「わからない」という意思を、エルネストは感じ取ったようだ。

「頭蓋骨がなくなっているということも猟奇的だが、墓を掘り返すというのも同じようなことだ。ああ、頭蓋骨を持ち去った人物が掘り返した跡を、不審に思ったのかな？」

　エルネストは首をかしげる。コレットは自分のつま先を見ながらそこにじっと立っていて、するとエルネストがそっと肩に手をまわしてきた。

「あのようなかたのことは、気にしないで。しかし諦めそうにはなかったから、また来るかもしれない……また、私の家にいらっしゃいますか？」

「……いいえ」

　震える声で、コレットは言った。

「今日は、もうお帰りになって」

　エルネストは未練が残るといった顔をしたけれど、コレットはそれ以上なにも言わなかった。彼はコレットを解放し、ネクタイを直すと頭を下げた。

「それでは、また」

「ええ……さようなら」

　教会の扉が再び閉まるのを、コレットは俯いたまま聞いていた。人の気配がなくなるのを確かめて顔をあげ、そして振り返る。

　視界の向こうには、神の像がある。どこかせつなげなまなざしのそれをコレットはじっと見つめ、そして足早に自分の部屋に引きあげた。

　ひとりだけの、さみしい夜。今夜はそこにたまらない不安も入り混じって、コレットはまんじりともしない時間を過ごした。
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　神の像の前、コレットは両手を組んで俯いている。

　口では小さく祈りの言葉を唱えながら、長い時間、そうやっていた。

　やがて彼女は立ちあがり、足を踏み出した。説教台に向かうと、再びその前に膝をつく。

「クレマンさま……」

　小さく呟きながら、手を伸ばした。説教台の下には空間があって、そこにコレットは手を入れようとする。微かに触れたものに、どきりと胸を高鳴らせた。

　固唾を呑み、そのまま手を差し入れる。同時に背後から音がして、がたんという音にコレットは飛びあがりそうになった。

「驚かせてしまいましたか」

「エルネストさま……」

　コレットは、ほっと息をついた。そんな彼女のもとに歩み寄ってきたエルネストは、不思議そうに首をかしげる。

「なにをなさっていたのですか？」

「なにも……」

「しかし、そこは」

　コレットは、説教台の下に手を入れているままだった。慌てて手を引き出し、立ちあがった。

「コレットさま、いったいなにが……」

　エルネストがなにかを言う前に、コレットはエルネストのもとに駆け寄った。いきなり彼に抱きついて、するとエルネストは驚いた声をあげた。

「コ、コレットさま！」

「来てくださってありがとうございます……エルネストさま」

　ぎゅっと強く彼に抱きついたまま、コレットは言った。

「わたし、不安で。心配で……たまらなくて」

「クレールさまのことですか？」

　先日、兄の頭蓋骨を探してやってきた男のことを彼は口にした。コレットは、びくりと震えてしまう。

「あのかたがまたやってくるようだったら……本当に、私は父に頼んでもいいのです」

　コレットの背に腕をまわし、宥なだめるように抱き寄せながらエルネストは言う。

「父の知り合いには、法での取り締まりをしている者もいる。そういうかたに来ていただいてもいいのです。あなたを、無法者の餌食にはしない」

　その言葉に、コレットは大きく震えた。抱きしめているエルネストに、それは伝わっただろう。彼は腕に力を込めて、コレットを抱きしめ直した。

「それでも、まだ不安ですか？　どうすれば、あなたの不安を取り除いてあげられるだろう……」

「ありがとうございます」

　わななく声で、コレットは言った。そんな彼女の返事に少し安堵したらしいエルネストは、腕を解く。しかしコレットは、まだ彼に抱きついたままだ。

「お父さまの助力とか……それは、いいのですわ。ただあなたが、私のそばにいてくだされば」

　コレットがそうささやくと、エルネストは少し動揺したような様子を見せた。コレットは首を傾げ、するとエルネストは彼女の腕を解かせて、目の前に立たせた。彼は顔を近づけてきて、コレットは驚いて何度かまばたきをした。

「……あ」

　エルネストの匂いが、コレットを包む。清潔な石鹸の匂いだと思った。彼の唇がコレットのそれを塞ぎ、柔らかい感覚にコレットは息を呑んだ。

「ん、っ……」

　彼は腕をまわしてきて、コレットを抱きしめる。彼の腕の中でくちづけされて、今までにない経験にコレットはくらりと眩暈がするのを懸命に抑えようとした。

「ああ……」

　柔らかい唇はコレットのそれを優しく吸いあげて、すると小さくくちゅりと音がした。その音には淫らな感覚を呼び起こされる。コレットは小さく身震いをして、そんな彼女をエルネストはますます強く抱きしめた。

「は、っ……」

　唇の濡れた部分が触れ合って、コレットはどきりとした。そのままくちづけは深くなって、そっと彼の舌先が入ってくる。それに唇をなぞられて、コレットの動どう悸きはますます激しくなった。

「ん、ぁ……」

　背に腕をまわされて支えられたまま、コレットはエルネストの唇を受けている。その事実にコレットの眩暈はますます激しくなり、しかしエルネストはコレットを離さない。なおも唇を貪って、より深くコレットを知ろうとでもいうようだ。

「コレットさま……」

　彼は、甘くささやく。その声に震え、同時に体の奥をかきまわされたような感覚に陥って、コレットは大きく身震いした。

　エルネストは、またコレットの名を呼ぶ。それに体の芯から震わせられて、コレットは体をエルネストに預けた。そのことを喜ぶように、エルネストは小さく息をつく。

　彼の手が、コレットの腰にすべる。力を込めて抱きすくめられ、床に寝かせられる。その間にもくちづけはやまず、コレットは優しく、同時に激しく吸いあげられた。

「あ、あ……」

　硬い床の上で、コレットは震えた。このまま抱かれてしまうのだろうか──まるで貪り合う動物のように──その想像はコレットを怯えさせ、同時に奇妙な興奮へと誘った。

「エル、ネスト……さま」

　かすれた声で、コレットはエルネストを呼んだ。するとそれに答えるように、エルネストはまた唇を押しつけてくる。するとぬるりとしたものが口腔に入ってきて、コレットはどきりとした。

「んぁ……あ、あ……っ」

　コレットも舌を絡ませ、ふたりの唇からは、くちゅくちゅと淫らな音が立った。その音さえもが、ふたりの情感を煽り立てる。コレットはエルネストの背に腕をまわし、ぎゅっと強く抱きしめた。

「もっと……エルネストさま」

　小さな声で、コレットは彼を呼ぶ。エルネストは目を細めて、彼女の唇を存分に味わった。

「あ……あ！」

　コレットが声をあげたのは、エルネストの手がドレスのボタンを外しはじめたからだ。コレット自身以外の手が、ボタンを外すのは初めてだ。コレットは微かな緊張と、そして悦びにとらわれはじめていた。

　ふいと視線をあおのかせると、白い神の像が見えた。その表情はなにかを哀れむように、悲しむようにコレットを見つめていた。

　ずくん、と心臓が跳ねたのは、後ろめたさがあったからだろうか。このような場所で、男と交わるなんて──いくら廃教会といえども、神に祈りを捧げる場所だ。いいのだろうか、と思う気持ちが、ますます性感を煽り立てた。

「あ、あ……っ……」

　ドレスを脱がされて、エルネストの目の前でコレットは裸体を晒している。反射的に両腕で乳房を隠したけれど、エルネストは笑って、その腕を剥がした。

「うつくしい……」

　エルネストは、感嘆したように呟いた。

「白く、豊かな乳房。きめ細かい肌。ほら、こうやって触れているだけで……」

「あ、や……っ、……っ」

　彼の手は、コレットの右の乳房をつかんだ。大きな手に収められて、すると乳首が擦れて感じてしまう。それはささやかな愛撫だったけれど、コレットはすぐに感じて声をあげてしまった。

「このような、場所で……」

「ここに神がいないと言ったのは、あなただ」

　エルネストの声は、どこか焦燥しているようだ。微かにだけれど、呼気が荒い。

「誰も見ていない……ふたりだけの場所で、あなたを……」

　エルネストは、片方の乳房に顔を寄せる。尖った乳房にくちづけし、先端をくわえてきゅうと吸う。するとびりびりとした感覚が全身を走り、思わず体をしならせてしまう。

「このくらいで、反応してしまうのですか？」

　彼が小さく笑うと、その衝動も乳首に伝わり、コレットはまた声をあげた。

「い、や……ですか。こんな、わたしは……？」

「とんでもない」

　エルネストは、小さく笑う。ひとつの乳房は手で揉んで、もう片方は味わうように舐め、乳首を吸い、軽く歯を立てての愛撫を繰り返す。

「やっ……あ、あ……っ、ん、ん……」

　その体勢のまま、エルネストはコレットの両脚に自分の足を割り込ませてきた。脚を拡げさせられて、すると今まで誰の目にも晒したことのない秘められたところがあらわになった。

「あ、あ……や、ぁ……っ……」

　乳房を愛撫しながら、エルネストは膝でコレットの秘部を擦った。すると思わず声が溢れ、体をひくりと震わせてしまう。

「な、に……これ」

「あなたが、感じている証です」

　微笑みながら、エルネストは言った。

「女性の体は、どこもかしこも柔らかくて……感じやすくできている」

　うたうように、エルネストは言う。乳房にくちづけられながらの声は肌に響いて、それにすら感じてしまった。

「愛する男に抱かれるときは、特に」

「愛、する……？」

　浮かされたようにコレットがささやくと、エルネストは頷いた。そしてまたきゅっと力を込めて乳首を吸われ、大きな手で揉みあげられ、そこから伝わってくる感覚にコレットの息が荒くなってくる。

「そう……あなたは私の、愛する人……」

「あ、あ……っ……ん、んっ」

　物足りない、と思った。エルネストの愛撫は優しくて、優しすぎて──体の奥がじんじんと疼く。彼は軽く下半身を突きあげながら、執拗なほどにコレットの胸に唇と指を触れさせた。そこから湧きあがる感覚に声をあげながら、コレットは腕を伸ばして、エルネストに抱きつく。

「も、っと……」

　かすれた声で、コレットは言った。

「ねぇ、もっと……もっと、わたしを……」

　ねだる言葉を続けると、エルネストは戸惑った様子だった。目を見合わせて、キスをした。互いの柔らかさを感じ取りながら、コレットは重なってくる体の重みを心地よく感じていた。

「ああ、わたしを……！」

　コレットの声は、最後までうまく綴られなかった。エルネストの手は下半身にすべり、淡い茂みに入り込むと、そっと隠れている小さな芽に触れる。

「きゃ……あ、ああ、っ！」

「ここも、濡れている」

　嬉しそうにエルネストは言って、指の腹で芽をつまんだ。

「あ、あ……あ、ああ、っ……あ、ああ！」

　そこに触れられるのは、たまらない快感だった。コレットは全身を反らせて喘いだ。エルネストは執拗なくらいにそこをいじって、そして指をすべらせて花園に至る。

「いぁ、あ……あ、ああ、あっ！」

　強すぎる刺激から逃げようとするものの、のしかかってきた男の体重など押しのけられるものではなかった。そのことが恐怖を、そして未知なる世界への期待を大きくする。

「あ、あ……あ、ああ、あっ……」

　花びらはぐちゅぐちゅと音を立てて、エルネストの指を歓待した。彼が触れてくるとひくりと反応し、まるで中に誘うようにうごめくのだ。

「や、ぁ……あ、ああっ……！」

「私の指を、呑み込みたそうですね」

　秘所を捏こね、つまんでは引っ張って、そうやってコレットを感じさせながら、エルネストの息も荒い。彼が興奮していることがたまらなく嬉しくて、コレットは彼の背にまわした指に力を込めた。がり、と小さな音がしてエルネストが眉を寄せる。

「ご、めん……な、さい」

「いいえ、こんな傷」

　彼はすぐに、笑顔に戻った。淫欲のしたたる、艶めかしい笑みだ。それにもぞっと感じさせられる。コレットは彼の指が花びらをかきわけて進み、次から次へと蜜を流す内壁を擦ってコレットにさらなる声をあげさせる。

「だ、め……な、か……中は、だめ……」

　自分でも知らない場所を暴かれるのは、恐ろしい。コレットは体を強張らせ、それでも喘ぎ声はやまず、秘所からは蜜が流れ続け、彼の指は中で自在に動いた。

「そん、な……ぁ……いや、いや……！」

　指は根もとまで埋まり、二本の指が中でぐちゃぐちゃと音を立てている。最初に指が挿り込んだときには微かな痛みがあったはずなのに、コレットの脳裏にはもう触れられる快楽しかなくて、自分でも意味のわからない言葉をこぼすばかりだ。

「だぁ、め……も、う……や、め……て……」

「ですがあなたのここは、やめてと言っていない……それどころか、もっともっととうごめいていますよ？」

　コレットは頰を熱くする。エルネストは微笑みながらそう言って、そしてちゅくん、と指を抜いてしまう。

「やぁ……あ、ああっ……！」

　思わず、悲鳴があがった。今まで愛撫してくれていた指を失って、コレットはそれを引き止めようとするように、下肢に力を込めた。

「急がないで」

　エルネストはシャツをだらしなく緩め、そして下衣に手をやった。布と金属の音が混ざる。そしてコレットは、今まで指でもてあそばれていたところに、熱くて太いものが押しつけられたことに気がついた。

「ほら……ゆっくりしますから。私を、受け入れて？」

「あ、は……っ……」

　濡れすぎて湿地帯のようになったそこに、太いものが挿ってくる。それはぬるぬると、コレットの秘所を犯した。

「あ、あ……あ、ああっ……」

　その感覚が、心地いい。コレットは大きく背を反らせ、そんな彼女の体を抱きしめて、エルネストはゆっくりと腰を進めてくる。

「ひぁあ、あ……あ、ん……っ……」

　大きなそれは、蜜襞を伸ばし、かきわけて進む。コレットを気遣ってくれているのだとは思うけれど、しかしコレットはもどかしくてたまらない。しきりに腰を揺すって、しかしそれはさらに深く彼を招き入れることにしかならなかった。

「いぁ、あ……ん、っ……あ、あ……ああっ！」

「コレットさま」

　かすれた声で、エルネストが言った。

「あなたは、素晴らしい……うねうねと、私を包み込んでくれる」

「あ……あ、ああっ！」

　エルネスト自身が、中ほどまで入ったとき。コレットは、体中に走る衝動に甲高い声をあげた。

「な、に……これ。ああ、だめ……だめ、もう……！」

　それでもエルネストは、容赦なく腰を進めた。体の奥で、なにかがぶつりとちぎれたような感覚があった。痛くはない──しかしあまりの違和感に、コレットはいまにも泣き出しそうだった。

「いや、ぁ……あ、あ……あ！」

「辛いですか？　コレットさま」

　ささやく声で、エルネストが尋ねてきた。コレットは涙を浮かべながらも首を横に振る。エルネストは、ほっとしたような表情を見せた。

「辛く、はない……です。ただ、違和感が」

　途切れ途切れにコレットが言うと、エルネストは体を起こしてコレットの額にキスをする。その拍子に繋がる角度が変わって感じてしまい、コレットは新たな声を洩らす。

「あなたは、私のものだ」

　ゆっくりと引き抜き、少しずつ挿入を開始しながら、エルネストは言った。

「そして私も、あなたのもの……私のすべてを捧げましょう」

「は、い……っ……あ、ああ、っ！」

　最奥を突かれた。そこはあまりにも敏感な神経が通っているところで、コレットの全身に痙攣のような感覚が走る。それは何度も立つづけにコレットを襲う。エルネストは彼女の腰に手を置き、押さえ込むようにして激しく抽送した。

「あ、あ……あ、ああ、あっ！」

　せりあがるのはたまらない感覚──これを快楽ととらえていいものか。圧倒的な情動の中、コレットは遠く、そのようなことを思った。

「は、ぁ……あ、ああ……っ、ん、っ」

　エルネストはコレットの胸に手を置いた。指の腹で乳首を挟んで擦られて、そこからもまた刺激が伝わってくる。コレットは息も絶え絶えに快楽の海の中にいて、そこからコレットを助けてくれるのはエルネスト以外あり得ないのに、同時にコレットの自由を奪っているのも彼なのだ。

「あ、もう……も、う……っ……！」

　エルネストが、呻きのような声をあげる。はっと目を見開いてエルネストを見ると、彼もまた艶めいた、それでいてどこか苦しそうな顔をしている。

「エルネ、スト……さま、も」

　声を震わせながら、コレットは言った。

「もっと、気持ちよくなって……？　もっと、わたしで……気持ちよく」

「もう、充分ですよ」

　エルネストは少し笑い、そしてまた抽送を激しくした。コレットは大きく背を反らせて激しすぎる快楽をやり過ごそうとし、しかしそれは叶わなかった。

「いぁ、あ……あ、っ、あ……あ！」

　下腹部が疼く。そこからぞっとするような感覚が登ってくる。コレットの目の前にはちかちかと星がまたたき、それがうつくしい、と頭の遠いところで感じていた。

「あ……あ、あ……あ、ああ、っ！」

「く、っ……」

　体中がわななく。自分の体が自分ではないかのようで、同時に体の奥に熱い飛沫が撒き散らされたのが感じ取れる。

「あ、あ……あ……っ……」

「コレット、さま」
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　かすれた声で、コレットは彼を呼ぶ。すると彼の腕がまわってきて、ぎゅっと抱きしめられた。

「んぁ……あ、あ……」

「ああ、まだ達いっているのですね」

　エルネストは、嬉しそうにそう言った。繋がったままの下肢を揺らされ、すると刺激はますます大きくなる。

「だ、め……っ、……もう、だめ……」

「だめではありませんよ」

　はっ、と息を吐きながらエルネストは言った。彼は未だ絶頂の余韻にあるコレットの体を抱きあげ、懐から出した布で体を清めてくれる。白い布には赤い汚れがついて、それが処女の証であると、コレットはどこかさみしい気持ちになって、目を逸らせた。

「愛しています、コレットさま」

　エルネストはささやいた。コレットはひくりと肩を震わせ、振り返って彼を見つめた。

「あなたを愛しています……誰よりも、あなたのことを」

「エルネストさま……」

「最初会ったときから、そうでした。いかにあなたを私のものにするか……そればかりを、考えていました」

　コレットは、微かに身を震わせた。そんな彼女を抱きしめながら、エルネストは頷く。

「こうやってあなたを手に入れても、今だに信じられない……あなたという天使が、私のもとに舞い降りてきてくださったなんて」

「わたしは、天使なんかじゃ……」

　優しい声に、しかしコレットは首を振った。心はすっかりエルネストのものなのに、否定する自分は未だ何かに固執しているようで。

「コレットさま」

　穏やかな声でそうささやいて、そしてまた、キス。触れ合うだけのくちづけは、先ほどまでの艶めかしいキスとは比べものにならないくらいに優しくて、コレットは少し、笑ってしまう。

「どうなさったのですか？」

「いいえ……なんでも」

　ふたりは身を起こした。コレットは、はっと気がついたように声をあげた。

「そうですわ、エルネストさまのぶんを、置いてあるんですの」

「なにをですか？」

　訝しそうに首をひねるエルネストに、コレットは笑った。

「ビスケットですわ。この間、欲しいとおっしゃってくださったではないですか」

「ああ、それは」

　エルネストは、軽く手を叩いた。

「お約束を、覚えていてくださったのですか」

「もちろんです。差しあげますから、こちらにいらして？」

　コレットはエルネストを教会の奥に誘い、彼は嬉しそうな顔をしてコレットについていった。
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　その日は雨だった。

　表に出ることができず、コレットは屋内で働いていた。教会の中の掃除を終え、ベールについた埃を払いながら、コレットは説教台を見た。

「……」

　コレットは、説教台の前にひざまずく。しばらく目を閉じてそうやって、そしてコレットは手を伸ばす。指に触れたものにどきりとしながら、それでも触れるのをやめようとは思わなかった。

「……！」

　扉が開く音はしなかったから、驚いた。見れば、エルネストが室内に立っている。

　コレットは慌てて、手を引っ込めた。彼の前に立って、説教台を自分の背で隠そうとする。

「なにを……なさっていたのですか」

「なにも」

　コレットは答えたけれど、それはエルネストが満足する答えではなかったらしい。エルネストは訝しそうな顔をしながら、教会の中に入ってくる。

「やめて……！」

　エルネストは、そのまま真っ直ぐに説教台に向かった。コレットは彼を追い、しかし彼が説教台の前に膝をつくのを止められなかった。

「やめてください、エルネストさま！」

　彼は、手を伸ばす。説教台の下に収めてあるもの。それがなんであるか知っているかのように、エルネストの手つきには迷いがなかった。

「……！」

　彼は大きく、目を見開く。彼の手は、重そうなものを持っている。白い布に包まれたひと抱えもある大きなもので、エルネストは驚いてそれを見ていた。

　その光景を前に、コレットは唖然としていた。エルネストの手が、白い布を解く。少しずつその全貌が明らかになる。

「これは……」

　中に入っているものは、白かった。丁寧に磨かれたものであるということが、その輝きからわかる。エルネストは、大きく目を見開いた。

「……頭蓋骨」

　驚いているエルネストを、コレットは目をすがめて見つめていた。彼の手は布をすべて取り去り、こちらをぎょろりと睨んでいるようなそれを、瞠目して見つめている。

「これは……クレマンさまの……？」

「ええ、そうです」

　落ち着いた声で、コレットは言った。

「クレマンさまの、お体の一部。わたしがお墓から掘り出して、奪ったの」

「なにを……」

　エルネストは、この状況でどう反応していいものかわからないようだった。両手で捧げ持つように頭蓋骨に触れているエルネストは、戸惑うようなまなざしでコレットを見た。

「どうして、このようなところに……」

「これは、わたしの恋人の成れの果て」

　うたうように、コレットは言った。

「ずっと、ずっと欲しかったの。あの日、雨の日……お墓参りに行って。まわりには、誰もいなくて」

　その日のことを思い出しながら、コレットは言葉を続ける。

「気がついたら、お墓を掘り返していました」

「あなたが、手で？」

　ええ、とコレットは頷いた。自分の手を見て、小さく苦笑する。

「大変でしたわ……雨は降っているし、いつ誰が来るか、わからないし」

「そこまでして、どうして……？」

　コレットは、エルネストを見た。彼はクレマンの骨を抱えたまま、コレットに問うた。

「わたしとクレマンさまは、身分が違いすぎて……一緒になることなど想像もできなかった。それでもわたしは、クレマンさまを愛していました。クレマンさまもお心は一緒だと、確信していました」

　エルネストは、少し眉根を寄せた。そんな彼を前に、コレットはくすくすと笑った。しかし笑い声に一抹のさみしさがあることまでは、拭い去れない。

「二年前……クレマンさまが亡くなって。わたしは葬儀に出席することも許されなかった。ときおりお墓をお訪ねして、ご挨拶を申しあげることくらいしか……」

　コレットは目をすがめ、当時のことを思い出していた。クレマンの家族に鉢合わせ、ひどい暴言を吐かれたことを。自分には墓を訪れる資格すらないのかと、泣いた日のことを。

「でも今はこうやって、クレマンさまにそばにいていただける。クレマンさまがいてくださるのなら、わたしはなにも怖くない」

　微かに身震いをしながら、コレットは言う。エルネストはなおも唖然として、ただクレマンの骨を抱えているだけである。

「これは、わたしの秘密……今からは、わたしとあなたの秘密」

「秘密……」

　小さな声で、エルネストは言う。その反応にコレットは頷き、彼の手から頭蓋骨を抱き取った。

「ここにこうやって、クレマンさまの骨があること……秘密にしてくださいますわね？」

　秘密、とエルネストは繰り返した。その言葉の響きに、彼が甘いものを感じたのは確かであるようだ。コレットは頷き、頭蓋骨を布に包み直す。そして改めて、説教台の下にそれを隠した。

　顔をあげて、コレットはエルネストを見やった。エルネストは驚いたような、放心したような、それでいて訝しむようにコレットを見ている。

「いいのですか……このままで」

　迷うような口調で、エルネストは言った。

「この間、いらっしゃった……クレールさま。あのかたは、あなたを疑っていた。本気で兄上の頭蓋骨を捜していらっしゃるようだった……明るみに出るのは、時間の問題です」

「それでも、構いません」

　コレットが強くそう言って、頷いた。

「ひとときの夢でもいいの……わたしはこうやって、クレマンさまとともにいることができる。それだけでわたしは、幸せなの……」

「コレットさま」

　迷うような調子で、エルネストはコレットを呼ぶ。コレットは微笑み彼を見やる。

「あなたは、秘密を守ってくださると……そう信じています」

「え、ええ」

　説教台の下を見ながら、エルネストは少し声を震わせた。

「あなたのことを暴こうとは思わない。あなたが秘密というのなら、私はそれに従います」

　コレットは微笑んだ。その笑みをどう思ったのかエルネストは視線を背け、そして静かに目を閉じた。
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　しゅ、しゅ、しゅ、と規則正しい音がする。

　コレットは箒を手に、教会の玄関の前を掃いていた。季節的に落ち葉は少ないものの、それでも少し掃除をしないと、たちまち玄関は埃っぽくなってしまう。

　コレットはあまりに集中していたものだから、傍らに立った人の気配に気づくのが遅れた。顔をあげるとそこにはエルネストがいて、コレットは丁寧に頭を下げて挨拶をした。

「おはようございます」

「ええ、おはようございます……」

　エルネストは、どこか戸惑っているようだ。コレットはそんな彼に微笑みかけ、掃除の続きをはじめる。

「コレットさま」

「はい？」

　彼が戸惑っている理由はわかっている。きっとクレマンの頭蓋骨についての話がしたいのだ。しかしコレットにはその気はない。ただ掃除に専念しているふうを装って、エルネストの言葉を封じようとした。

「あの、コレットさま」

　コレットは、エルネストに返事をしなかった。ふたりの間には、箒の立てる軽い音が響くばかりで、エルネストが戸惑っているのはわかっている。それでもコレットは顔をあげなかった。

　エルネストは、それでも離れがたいというようにコレットのそばにいた。掃除を終えたコレットは、エルネストを見ずに教会の中に入っていく。エルネストが小さな声でコレットを呼んだけれど、振り向かずに扉を閉めた。

（あの人は、わたしの秘密を知っている）

　コレットは、説教台のほうを見ながら胸の奥でつぶやいた。

（知られてしまった以上、わたしはあの人に、近づいてはいけない）

　エルネストのことは憎からず思っている。彼が訪ねてきてくれることは、嬉しい。それでも秘密を知る彼に、これ以上近づいてはいけないという気持ちが、胸の奥で大きく響く。

（わたしのことを、知られてはいけない。あの人にこそ、知られてはいけない……）

　掃除道具を片づけながら、コレットは胸の奥で呟いた。そっと振り返ったけれど扉の向こうにまだエルネストがいるのかどうかはわからず、そのことに胸が揺すぶられた。

（優しくしてくださったかただけれど、でも……もう）

　コレットは胸に手を置く。すると心臓がきゅっと締めつけられる感覚があって、コレットは微かに呻いた。その声をエルネストが聞いたわけはないけれど、なんとなくそのような気がして、コレットは扉の方を振り返った。

「エルネスト、さま」

　小さく呟き、コレットは俯いた。そしてそっと、息を吐いた。
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　その日は、明るく晴れ渡った日だった。

　広がる青空のもと、コレットは牛の乳を絞っていた。今日は乳の出もよく、鶏の卵もたくさん取れた。日課のビスケット作りも、順調に進みそうだ。

　思わず鼻歌をうたってしまいそうなほど、コレットは上機嫌だった。乳搾りを終え、牛をねぎらいながら牛小屋に戻す。乳の入った缶を持ちあげた。

「……あ」

　遠くから、歩いてくる者がある。徐々に近づいてきて、それがエルネストであることがわかった。コレットは逃げようとしたけれど、しかし缶が重くて走ることはできない。結局コレットはエルネストを迎えてしまい、ふたりは向かい合って立った。

「エルネストさま……」

　戸惑いながら、コレットは呟いた。エルネストはどこか厳しい顔つきをしていて、コレットはますます混乱した。

「クレマンさまのことなら、お話しすることはありません」

「そのことで参ったのではありません」

　エルネストは、焦燥したような口調でそう言った。どきりとしたコレットは、缶を地面に置いてしまった。

「あなたは、ここから離れたほうがいい」

　彼の言葉に、コレットは何度もまばたきをする。

「私の家においでください。不自由はさせませんから」

「なにをおっしゃっているのですか？」

　一方的なエルネストの言葉に、コレットは眉をしかめた。

「なぜわたしが、エルネストさまのもとへ……それはこの間のように、ひと晩お邪魔するというようなことではありませんわね」

　ええ、とエルネストは頷いた。コレットは首を振る。

「わたしは、ここから離れられません。クレマンさまのおそばを離れるなんて……」

「いつまでも隠しおおせるものではありません」

　エルネストはそう言って、コレットはびくりと肩を震わせる。エルネストはコレットに近づいてきて、そっとその肩に触れた。

「あなたは、魔女だと喧伝されています」

「なん……ですって？」

　聞かされたあまりにも衝撃的な言葉に、コレットは目を丸くする。思わず胸に、手を置いた。

「どういうことなのですか？　なぜ、わたしが魔女……」

「クレールさまがそう言って、異端審問官に訴えたらしい」

　厳しいまなざしで、エルネストは言った。コレットはごくりと固唾を呑んだ。

「異端審問官の手が伸びるのも、時間の問題です。早くここを離れて……お逃げください」

　エルネストの言葉に、コレットは目を泳がせた。目の前の彼から視線を逸らせ、迷うようにまわりを見まわす。

（逃げると言っても、どこへ。エルネストさまのお家へ……？）

　コレットはエルネストを見た。彼の目は、じっとコレットを見つめている。その瞳に嘘はなくて、この事態が偽りなく危惧される状況であることが見て取れた。

「クレールさまは、エルネストさまのことをご存知ですわ……わたしがここにいなければ、エルネストさまに庇われていることをお考えになるでしょう。あなたのところに逃げても、いずれは知られてしまう……」

「では、都の貴族地区にまいりましょう。あそこなら、異端審問官にも手が出せない。私の父に頼んで、かくまってもらうのもいい」

「……いえ！」

　コレットは、エルネストの手を振り払った。彼は驚いた顔をして、コレットを見ている。

「いいえ……だめ。クレールさまは、わたしがどこにいても、探し出すわ」

　震えるコレットの声に、エルネストは再び肩に手を置こうとする。しかしコレットは逃げた。教会の中に入って扉を閉めてしまう。

「コレットさま！」

　エルネストは悲鳴のような声をあげた。しかしコレットはドアに背を押しつけて、エルネストが入ってこられないようにする。

「コレットさま、コレットさま！」

　魔女としてとらえられるつもりはない。さりとてここでエルネストの手を取ってしまったら、もうコレットに自由はないだろう。この教会でクレマンとふたり、静かな時間を過ごすことは叶わなくなるだろう──。

（そう、わたしは……魔女なのだわ）

　説教台の下に隠してある、彼の頭蓋骨のことを思った。どうしようもなくクレマンに会いたくて、夜中、墓を掘り返したことを思い出した。

　埋葬されてから何年も経った遺体はすっかり骨になっていて、その変わり果てた姿に唖然としたこと。触れた頭蓋骨がコレットの手に収まり、そのことに天啓を感じて持ち帰ったこと──そしてそれから泥を落とし、布に包んで説教台の下に収めたときから、コレットは魔女なのかもしれなかった。

（わたしは魔女だから、このようなことをしたんだわ……クレールさまは正しい。あのかたはそんなわたしの本性を見抜いて、ここにクレマンさまの骨があることにも勘づいたんだわ）

　どく、どくと心臓が強く打ちはじめる。扉の向こうにはまだエルネストがいて、コレットの気が変わるのを待っている。しかしコレットは出ていかなかった──行けなかった。この先自分がどうなるのか、きりきりと絞めあげられるような不安の中、コレットはじっと立ち尽くしていた。
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　怒声が響いてコレットは、はっと顔をあげた。

　コレットは、神の像に向かって祈っていた。そんな祈りの時間を邪魔したのは誰なのか。コレットは振り向いて、すると教会の扉が乱暴に開けられた。

「魔女はどこだ！」

　その声に、コレットは大きく目を見開いた。入ってきたのは手に剣や鎌を持った十人ほどの男たちで、その中には僧衣をまとった者も、そして先頭にはクレールがいた。

　クレールの姿に、コレットは大きく目を見開く。彼は厳しい顔をしていて、いきり立ったような一団を抑えるように手をかざし、そして一歩、コレットに近づいてきた。

「魔女だ！」

「あの女が魔女なのか！」

　クレールはコレットに近づき、じっと彼女を見つめる。その視線を前に、コレットは震えた。

「あなたは魔女だと、噂が広がっています」

　そう言ったクレールに、後ろの男たちが声をあげた。コレットは、びくりと震える。

「本当にそうなのか、調べさせてもらいましょう……それとも自ら、魔女だと名乗り出ますか？」

「わたしは、魔女なんかじゃ……」

　コレットはか細い声でそう言って、クレールから視線を逸らせる。クレールはまた一歩近づいてきて、じっとコレットを見つめた。その視線が恐ろしい、正面に立っているだけで震えあがるような圧迫感がある。コレットは一歩、退いた。

「あなたは死者の墓を暴き、そこから骨を盗み取った……魔女の、怪しい術に使うためではないのですか？」

「そのようなことは、しておりません……」

　クレールは小さく舌打ちした。手を伸ばしてコレットの肩に触れ、コレットが大きく震えると、かけた手に力を込めた。

「魔女が、自らを魔女だと認めるはずがない！」

　男のうちの、ひとりが言った。

「拷問するんだ！　洗いざらい吐かせろ！」

「魔女が、自白するまで！」

　男たちは口々に叫び、コレットを萎縮させる。小さく震えながら、コレットはそっと顔をあげてクレールを見た。クレールは、どの男よりも冷たい視線でコレットを見つめている。

「あなたが魔女か、そうでないか……調べさせてもらいましょう」

　クレールはコレットの手首を掴んだ。はっとして振りほどこうとしても、男の力は強すぎて抵抗できない。そのことにぞっと背筋を奮ったコレットは、そのままクレールに引き寄せられる。クレールはコレットを後ろ手にし、懐から出した縄で素早く縛った。

「あ、っ！」

　その動きはあまりに手早かったので、コレットは抵抗できなかった。きりきりと強く縛りあげられる。クレールは、恐怖のあまりに足の力が抜け、座り込みかけたコレットの肘を掴んで立ちあがらせた。男たちが駆け寄ってきて、コレットの体を抱えあげる。コレットは男たちの手にとらえられ、身動きできなくなってしまう。

「やめて、やめて！」

　コレットは叫んだ。必死に身をよじったけれど、そうすればするほど男たちの拘束は強くなる。彼らに抱えあげられたまま、コレットは教会を出ることになった。

「魔女だって」

　声が聞こえてコレットは、はっとそちらを見た。よくビスケットを買いにきてくれていた、幼い男の子だ。目が合うと、男の子は眉根を寄せた。

「あのシスターは、本当に魔女なの？」

「しっ」

　その手を握っているのは、母親らしき女性だ。コレットを見ると、まるで目の前に穢らわしいものがあるようなまなざしをした。

「でも、あの人の作るビスケットは美味しいよ？　魔女は、お菓子作りがうまいの？」

　それに対しての、母親の返事は聞けなかった。コレットは男たちに抱えられて、馬の上に放りあげられる。まるで荷物のように馬に乗せられて、体勢の苦しさにコレットは呻き声をあげた。

「いや……やめて。やめ、て……」

　かすれた声で、コレットは叫んだ。

「わたしは、魔女じゃない……魔女なんかじゃ、ない！」

「それを今から、調べるのでしょうが」

　馬を引くクレールが、ばかにするように言った。

「黙っていなさい……魔女かどうかは、すぐにわかリます」

　手に武器を持った男たちが、コレットの乗せられた馬を囲んでいる。仮に後ろ手に縛られていなくても、この場から逃げるのは難しいだろう。それでもコレットは逃げられる余地を探した。体をひねって馬の上でもがき、落馬できないかと目論んだ。足は縛られていないので、落ちることができれば走って逃げられるかと思ったのだ。

「逃げることなど、お考えにならないように」

　クレールは、馬上のコレットに厳しい声をかけた。ドレス越しの太腿に、なにかがぴしりと打ちつけられる。

「きゃああ！」

　じん、とした痛みが足を走り抜けた。鞭で打たれたのだ。痛みよりもなによりも、コレットはぞっとした。まるで動物のように打たれた。クレールはコレットをとらえ、動物扱いすることを躊躇していない。これからどのように扱われるのか──どれほどひどい目に合わされるのか。想像がつかなくて、それはますますの恐怖となった。

　人々の好奇の視線の中、コレットは運ばれていった。どこに連れて行かれたのか、かなりの距離を馬に揺られ、集団はあるところで止まる。不自然な体勢で長時間を過ごしたコレットは疲れ果てていて、馬の背から降ろされたときには抵抗らしい抵抗もできなかった。

「は、っ……あ」

　コレットは腕っ節の強そうな男に抱えられ、薄暗い小屋の中に運ばれた。どさりと降ろされたのは、小屋の奥の干し草の上だった。体中がぎしぎしと痛む。起きあがったコレットの目の前には、クレールが立っていた。

「見張りをつけます。逃げようなどとは思わないように」

　耳にするだけで凍りつきそうな声で、クレールは言った。

「逃げようとすれば、自分が魔女であるということを認めたということになります」

　コレットは、目を見開いてクレールを見た。

「魔女の腕を持ってすれば、この程度の警備はかいくぐれると聞いていますが……さて、実際はどうなのでしょうか」

　大きくコレットは身を震わせた。そんな彼女を、クレールはどこか楽しむように見つめた。その視線の冷徹さに、またコレットの体の芯がわななく。

「迂闊なことはしないほうがいいでしょう。もちろん、自分が魔女だと認めるのなら別ですけれど」

　まわりの男たちが騒いでいる。口々に魔女だと叫ぶ彼らの声を受け止めていると、本当に自分は魔女ではないかという気持ちになってくる。とっさに胸に手を置くと、心臓がどくどくと鳴っているのが感じられた。

　コレットは固唾を呑む。クレールは目をすがめてコレットを見ていたけれど、ふいに視線を引きちぎるようにしてきびすを返し、小屋を出ていってしまった。

　扉が閉じられ、がたがたと音がする。外から錠をかけているのだろう。やがてあたりは静かになり、コレットは息をついた。

（わたしは……どうなるのかしら）

　窓もない真っ暗な中、コレットは不安に胸を震わせた。

（こんなところに閉じ込められて……どうされるの。どんな目に遭うの）

　肌が粟立つ。魔女の烙印を押された者がどうなるのか、コレットも知らないわけではない。白状するまで、さまざまな拷問にかけられる。最後には火炙りにされて、殺される──それはどれも、想像するだけで恐ろしいことで、コレットはますます大きく震えた。

　教会に男たちが踏み入ってきたときは、まだ昼間だった。しかし窓もなく、扉を閉じられたこの小屋では時間がまったくわからない。コレットは身を固くしてぎゅっと目をつぶり、迫り来る恐怖に耐えようとした。

（怖い）

　それでも恐ろしさは拭えなかった。真っ暗でなにも見えないからこそ頭の中で恐怖は膨らみ、ますますの怖気が生まれる。身じろぎすると縛られた手首に巻きついた縄がぎしぎしと軋み、その痛みすら恐怖を煽る。

（怖い、怖い……）

　自分の体がかたかたと震えるのを、如実に感じ取った。恐怖が恐怖を呼んで、コレットの頭は混乱し、そのまま干し草の山の上に倒れてしまう。

「……あ、あ」

　声はかすれて、うまく叫び声をあげることもできない。そのことがまた恐ろしさを追いあげて、コレットはまるで打ち捨てられた人形のようにその場に転がっていた。

「ああ」

　そんなコレットの体の上に灯りが投げかけられたのは、いったい何時間経ったころだっただろうか。人の気配に、コレットは顔をあげる。

　扉を開けたのは、クレールだった。彼は手にランプを持っている。続いて入ってきたのはふたりの男で、彼らのまなざしにコレットはぞくりとした。

「お加減はいかがですか」

　クレールは、笑い出したいのを隠すかのように薄く微笑んでいる。ほかのふたりの男たちも同じように笑っていて、それを目にコレットはまたぞっとした。

「逃げ出さなかったのですか？　魔女の術を持ってすれば、簡単なことだったでしょうに」

「わたしは……魔女ではありません」

　かすれた声で、コレットは言った。言葉が震える。

「魔女じゃない……そんなわたしに、なにができるの」

　クレールは笑った。男たちもくすくすと笑い、その不愉快さにコレットは眉根を寄せる。男たちは近寄ってきて、コレットの腕を取ると縛りあげていた縄を切った。

「きゃっ」

　いきなり自由を与えられて、コレットはその場に突っ伏してしまった。コレットを囲む皆が弾かれたように笑う。彼女は、かっと頰を赤くした。

　コレットは腕を掴まれ、引きあげられた。つりあげるようにされて、干し草の山の中に無理やり座らせられる。

「魔女かどうかは、その体に聞かせてもらおう」

　男がそう言って、舌なめずりをした。その表情があまりにも浅ましく見えて、コレットの背筋がぞっと冷えた。

　赤毛の男がコレットの顎先をつまみ、その手にぐいと上を向かされる。黒い目がぎらぎらと光って、その輝きはコレットに恐ろしい思いをさせた。

「魔女は、体のどこかにその印を持つという」

　そう言って赤毛の男は、コレットのベールを掴むと引っ張った。ベールがほどけて、金色の髪が流れ出す。その豊かさに男は、はっとしたようだったけれど、そのままコレットのベールを奪ってしまう。

「あ……」

　もうひとりの男が、コレットのドレスの首もとを掴んだ。ボタンを乱暴に引きちぎられて、脱がされそうになる。コレットは襟もとを直そうとしたけれど、男は力でそれを阻み、布を破ってドレスを剥いだ。

「いや……やめて。や、め……！」

　ドレスは破れ、コレットは下着姿でそこにいた。男たちの嘲笑が狭い小屋に響く。

「こういうことは、初めてだと見える」

　クレールがそう言って、顔をコレットに近づけてくる。キスされそうな距離にコレットは息を呑み、同時に頰を叩かれた。

「きゃっ！」

「魔女が……物欲しそうな顔をするな」

　強く頬を叩かれて、コレットはその場に転がった。男たちがコレットの体を押さえつけ、四肢を拘束して抵抗できないようにする。コルセットのリボンを切られ下着を引き下ろされ、コレットはたちまち裸で、男たちの前に晒された。

「いや……！」

　男たちが、爬虫類の目でコレットを見ている。部屋にはランプの光が満ちていて、それはコレットの肌が粟立っていることも照らし出しているだろうか。

「やめて……こんなこと」

　震える声で、コレットは言った。

「こんな……こんな！」

「うるさい！」

　黒髪の男が、コレットの頰を乱暴に叩く。新たに暴力を受けてコレットはその場にうつ伏せになり、背中からクレールがのしかかってきた。

「暴れても、無駄ですよ」

　耳もとに、クレールがささやきかけてくる。その声音に、コレットはぞっとした。

「ここは村の外れ、誰も近づかない……おまけに今は魔女を閉じ込めてあると、誰でも知っていますからね。どんなに叫んでも、誰も来やしない……」

「きゃ、あ！」

　クレールの手が伸びて、コレットの剥き出しの乳房をつかんだ。ぎゅっと力を込められて、コレットは悲鳴をあげる。

「クレール、抜け駆けを」

　赤毛の男が、不満そうに声をあげる。クレールは笑った。

「おまえも、好きにすればいい。魔女の体だ……どんな楽しみが眠っているか、わからないぞ」

　男たちは、下卑た笑いをあげる。その声音に、コレットはぞっとした。

「顔をあげろ」

　黒髪の男が言った。髪を掴まれて上を向かされ、すると濡れたものが唇に押しつけられた。

「いぁ……！」

　そのまま吸いあげられる。ぺちゃ、くちゅ、という音が響いて、背中がぞっと震えた。

「んぁ……あ、あ……」

　おぞましい感覚に、コレットは逃げようともがく。しかし三人の男に体を押さえつけられて、自由を奪われた裸の体だ。逃げることなどできなくて、唇を吸われ乳房を揉まれて、コレットはただただ怯えるしかない。

「やめて……やめ、て」

　くすくすと、男たちが笑う。ひとりは唇を、ひとりは乳房を、そしてもうひとりはコレットの下半身に手を伸ばす。あらぬところに触れられて、コレットは大きく声をあげた。

「なにをするの……やめて！」

「気持ちよくしてやろうというんだよ」

　黒髪の男が、コレットの脚の間に指を這わせながら言う。秘芽をつままれ捻られて、そのような場所に触れられて痛いばかりなのに、コレットの声はどこか甘く歪んだ。

「ふふ」

　コレットの乳房を揉み、指の先で乳首をつまんだクレールが、嘲笑う声を耳に注ぎ込んでくる。

「無理やりされて、感じているのですか？」

「な、にを……！」

　クレールは、なにを言っているのか。コレットは目を見開き、すると唇を舐めていた男がくすくすと笑った。

「この女は、抱かれたがっている」

　彼の言っていることがわからない。ただただおぞましい思いで男たちに触れられているコレットは、必死に何度も首を振った。

「抵抗するな……俺たちに、抱いてもらいたいんだろう？」

「ああ……あ、ああっ！」

　強く乳房を揉まれる。同時に乳首を痛いほどにつままれた。そこからぞくりとした感覚が走り、コレットは無意識に腰を揺らす。

「ほら、反応している」

「ちが、っ……あ、あ！」

　男の指が、秘所をすべった。くちゅりと音がして、コレットは目を見開いた。

「ここも、濡れている……やはり、してほしいのだろう？」

「違う……ああ、違う……」

　しかし男たちは、笑うばかりだ。唇を吸われ、歯の痕をつけるように咬まれる。するとぞっとした感覚が湧きあがり、コレットは大きく震えた。

「なにが、違うだ。ここをこんなに濡らしておいて」

「あ、あ……あ、ああっ！」

　男の指が秘芽を捏ねる。遠慮のない力を込められて、促されるようにせりあがる感覚をなんと呼べばいいのか──コレットは何度も身をわななかせた。

「やめて、お願い……い、や……」

　コレットの首筋に、唇が押しつけられる。きゅうと吸われて、するとまた新たな情感がコレットを貫いた。

「あ……あ、あ……っ、っ！」

　秘所には、複数の男の指が這う。花びらをつままれ引っ張られ、秘芽をいじられ潰されて、するとそこから内腿にかけて、つぅと生温かいものが伝っていくのを感じている。

「やぁ……あ、あ……ん、んっ」

「本当に、初めてなんだろうな？」

　男のひとりが、訝しむようにそう言った。

「こんなに、濡らして。初めての女が、これほどに濡れるなどと……聞いたことがない」

　その言葉にコレットは、かあっと顔を熱くした。男の言うことにたまらない羞恥を感じる。エルネストとの関係を暴かれているようで、身を隠せるものなら、隠したかった。

「魔女だからな」

　もうひとりの男が、嘲るようにそう言った。

「男にされて、悦んでいるんだろう……魔女の本性は淫らなものだ。うつくしい姿で、男たちを惑わせる……」

「そ、んなこと……」

　ふるり、とコレットは大きく体を震わせた。唇を吸われ、舌を突き込まれてかきまわされた。乳房を痛いほどに揉まれ、乳首をいじられる。捏ねられて尖らされて、その刺激は爪先にまで流れ込み、コレットの感覚をおかしくしていく。

「あ、あ……あ、ああっ」

　秘所でうごめく指は、花びらの中に埋まりそこをいじり、引き寄せられては秘芽をつまんで引っ張って、ますます蜜を生み出す動きを見せる。

「ふぁ……あ、あ……ああ、あっ」

　男たちの腕の中で、コレットは悶えた。そんな彼女の反応をさらに引き出そうとでもいうように、男たちは手を、指を、舌を動かし続ける。コレットは干し草の上に横にさせられた。大きく脚を開かされ、肩につくぐらいに膝を折り曲げられて、拡げられた秘所には黒髪の男と赤毛の男がむしゃぶりついた。

「あ、んぁ……あ、あ……あ、ああっ！」

　秘芽をくわえられて、吸いあげられる。花びらを噛まれて、するとどくどくと蜜が溢れた。それはひと筋、臀のほうに流れていって、その感覚にもコレットは悶えた。

「いや、いや……もう、こんな……」

「悦んでいるくせに」

　嘲笑ったのは、クレールだったか──コレットにはもう、三人の男たちを判別することができなかった。目の前がくらくらと焦点が合わない中、体をいじってくる手や指、舌の動きに翻弄されるばかりだ。

「こんなに、反応しておいて？　ここも、柔らかく膨らんでいるな……？　ほら、大きく口を開いて」

「あ、あ……あ、ああっ！」

　男の舌が、膣口に触れた。そのまま浅いところまでずくずくと挿ってきて、中の柔らかい肉を擦る。それにまた感じさせられて、コレットは声をあげた。

「ふふ……ここが感じるか？」

「いぁ、あ……あ、ああ、っ！」

　体の中の薄い皮膚を、きゅっと引っ掻かれる。その感覚に、びくりと震えた。そこは大きく反応して、またどくりと蜜を流す。

「ふふ……甘い」

　秘所に舌を這わす男は、満足そうに呟いた。

「魔女の蜜は、これほどに甘いのだな？　こうやって、男を惑わすのだな……？」

「いぁ、あ……ちが、違う……！」

　コレットは全身を震わせた。大きく目を見開くと、黒髪の男がコレットを覗き込んできて、唇を重ねるときゅっと柔らかいところを噛んできた。

「あ、あ……あ、あ……」

　その痛みに体がわななき、すると下腹部が震えて、ますますたくさんの蜜が溢れる。体の奥からどろり、と粘着質のものが生まれるのが如実に感じられた。

「ほら……、ますます悦んでいる」

　違う、と声をあげようとしたけれど、唇が塞がれてしまい、呻き声をあげることしかできない。舌を突き込まれかき混ぜられて、口からも下肢からもぐちゅぐちゅと音があがり、その淫らな音に頭がくらくらとする。

「この女を、味わわせろ」

「俺だ……先に、俺にやらせろ」

　男たちが争って声をあげる。コレットの体は干し草の上に投げ出され、彼女はとっさに脚を閉じた。

「ん……ん、んっ」

　男たちにいじられた秘所が、ずくずくと疼いている。その感覚をおぞましく思いながら、コレットは何度も荒い息を吐いた。

「あ、あ……あ、あ」

　男たちの話は決まったらしい。コレットの膝に手が置かれる。改めて脚を拡げさせられ、男たちの目の前に秘部を晒すことになる。

「いや……あ、い、や……」

「悦んでいるくせに」

　男のひとりが侮る声をあげた。コレットは目を見開き、自分の膝を押さえて腰を進めてきているのがクレールだということに気がついてぞくりとした。

「魔女の秘密を、暴かせてもらおう」

「あ……、あ、あ……」

　そのまま濡れた秘所に、熱いものが押しつけられる。コレットは、ひっと短い声を洩らす。それは一気にコレットを貫き、一度きりの行為しか知らない柔らかい肉を擦り立てた。

「っあ、あ……あ、ああっ！」

　ずくん、と大きな衝撃があった。驚いてコレットは目を見開く。体の奥を、熱杭に突かれたような感覚だ。しかし腹の奥に響く感覚は痛みではなく、コレットはただ衝撃に目を見開くばかりだ。

「あ……あ、あ……ん、っ……」

　体の中を、重くて熱い鉄杭で貫かれたようだ。コレットはなおも瞠目する。それはコレットの流す蜜を絡めて奥へ奥へと進んできて、内壁を擦られる感覚は沁み入るような快感となって、コレットを追い立てた。

「ああ……だ、め……」

　ぞくり、と背筋を大きな悪寒が走る。それは与えられる感覚に生まれた快楽か、それとも女の砦を崩された悔しさゆえの怖気だったのか。

「うぁ、あ……あ、ああ。……っあ……ん、んっ……！」

　初めてではない場所は、柔らかく男を受け入れた。クレールは薄笑みを浮かべながらコレットの体を犯していく。ずく、ずく、と彼の欲望がコレットの奥へと挿っていき、折り重なった蜜壁が押し伸ばされる。

「ひぁ……あ、あ……あ、ああっ……！」

　それは激しい感覚で、コレットは思わずクレールの腕につかまった。手にぎゅっと力を込めて、すると彼は煩わしいというようにそれを振り払った。

「あ、ああ、っ！」

　クレールは下肢に力を入れて、ぐっとコレットの最奥を突く。たったひとりにしか許していない秘奥は擦られてコレットを悶えさせ、さらにはじゅくりと引かれて、強く内壁を刺激された。

「は、ぁ……あ、ああ……、っ……！」

　立て続けにクレールは抽送を繰り返し、コレットに声をあげさせる。繋がった部分が熱く、まるで発熱したかのようだ。事実コレットは熱に浮かされたかのように何度も荒い息を吐き、せりあがってくるたまらない感覚に身を震わせている。

「あ、あ……だめ、……こんな……」

「悦ばせていては、世話ないな」

　嘲笑うように、クレールが言った。

「やはりおまえは魔女か……このような状況で、溺れられるとは」

　その言葉に、コレットはかっと頰を熱くした。溺れてなどいない、悦んでなどいない──しかし伝わってくる未知の感覚は決しておぞましいばかりではなく、コレットの体は内側から熱くなっている。その理由も定かにはわからないままに、コレットは翻弄され、嘲笑されていた。

「は、っ……あ、あ……あ、ああっ」

　ずん、と最奥を突かれる。すると腹の奥からの衝動があった。体中に痺れるような感覚が走る。疼くような、たまらない情動──コレットはわなわなと震え、そんな彼女の腰をつかんで、クレールは自身を引き抜く。じゅくじゅくと淫らな音がして、どこか物足りない気持ちになるのはなぜだろう。

「いぁ、あ……あ、あ……っ！」

　クレールは抽送を繰り返し、彼自身がコレットの体内で大きくなっていくのに気づく。まるでコレットの中で、はちきれそうな──コレットは目を見開き、自分を犯す男の顔、その頰にひと筋汗が滴るのを見た。

「おまえは、どうしようもない女だ」

　荒い息を吐くコレットを、睨みつけながらクレールは言った。

「私たちに犯されることを、悦んでいる……」

「ち、がう……違う」

　かすれた声でそう言うコレットの体を翻弄しながら、クレールは嗤う。

「こんな反応を見せておいて、なにを言っている」

「あ、あ……あ、ああ……っ……」

　そしてクレールはコレットの最奥を突き、そこでなにかが弾ける感覚を得た。コレットの体内に、火傷しそうな熱が流れ込んでくる。

「いや……あ、あ……っ……」

「クレール、代われよ」

　荒い息で、赤毛の男がそう言った。

「俺にもやらせろ」

　クレールはふっと笑い、そして小さく身震いした。その震えにコレットはまた翻弄され、体内の熱と相まってまた体をわななかせた。

「あ、あ……、いや……っ……」

　赤毛の男が、改めてコレットの脚を拡げさせた。コレットの秘所からは白濁した粘液がたらたらと垂れていて、それを目にした男は、ふんと鼻を鳴らした。

「処女じゃないのか」

　嘲笑うように、彼は言った。コレットは胸の奥から熱いものがせりあがってくることに気がついた。エルネストに抱かれたのは、大切な思い出──それを穢されたような気がして、そのことが悲しくて、悔しくて。コレットの目からは、涙が滴った。

「泣いてやがる……よほど、嬉しいと見えるな」

「そ、んな……こと」

　コレットの言葉を聞かず、男は高らかに笑った。笑いながらコレットの脚を持ちあげ、クレールに蹂躙された秘所に自身を押しつける。ずくん、と突き挿れられて、コレットは大きく腰を跳ねさせた。それを押さえつけて男は先に進み、敏感な内壁を擦りあげながら中を犯していく。

「いや、い……や……！」

　新たな男の侵略に、コレットは悲鳴をあげる。男はコレットの腰に手を置き、腰を進めた。もうひとりの黒髪の男がコレットの乳房を手に収め、ぐいぐいと力任せに揉んだ。

「……っあ、あ……あ、ああ、あっ！」

　太いものをくわえさせられ、内壁を擦られる感覚。同時に胸を刺激されて、そこから体中にびりびりとした刺激が伝わる。

「ふぁ、あ……あ、あ、ああっ！」

　またじゅくじゅくと、男根がコレットを犯した。折り重なった蜜壁を押し開きながら先へと進み、最奥を突く。クレールの放ったものですべりやすくなっているそこは易々と彼を受け入れ、中に収まったそれをきゅうきゅうと締めつけた。男が荒い息をつく。

「いぁ……あ、あ……っ、あ、あ！」

「中……たまらないな」

　淫らな吐息とともに、赤毛の男が言った。

「やたらに締めてきやがる……処女を失ったのは、最近だな」

「っ、う……んぁ、あ……あ、あ、ああっ！」

　突き込まれ、引き抜かれるとまた突かれる。何度も立て続けに抽送され、そして男が体の奥で大きくなった。

「あ、あ……あ、ああっ」

　激しく出し挿れを繰り返した男は、低く呻いて腰を振る。また深い部分に熱いものを感じ、コレットは大きくわなないた。体の奥に、灼熱が沁み込んでいく。その感覚を、コレットはおぞましい思いとともに受け入れた。

「ほら……これでも認めないのですか」

　低い声で、クレールが言った。

「自分は、魔女だと……そう言いさえすれば、今すぐにでも自由にしてあげますよ」

「ち、がう……」

　はっ、と激しく息をつきながら、コレットは低く叫んだ。

「違う、わたしは……魔女、なんかじゃ」

「頑かたくなな」

「は、ぁ……あ、あ……あ、あ」

　赤毛の男は己をゆっくりと引き抜き、突きあげ、そして抜き去った。立て続けに男に翻弄されて、ぱくぱくと口を開けているそこに今度突き立てられたのは、黒髪の男のそれだった。

「いや……あ、あ……い、や……」

　途切れ途切れの声で、コレットは抵抗する。しかし男たちは笑うばかりで、コレットの意思など聞きはしない。コレットはさらなる情動に翻弄されて、男たちの淫液を受け入れた体を持て余したまま、深い世界に堕ちていった。
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　くぐもった、女の声がする。

「ん、ん……っ……」

「ほら、もっとしっかりくわえろ」

「っあ、あ……あ、ああ……っ……」

　小屋の中のコレットは、四つん這いになっている。コレットの前には黒髪の男が膝を立てていて、コレットは男の股間に顔を埋めていた。

「は……っ……う、うっ……」

「歯を立てるな……そう、そうやって、舌を絡めるんだ」

「あ、う……っ……ん、んっ」

　男の欲望をくわえさせられて、コレットは低く呻くことしかできない。太いものを深くまで突き入れられて咳き込み、同時に煽れる淫液を飲み干させられる。

「は、ぁ……んんっ！」

　後ろからは、赤毛の男がコレットの腰をつかんでいる。コレットの秘所に己自身の先端を突きつけ、先端だけ飲み込ませては引き、雁首の部分だけを埋めてコレットを焦らしているようだ。

「んぁ、あ……や、あ……」

　コレットは、自分が腰を振っていることに気がついた。傍らで三人の交わりを見つめているクレールが、くすくすと笑った。

「欲しがっているくせに、なにを」

　クレールの嘲笑に、コレットは頰をかっと熱くした。

「素直に認めればどうですか……あなたは、魔女だ。たくさんの男たちに抱かれて悦ぶ、魔女なのだと……」

「ち、がう……違う！」

　コレットは叫び、すると黒髪の男が頰を打った。

「あ、あ……」

「ちゃんと舐めろ。おまえの口で、達かせろ」

　そう言って、コレットの咽喉を犯す動きを早くする。同時に後ろへ突き立てられた赤毛の男の欲望は、秘所を破ってコレットの中に挿ってくる。

「いあ……あ、あ……っ……」

　ずく、ずく、と艶めいた音がする。男は少しずつ、コレットを焦らすように挿入した。柔らかい濡れた肉が、押し拡げられる。太い男が挿ってくる。それは蜜洞を乱しながら少しずつ中を犯していった。

「あ、う……っ、あ……あ、ああ……！」

　コレットは目を見開いた。後ろから挿ってくる男が、突然動きを激しくしたからだ。ずん、と突きあげられる。蜜壁を擦られて、指先にまで流れ込んでくる痺れるような感覚がある。コレットは声をあげ、すると黒髪の男が彼女の頰を打った。

「あ、あ……あ、ああっ！」

「舐めろと言っただろう。俺を、気持ちよくするんだ」

「う、あ……あ、あ……ん、っ……」

　コレットは懸命に舌を使う。同時に後ろから、突きあげられる感覚が伝わってきてコレットは大きく息を吸った。

「はぅ……う、あ……あ、あ……っ」

　口腔で男がひとまわり大きくなり、コレットは咽喉を震わせる。すると黒髪の男はことさらに深くを突きあげて、そしてコレットの口の中で放つ。

「あ……あ、ああっ、あ……」

　いまだに力強い男をくわえたまま、コレットの唇からはたらたらと白濁がこぼれた。それはねっとりと、コレットの咽喉を伝って落ちていく。

「あ、は……っ……あ、あ……」

「うまくもないが、まぁ」

　自身を引き抜きながら、黒髪の男が呟く。しかしその言葉は、コレットには聞こえていなかった。後ろからコレットを犯す男がひときわ大きく突きあげて、彼女に声をあげさせたからだ。

「あ、あ……っ、あ……あ、ああっ！」

　ぐちゅぐちゅと、濡れた音があがる。男は突き込んで最奥に触れると、音を立てて引き抜く。ぎりぎりまで抜いて再び突きあげ、敏感な肉を翻弄した。

「いあ、あ……あ、ああっ……！」

　男たちの手が伸びてくる。ひとりは揺れる乳房を掴み、もうひとりは赤く腫れている秘芽をつまむ。それぞれを容赦なく刺激されて、コレットは息も絶え絶えだ。

「は、あ……あ、ああっ、あ……あ」

　後ろから突きあげられて、声が途切れてしまう。ますます深い場所を突かれて体中がわななき、膝を動かして逃げようとしても、脚を押さえられて拘束されてしまう。

「あう、う……う、ん、んっ……」

　乳首を、強い力でつままれた。きゅっと捻られて、声があがる。秘芽は擦られ、縒るようにいじられて、ぴりぴりした感覚が全身を走る。

「いや、や……っ……、っ」

「悦んでいるくせに」

　男たちが、くすくすと笑う。コレットを犯している男も笑い、その震えが体の奥にまで伝わってくる。

「俺たちにやられて、嬉しいんだろう？　やっぱり、魔女だよな……？」

「ち、がう」

　かすれた声で、コレットは叫ぶ。

「違う……わたしは、魔女じゃ……」

　ああ、とコレットの甲高い声があがった。男は激しく抽送を繰り返し、敏感な肉を突きあげられ擦られ、刺激されるのにコレットは震えて、また声が洩れる。

「あ、は……は、ぁ……あ、ああっ」

「……達くぞ」

　くぐもった声で、男が言った。コレットは大きく身震いする。同時に体の奥に熱いものが放たれて、コレットはそのまま突っ伏してしまった。

「まだ、終わりではないですよ」

　コレットを抱きあげたのは、クレールだった。彼はコレットの体を起きあがらせて、向かい合わせに抱きとった。

「あ、あ……っ……」

「ほら、脚を開くんです」

　無理やりに脚を拡げさせられ、すると放たれた男の淫液が洩れ流れる。そのぬめりを使って、クレールの男根がぐちゅりと挿ってきた。

「あ、……あ、あ……あっ！」

「もっと開きなさい」

「も、無理……です。こ、んな……」

　しかしクレールは、コレットの訴えなど聞いていない。彼女の臀に手をすべらせて開かせ、そのままじゅくじゅくと中を抉る。

「俺にも、いい思いをさせてくれよ……？」

　黒髪の男が、コレットの後ろに座る。彼の手はコレットの腹にまわり、ぐっと引き寄せた。すでにクレールの欲望を呑み込んだ秘所に、彼自身の先端が押しつけられる。コレットは、はっと息を呑んだ。

「ああ……や、めて……！」

　男たちは、くすくすと笑っている。蜜口は、押しつけられたふたりぶんの欲望に大きく拡がり、その感覚にコレットは仰向いて、咽喉をのけぞらせた。

「や、ぁ……め、っ……やめ、て……」

「ならば、魔女だということを認めるか？」

　コレットは大きく目を見開く。そのまま、ずく、ずくとふたりのものが挿ってきた。それはてんでにコレットの中を擦り、襞を押し拡げながら、なおもゆっくりと中に挿ってくる。

「あ、あ……あ、ああ、あ……っ……」

　開いたままのコレットの瞳からはひと筋、涙がこぼれ落ちた。それを男たちは、見たのか否か。彼らは焦らすように、それでいてコレットを苦しめるように彼女の中を犯す。

「い、や……いや。もう、こ……ん、な……」

　ふたりぶんの欲望を受け入れた秘所は、コレットの意思を無視して柔らかく拡がっている。男たちの荒い呼気が、小屋の中に広がった。その奇妙な艶めかしさに、コレットの背筋には冷たいものが走る。

「や、ぁ……め」

「おまえは、魔女か？」

　クレールの声が、耳に注ぎ込まれる。反射的にコレットは頷きかけて、はっと自分を律した。

「魔女だからこそ、このような行為にも耐えうるのだろう……？　このように、淫らなこと」

「違う……ち、が……」

　コレットは何度も首を横に振った。髪が自分の頰を叩く。煩わしいものを目にしたかのようにクレールは顔を歪め、そしてそのまま強く腰を突きあげた。

「あ、あ……あ、ああっ！」

「魔女め……淫らな技で、俺たちを翻弄して」

「ちが……、違う……」

　コレットの最奥はきつすぎる刺激に軋み、衝撃は頭の先にまで響いている。今まで味わわされてきた感覚とはまったく違う情動にコレットは悲鳴をあげ、突きあげられるがままに体を揺らす。

「あ、あ……あ、あ……っ、っ……！」

　体内のふたりが、コレットの内側を擦りあげる。その衝撃にコレットの目の前には、ちかちかと星が散りはじめた。白く塗りつぶされた空間に星が飛び、コレットはかすれた声をあげながら、せりあがる感覚に自分のすべてが犯されていくのを感じる。

「い、ぁ……あ、あ……あ、ああ……」

　ふたりに同時に、最奥をずんと突かれた。その衝撃にコレットは、全身を走る引きつったような感覚にとらわれる。秘所を食い締め、つま先がぐいっと反るのに任せる。同時に体の奥に放たれた熱いものを感じた。それにまた、体がのけぞる。

「達ったな」

　くすくすと、男たちが笑っている。

「嫌だと言いながら……このようにされて、達くなどと」

「やはり、魔女に違いない」

　彼らは、なにを話しているのだろう。頭がうまくまわらない。意識を真っ白に塗りつぶされたまま、コレットはクレールに抱きとめられた。

「あなたは、魔女ですね？」

「あ……」

　クレールは、まるで甘やかすような口調でコレットにささやきかけた。

「だからこそ、男たちに抱かれて悦ぶ……こんな淫らな姿を晒しても、ためらわない」

「あ、あ……」

　言葉がうまく紡げなくて、コレットはたどたどしく声をあげた。クレールが手を伸ばす。コレットの金髪を掴み、ぎゅっと引っ張って上を向かせた。そして混乱しているコレットの脳裏をかきまわすような、鋭く厳しい声で言った。

「おまえは、魔女だな？」

「……はい」

　そう口走ったのは、どのような衝動からだっただろうか。頭が塗りつぶされ意識がはっきりしていなかったからか。男たちに乱暴に犯され翻弄され、こんな日々が続くことに絶望していたからなのか。

「ふふっ……」

　クレールは笑った。彼の笑いは徐々に甲高く、狭い小屋に響き渡った。それをコレットは、ぼんやりと聞いていた。彼の言葉がなにを意味するのか、今のコレットは想像することもできなかった。





第四章




　コレットは、薄汚れた白いドレスを着せられている。

　彼女は後ろ手に縄で縛られ、その端を黒い衣をまとった死刑執行人が握っている。コレットはぐいぐいと引っ張られ、つんのめりそうになりながら歩くしかない。

「あ、っ」

　地面に大きな石が転がっていて、コレットはそれにつまずいた。手をつくことができないので、そのまま転ぶ。とっさに体をひねったので顔をぶつける羽目にはならなかったものの、下敷きになった肩がひどく痛んだ。

「……あ」

　あたりが、わっと大声で笑う。怒涛のようにまわりに湧いた嘲笑に、コレットはかっと頰を熱くした。

「手間をかけさせるな！」

　縄を引っ張っている執行人と、コレットのまわりを取り囲む執行人。彼らは倒れているコレットを蹴りあげて、それにコレットは低く呻いた。

「早く立て！」

　手が使えないコレットを、助けてくれる人はいない。聞こえるのは嘲笑う声ばかりで、そんな中コレットは懸命に体を起こし、ようやく立ちあがった。

「手間を取らせやがって」

　縄を引っ張られ、コレットはよろよろと歩きはじめる。両手を縛りあげられる痛み、転んだときの擦り傷、それらがずきずきと痛んだが、執行人の歩く速度は早くなるばかりだ。

　顔をあげると、視線の向こうにたくさんの薪が積んであるのが見えた。その真ん中には太く長い柱が立っていて、それを目にコレットは、ぞっと体中を震わせた。

（今から……わたしは）

　あの柱にくくりつけられ、足もとの薪に火がつけられる。その炎で、コレットは火炙りになるのだ。調理をしているとき火傷したことは何度もあるけれど、火炙りの炎はその比ではないだろう。どうしようもなく苦しく、痛く、熱いに違いない──想像することもできない苦痛にコレットは身を震わせて、そんな彼女を襲うのはますます大きくなる嘲笑と、「魔女！」との叫び声。そしてコレットを乱暴に扱う執行人たちの態度だった。

「早くあがれ！」

　後ろから蹴りあげられて、コレットはつまずいた。今回は転ばずに済んだけれど、とっさに膝をついたのは簡素な階段の上で、膝がひどく痛んだ。ここを登りきれば、そこは処刑台だ。

「早く歩け」

　執行人が、縄を引っ張る。柱の根もとに立たされ、胴体を柱に結ばれる。その間にも見物人の叫び声はやむことなく、それは鋭い矢が身に突き刺さるようだった。

（ああ……）

　柱に強く縛りつけられていて、身動きもできない。コレットは少し身じろぎしてみたけれど、縄は隙なくしっかりと巻きついていて、コレットをますます恐怖に陥れた。

　執行人のひとりが、大声をあげた。今から魔女の処刑がはじまる、と声高に宣言する。コレットは唇を噛んで俯いた。

「……あ！」

　コレットは思わず、声を立てた。石が飛んできたのだ。それが頰に当たり、つぅとひと筋、血が流れたのがわかった。

　柱に縛りつけられたコレットは、ゆっくりと正面を見据える。するとコレットを非難する声が大きくなった。耳が痛くなるほどの観衆の声の中、執行人が火打石を打つ。ややあって足もとの薪に火がついた。それはゆっくりと、大きな炎に育っていく。

「く……っ、……っ」

　灰色の煙があがってきて、コレットは咳き込んだ。それはまだ細くあがっただけの煙だったけれど、これ以上煙が濃くなればどれほど苦しいことだろう。炎もだんだんと大きくなる。それがドレスを焼き肌を焼き──それはどれほどの苦痛だろう。

「あ……」

　コレットを取り巻く怒声の中、聞き慣れた声が耳に入った。コレットは、はっとする。目の前には煙があがっていて、観衆の顔は見えない。しかしコレットは、はっきりと彼の叫び声を聞いたのだ。

「エルネスト……さま？」

　観衆をかきわけ、処刑台に向かってきているのはエルネストだった。コレットは驚きに目をみはる。彼は巻いた羊皮紙を握っていて、なおも声を上げた。

「コレットさま……！」

　炎はどんどん大きくなる。せりあがってくる熱さに耐えきれず、コレットは呻き、体をよじる。

（エルネストさまに、このような姿を見られてしまうなんて）

　羞恥に顔を伏せてしまう。するとより濃い煙を吸ってしまい、コレットは激しく咳き込んだ。

（こんな、浅ましい姿……見られたくなかった。エルネストさまには、見られたくなかった）

　立ちのぼる煙の中、エルネストの姿は視界から消えてしまっていた。あれは幻だったのか。いつもコレットを助けてくれた人──この期に及んで彼のことを思い出してしまうなんて。そんな自分がますます浅ましく感じられて、煙や炎に責められるよりも辛い思いで、コレットは俯いた。

「え……？」

　ぎしぎしと音がして、執行人が処刑台にあがってくる。彼はつまらなそうな顔をして、炎をあげている薪を踏み消した。なにごとかと、コレットは目を見開く。

「なに……」

　柱に縛られていた縄、そして後ろ手にされた縄も切られる。コレットはいきなり自由の身になり、戸惑って処刑台の上で呆然とした。

「なんなの……？」

「コレットさま！」

　処刑台の下にいるのは、エルネストだ。彼は処刑台を駆けあがってきて、コレットに抱きついてきた。

「間に合ってよかった……コレットさま」

「なぜ……どうして」







[image: ]









　広場に集まっていた観衆は、今度は不満の声をあげている。処刑が見られなくて、怒っているのだろう。その声をコレットは、エルネストの腕の中で聞いていた。

「いつまでもここにいてはいけない。早くまいりましょう」

「あ、の……エルネストさま」

　その場に、集まった人々をかきわけるように馬車が入ってきた。金色の紋の入った、立派な馬車だ。それは階段の下に着き、御者が降りてきて馬車の扉を開けた。

「さ、早く乗って」

「は、はい……」

　促されるままに、コレットは馬車に乗り込む。続けてエルネストが乗り、ややあって馬車は動き出した。

　コレットは、唖然としているままだ。先ほどまで磔にされ火炙りにされかけていたのに、今はこのように大きな馬車に乗っていて、目の前にはエルネストがいる。馬車の揺れに身を任せながら、コレットは恐る恐る口を開いた。

「あの……これは、いったい」

　エルネストは、微笑んでコレットを見ている。

「どういうことなのですか……？　どうしてわたしは、ここにいるのですか？」

「最近は、教会本部も甘くなりました」

　なんでもないことのように、エルネストは言った。

「出すものを出せば、魔女の烙印を押されたことも、なかったことにしてくれる」

「出すもの……？」

　コレットは首をひねった。エルネストは微笑んだまま答えない。その表情から彼が隠していることを読み取ろうとしてコレットは、はっとした。

「もしかして……お金ですか」

　エルネストはなおも答えなかったけれど、そのことにコレットは、確信してしまった。

「どこから、そんなお金が……？　なぜわたしに、こんなことをしてくださるのです」

　彼はやはり微笑んでいた。そしてふいに、窓の外に目をやる。彼の視線につられて、コレットも小さな窓の外を見た。

　窓からは、煉れん瓦が造りの建物が見える。どれも立派などっしりとした建物で、ここが身分なき者たちの立ち入りが禁じられている、貴族地区であることがわかった。

「こんなところ……わたしが入っていい場所ではありませんわ」

「あなたは、私のお客さまだ。なんの問題もありません」

　しかしコレットは、居心地悪く椅子に座っていた。馬車はどんどん先へと進み、やがてある建物の前で停まった。

　御者が扉を開ける。エルネストはコレットの手を取り、その立派な建物の前に降り立った。

「まぁ……」

　コレットは思わず、声をあげた。コレットの住んでいたバシュレ村にあった彼の家も素晴らしかったけれど、ここはまた大きな建物だ。灰色の煉瓦造りの壁は手をかけて作られたことがよくわかる精密さで、コレットは思わず見とれてしまう。

「ここは、私に与えられている家です。この家の主人は、私だ」

「あ……」

　目の前の扉が開いて、驚いた。出てきたのは黒い衣装を身につけた初老の男性で、コレットに向かって深々と頭を下げた。

「え、いえ……わたし」

「ドニス、お客さまにお茶の支度を」

「ご用意してあります」

　コレットはおどおどと、ふたりを交互に見やった。そしてふいに、自分の格好を省かえりみる。

　火刑から救われたまま、コレットは薄汚れた白いドレスをまとっている。服にも髪にも煙が沁み込んで、嫌な臭いを放っている。

「お茶の前に、浴室を使われるといい……新しいドレスを、用意しておきます」

「あの、エルネストさま……！」

　建物の中に入っていこうとするエルネストを、コレットは引き止めた。

「こんなこと……こんなこと、していただく理由がありません！」

「どうして？」

　エルネストは、首を傾げた。コレットはもどかしい思いで彼に訴えた。

「私を処刑から救っていただいて、そのうえ、このような素晴らしいところにお招きいただくなんて……」

　言葉に詰まるコレットを、エルネストはじっと見つめた。

「私が、あなたをお招きしたいのです。私のわがままを、どうかお聞き届けください」

　そう言ってエルネストは、にっこりと微笑む。コレットは手を取られ、建物の中に招かれる。

「わぁ……」

　コレットは思わず、声をあげた。玄関には立派なシャンデリアが下がっていて、きらきらとした光を放っている。それに照らされるのは木目も鮮やかな磨かれた床で、その上を踏むのは恐ろしいような気がした。

　かけてある絵画、飾ってある調度品。どれもが手のかかった高級品であることが知れて、うっかり触れてしまわないように、コレットは身を小さくした。

「そんな、緊張なさらずに」

　エルネストが、くすくすと笑っている。長い廊下には同じお仕着せを着たメイドたちが並んでいて、揃ってエルネストに頭を下げている。

「湯を使わせて差しあげてくれ。手伝いを頼む」

　かしこまりました、と一番手前に立っているメイドが丁寧に言った。彼女と、もうふたりのメイドがコレットの隣に立った。そっと腕を取られ、つられて歩くと、案内されたのは白く塗られた浴室だった。

　部屋は微かに、湯気で曇っている。コレットはメイドたちに衣服を脱がされ、恥ずかしがる間もなく全身に暖かい湯をかけられ、湯気を立てている浴槽に入るように促された。

　こういう扱いをされたのは、初めてではない。バシュレ村にあったエルネストの別宅でも、メイドに手伝われて入浴した。しかしだからといって慣れているわけではなく、ここが以前使った浴室よりもさらに豪華なものだから、コレットは緊張しっぱなしだった。

「とても、うつくしい髪をしていらっしゃいますわ」

　メイドのひとりが、感嘆したようにそう言った。

「これほどに豊かな髪……それに、輝くような金髪！」

「こんなに素晴らしい金色は、見たことがありませんわ」

　口々に褒められて、コレットは身の置き場がなくなってしまう。おろおろとするコレットを、メイドたちは慣れた手つきで磨きあげた。長い髪も、体の隅々もいい香りのする石鹸で洗われて、浴室から出たコレットは、大きく息をついた。

「ドレスは、どれがお好みですか？」

　メイドが見せてくれたのは、赤、黄、緑のドレスで、どれも細かい縫い目で仕立ててあり、レースにリボン、さまざまな装飾で飾られていた。

「どれでも、お好きなものをお選びください」

「好きなもの、と言われても……」

　このように華やかなドレスに、縁があったことなどない。コレットは目移りしてしまって、結局はメイドの選んだ緑のドレスに腕を通すことになった。

　驚くほど吸収のいいタオルで髪を拭われ、結いあげられ、ドレスを着せられる。新しい白い靴を履かされて、鏡に映っているのは自分だとは思えなかった。鏡に映っている女が、ほんの数刻前までは磔になって火炙りにされそうになっていたなんて、誰ひとり考えもしないに違いない。

「さぁ、こちらですわ」

　メイドに案内されて、コレットは庭を臨むサンルームに足を踏み入れた。村の家にもサンルームはあったけれど、この家のものとは比べものにならなかった。広い部屋には、エルネストがいる。彼は紅茶のカップを手にしていて、コレットを見ると目を細めた。

「よくお似合いだ」

「ありがとうございます……」

　戸惑いながら、コレットは頭を下げた。花の髪飾りについた鎖が、しゃらりと音を立てる。

「こちらにどうぞ」

　誘われて、エルネストの隣に座る。テーブルの上には木苺のケーキや卵のサンドイッチ、盛りつけられたスコーンの横には色とりどりのジャムとクリーム。漂う甘い匂いに、コレットはため息をついた。

「コレットさま、どうぞ」

　エルネストがそう言うと、メイドが紅茶を注いでくれる。その香りのよさ、暖かい湯気にコレットはまた息をつく。

「あなたから、いい香りがする」

「石鹸の香りですわ」

　コレットは、居心地悪く柔らかい椅子に座っている。エルネストは微笑んで、じっとコレットを見つめていた。

「どうして……」

　かすれた声で、コレットは呟く。

「どうして、助けてくださったのですか」

　エルネストは、少し困ったような顔をした。そのような表情は、彼を少し幼く見せた。

「わたしなんて……あそこで死んでしまってもよかったのに」

「そのようなことをおっしゃるものではありません」

　そう言ってエルネストは、コレットをたしなめた。

「あなたがいなくなって、悲しむ者のことはお考えくださらないのですか？」

「そんな人……おりませんもの」

　コレットが言うと、エルネストは悲しげな顔をする。コレットは少し、慌ててしまった。

「私が悲しみます」

　エルネストはカップを置く。そしてそっと、コレットの手を握ってきた。どきり、とコレットの心臓が鳴る。

「あなたがいなくなってしまうと、私が悲しみます。そんな私のことは、どうでもいいとおっしゃる……？」

「そういうわけでは、ありませんけれど……」

　コレットは顔をあげて、エルネストを見た。優しい笑顔。それがあまりにも眩しくて、コレットは視線を逸らせてしまう。エルネストが、重ねた手に力を込めた。

「あなたを、愛しています」

　静かな口調で、エルネストはそう言った。コレットは、びくりと震えてしまう。

「愛しているから……そのようなかたを、見捨てられるでしょうか？　私は、私にできることをしただけ。あなたを救いたいと、そう願ったから……」

　コレットは俯いて、その言葉を聞いていた。促されるままにここに来てしまったけれど、ここはコレットのいていい場所ではない。一時的に翼を休めるだけなら許されるかもしれないけれど、なにもかもエルネストに委ねて、安穏としていてはいけないのだ。

「愛しています、コレットさま」

　エルネストは繰り返した。その甘い言葉に、コレットは酔いそうになる。

「あなたのためなら、なんでもしたい……あなたに喜んでいただきたいんです」

　彼は熱心に、コレットを口説いた。自分がこれほどに求められたことなど、今までにない。コレットは頰を熱くして俯いてしまい、するとまた髪飾りの鎖が揺れる。

「わたしは、あなたを振り向かせたいばかりです。あなたの瞳に私が映れば、それで満足できます……あなたがこちらを、向いてくれさえすれば」

　エルネストの言葉は、どこか縋りつくようだった。コレットは顔をあげてエルネストを見る。コレットは、どのような表情をしていたのか。エルネストは悲しそうな顔をした。

「あなたにも、同じ言葉を言ってほしいわけではありません。ただ、私の想いを伝えたくて……」

「申し訳ございません、エルネストさま」

　微かに震える声で、コレットは言った。

「お言葉は嬉しい……わたしのためにいろいろとしてくださったこと、いくら感謝してもしたりないくらいです……」

　エルネストは、火炙りになりかけたコレットを救ってくれたのだ。それだけでも、彼の望みを叶える理由になる。しかしコレットの心の中にいるのはクレマンだった。もうとうに亡くなったクレマンは、死んだからこそいつまでもコレットの心から離れない。

「クレマンさまのことが、忘れられない」

　エルネストはそう言い、コレットはびくりと肩を震わせた。

「墓荒らしまでして、クレマンさまの近くにいたかった……あんな姿になってまで、そばに置きたいと願うほどにね」

「やめてください……！」

　コレットは叫んだ。

「そんなこと、おっしゃらないで」

「申し訳ありません」

　コレットの手に触れたまま、エルネストはそっと頭を下げた。

「急ぐつもりはないのです。できることなら一刻も早く、あなたの心を私のものにしたい……けれど、あなたの望まぬ方法を取ろうとは思わない。あなたが私のことを考えるようになって、そのことを受け入れて……すべてはそれからです」

「そんな……」

　エルネストの言葉に、コレットは唖然とした。思わず彼の顔を見つめてしまう。

「わたしは……もう、エルネストさまにお気にかけていただける存在ではないのに」

「どういうことですか」

　エルネストは、知らなかったようだ。魔女だと言われ、そのことをコレットが認めるまで何日も、執拗に繰り返された陵辱の日々。それを思い出すと、全身に鳥肌が立つ。コレットは思わず自分を抱きしめ、そんなコレットを、エルネストは悲しげな顔をして見つめていた。

「私は、どんなあなたでも受け入れます。あなたの遭ったひどい仕打ちも、ご一緒に悲しみたいと思うのです」

　息をついて、コレットは腕を解く。しかしエルネストの顔を見やる勇気はない。コレットはただ懸命に、あの何日も続いた陵辱のおぞましさの記憶に耐えようとした。

「コレットさま……」

　エルネストは重ねた手にまた力を入れた。そうやって慰めてくれている──彼の体温が伝わってくると、安堵が広がった。そのことには、感謝している。こうやって身を委ねることができるのは、コレットもエルネストを憎く思っているわけではないからだ──それはわかっている。けれど。

「……あ」

　足音が聞こえてきたので、はっとした。メイドが紅茶のお代わりを運んできたからだ。気づけばカップの中身も冷えてしまっている。メイドはてきぱきと働き、ふたりの前にはまた温かい紅茶が、湯気を立てた。

「わたし……疲れました」

　コレットがそう言うと、エルネストはああと声をあげた。

「当然ですね、いろいろなことがあった日ですから」

　コレット自身、火炙りにされかけたのが数時間前のことだったとは、信じられない気分だ。それでも絶望と緊張、そして諦めに振りまわされたことを思うと、こうやって座っていることにも疲れを感じてしまう。

「おやすみになったほうがいい」

　そう言ってエルネストは、手を打った。メイドがふたり、姿を現す。

「コレットさまを、寝室にご案内してくれ」

「かしこまりました」

　コレットは、エルネストの手を借りて立ちあがる。頭を下げておやすみなさいと言い置き、メイドたちに案内されて二階の部屋に向かった。

　寝室も、浴室やサンルームに負けないほどに素晴らしかった。カーテンは淡い赤で、薔薇の模様が織り込んである。きらきらと磨かれた鏡台は、覗くのが恐ろしいほどだ。絨毯は白と赤を組み合わせた模様で、毛足が長いので靴を履いた足が埋まってしまう。

　部屋の奥には、大きなベッドがあった。大人が三人ばかり、余裕を持って寝転ぶことができそうだ。真っ白なシーツ、柔らかそうな枕。掛け布団はふわふわと薄く、鳥の羽を詰めてあるようだ。

「ひとりでできます……」

　そう言って抵抗したのだけれど、メイドたちのほうが一枚上手だった。気づけばコレットは夜着に着替えさせられており、柔らかくて暖かい寝具に包まれている。

「おやすみなさいませ」

　メイドたちは揃ってそう言って、頭を下げる。コレットはおずおずと返事をして、ランプの灯りの消えた部屋で、そっと目をつぶった。




　目が覚めたとき、コレットは自分がどこにいるのかわからなかった。

「あ、ら……？」

　目に入る天井は高く、ゴシック調の彫り込みがある。傍らを見ると薄赤いカーテンが揺れていて、部屋に心地のよい風を送っている。

（そうだわ……わたし）

　昨日、火刑に処されそうになったところをエルネストに救われたのだ。貴族地区にある豪華な屋敷に連れてこられ、下にも置かないもてなしを受けた。だんだんと頭が覚醒してくるにつれ、さまざまな事柄が思い浮かび、コレットはきゅっと唇を噛んだ。

　扉が、こんこんと音を立てた。コレットは、はっとして声をあげる。

「おはようございます、コレットさま」

「おはようございます……」

　メイドたちは、手に大きな盥、布、そして新しい水色のドレスを抱えていた。

「こちらで、顔をお洗いください」

「布はこちらに」

　盥にはぬるま湯が張ってある。ついている脚が長いものだから、ベッドから体を起こすだけで洗顔できるのだ。顔を洗って布で拭き、ベッドから降りると新たなドレスを着つけられる。髪もまた結いあげられて、コレットからすると今から舞踏会にでも行くような豪華な装いだったけれど、メイドたちの認識からすると、それは普段着の域を出ないらしい。

　食堂に案内され、するとクレールはもう座っていて、熱心に新聞を読んでいた。

「ああ、コレットさま。おはようございます」

　コレットは頭を下げて、挨拶をした。メイドに招かれてクレールの前に座る。

「どうでしたか、ゆっくり眠れましたか？」

「おかげさまで……夢も見ないくらいに」

　メイドが、コレットの前に紅茶を用意する。コレットがそれを飲み終わるのを見計らったように、バターとジャムを塗ったタルティーヌ、レモンを絞ったシトロンプレッセ、そしてカフェオレが用意される。

「美味しそうです」

「ここのコックは一流だ。味を期待しておいてください」

　エルネストは、得意げにそう言った。エルネストがフォークを使い出したのを機にコレットも食事をはじめ、エルネストが自慢するだけはあると、再び感嘆した。

「あなたさえよければ、今日は買い物に行きましょう」

　カフェオレをごくりと飲み干しながら、エルネストは言った。

「いろいろと、必要なものがあるでしょう？　女性のものはわからないから、あなたにお任せしますよ」

「そんなこと……」

「いいところを知っているので、そこに行きましょう。あそこなら、なんでも揃う」

　皿の中身を片づけたエルネストが、立ちあがる。コレットはまだシトロンプレッセに口をつけていなくて、焦ってしまった。

　食事が終わると、またメイドたちが現れる。外出用の装いに着替えさせるというのだ。

「わたしは、これで充分……」

「いいえ、それぞれの家には格式というものがございます。仮にもマゼリ家のお客さまが、そのような格好で表を出歩かれるなど。人目につきます」

　そのようなものか、とコレットは頷いた。しかしせっかく結った髪をほどき、ドレスを脱ぎ、改めての身支度をはじめられると、このような贅沢をしていいものかという焦りが湧きあがってくる。

「あの……わたし、このままで」

　それでもコレットは、抵抗してみたのだ。しかしメイドたちは手際よくコレットを着替えさせ、髪を結い、彼女をまた別の女に変えてしまった。

「コレットさまは、なにをお召しになっても似合うこと」

　年とし嵩かさのメイドが、感心したように声をあげた。

「お召替えのお手伝いも、し甲斐がありますわ。今日は是非とも、もっと素晴らしいドレスをおねだりになってくださいな」

「髪飾りも」

「宝石も」

　コレットは戸惑った。エルネストにねだるなんて、そのようなことができるわけがない。コレットは必死に、メイドたちの言うことは冗談だと思うようにして、彼女たちに案内されるがままに部屋を出た。

　メイドたちはエルネストを呼びに向かい、ややあって奥の部屋からスリーピースの背広を着たエルネストが現れた。そのような姿のエルネストを見たのは初めてで、コレットは思わず目を逸らせてしまった。

「おや、なにかお気に召さないことでも？」

　からかうようにエルネストが言い、気に入らないことなどあるはずがないとわかっているはずの彼を、コレットは少し睨みつけた。

「そのようなことがあるはずないこと……わかっていらっしゃるくせに」

　案の定そう言ってエルネストは笑い、コレットに腕を差し出してくる。コレットは戸惑ったけれど、そこに自分の手を置けということだと気がついて、恐る恐る彼の腕に触れた。

　昨日、入って来た扉をくぐる。すると黒いお仕着せの御者がいて、しかし傍らに停まっていたのは昨日の馬車ではなかった。

「これは……？」

「ああ、蒸気自動車は初めてですか？」

　蒸気自動車？　とコレットは首を傾げた。

「馬は必要ありません。この中に動力装置が入っていて、木炭を燃やすことで動くのですよ」

「木炭を……？」

　コレットは、混乱するばかりだ。御者が扉を開けてくれる。コレットは恐る恐る中に乗り込んだ。エルネストは余裕の表情で腰を降ろし、ややあって自動車は動き出す。

「あまり、揺れませんね」

　コレットは意外な思いで、エルネストにそう言った。彼は「そうですね」と軽く返しただけで、自動車に乗ることは彼にとって珍しいことではないのだと思わせた。

　自動車は静かに、石畳を走った。コレットは物珍しく、窓から外を見つめる。昨日の馬車では疲労や失意で、それどころではなかったのだ。

　すれ違う人々が、驚いた顔をしてこちらを向いている。エルネストは普段通りの顔をしているけれど、やはり自動車は珍しいのだ。コレットたちは、大きな建物の前で停まった。

「この建物の中には、なんでもあるんですよ」

　誇らしげに、エルネストは言った。彼はまた腕を差し出してくる。今回はコレットは抵抗せずに、そっと自分の手を乗せる。

　建物の大きな扉の前には、黒い衣装をまとった男がふたり立っていた。彼らはコレットたちを見て、微笑んだ。

「いらっしゃいませ、エルネストさま」

「ああ、こんにちは」

　慣れた調子で、エルネストは挨拶をした。コレットはおどおどと頭を下げる。建物の中ではかわいらしい揃いのドレスをまとった女性たちがいて、やはり愛想よく挨拶をしてきた。

「婦人服は、二階からだ」

　そう言ってエルネストは、階段のほうに歩いて行く。

　まわりを見ると、そこは色の洪水だった。あちこちに吊ってあるブラウスやドレス、スカートの色が、まるで花畑のようだ。コレットは唖然としてしまい、そんな彼女の手を取って、エルネストは歩く。

「どういうドレスがお好みですか？　宝石は、なにがお好きでしょうか？」

「そんな、わたし」

　今までのコレットの生活に『好み』などという余地が入ってくる余裕はなかった。コレットの着るものは洗い替え用の二枚のシスタードレス、宝石など見たこともなく、どのような種類があるのかも想像したことがない。

　店の女性が近づいてきた。なにごとか、エルネストに向かって話している。どうやらエルネストは、常連らしい。

「そちらのお嬢さまは？　どなたです？」

「親戚のお嬢さんだ。ここを見てみたいと言ってね」

　コレットはエルネストの親戚ではないし、店を見たいと言ったのも自分ではない。コレットは少し憤慨したが、エルネストがこちらを見て片目をつぶって見せたので、その表情に笑ってしまった。

　婦人服の売り場を延々と歩き、帽子や手袋なども見せてもらう。ひとつひとつのデザインの違いに、眩暈がした。次は宝石だと言って上の階に行くコレットの目の前に広げられたのは、再びの色の洪水。しかもどれも華奢で乱暴に扱えば壊れてしまいそうで、コレットは手を伸ばすこともできなかった。

「ほら、これなんか似合いそうですよ？」

　エルネストが手にしたのは、淡い桃色のドレスだった。体の細身を強調するようなデザインで、コレットは思わずたじろいだ。

「本当……とても、素敵です」

　微かに震える声で、コレットは言った。

「でも、こんな素敵なもの……わたしに似合うとは思えません」

　コレットの言葉に、エルネストは小さく笑った。

「あなたは、ご自身の魅力に気づいておられないらしい。まぁ、あの廃教会ではベールと修道服がせいぜい……あなたが着飾る趣味などお持ちでないことも、わかっていますけれどね」

　そんなエルネストは、別のドレスを店員に言って持ってこさせる。今度は白地に色とりどりの花を刺繍したもので、コレットは少し抵抗したものの、やはりそれも着せられてしまった。

「これは、また」

　エルネストが小さく、口笛を吹く。そんな彼の反応が恥ずかしくて、コレットは彼から目を逸らせてしまった。

　コレットがモデルとなってのファッションショーはしばらく続いた。最後に白い花をあしらった深い緑のドレスを着せられて、コレットは大きくため息をついた。

「お疲れですか、仕方ありませんね」

　エルネストが終了の合図を出してくれて、心底ほっとした。そそくさと着てきたドレスに着替えるコレットの後ろでエルネストが店員になにかを告げている。ドレスを整えながら耳を澄ませると、どうやらエルネストはコレットの着たドレスを、すべて買うつもりらしい。

「いけません、エルネストさま！」

「どうかなさいましたか、コレットさま」

　どこかとぼけたように、エルネストは言った。

「こんな、高価なもの……買うなんて」

「しかし、どれも素敵だとおっしゃったのはコレットさまでしょう？」

「素敵だとは思いますが、それとこれは、話が別です」

　コレットはぴしりと言って、店員にドレスを片づけるように言う。店員は残念そうな顔をしていたけれど、一着一着もとに戻していった。

「ですが、一着くらい……」

　エルネストは、心底残念そうな顔でコレットに訴える。

「一着くらいは、買ってもいいでしょう？　あなたがよりよく映える一枚を、選びますから」

「一着だけなら……」

　エルネストの言葉に、コレットは渋々頷いた。赤、緑、黄色に白。さまざまの色彩の中に埋もれているエルネストの姿は、ずっと見ていたいと思える光景だった。

「これがいい」

　エルネストが選んだのは、上品な紫のドレスだった。胸もとには白い蘭があしらってあって、布にはやはり蘭の花が浮き彫りになっている。

　やっとここから出られるかとコレットが息をつくと、エルネストは「まだ離しませんよ」という顔をした。

「失礼いたします」

　待ち針とピンクッション、そしてメジャーを持った店員たちが集まってくる。

「お動きにならないで。お体を測りますから」

「なに……わたし、なにをされるの？」

「次のドレスをお作りするための、参考にするのです」

　年嵩の店員が、ぴしりとそう言った。コレットは、はっと息を呑んで懸命に姿勢を正した。

「体を固くなさらないで。ちゃんと測れませんわ」

　コレットは視線で、エルネストに助けを求める。しかし彼はくすくすと笑っているだけで、助けの手を差し伸べてくれる気はないようだった。

　足のサイズまで測られて、コレットは疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。やっと採寸から逃げてエルネストのもとに逃げ帰ると、エルネストはますます楽しげに笑った。

「笑いごとではありませんわ……」

　コレットは、控えめながらも息を吐いていた。そんな彼女の手を取って、エルネストはさらに上の階へと登る。

「わぁ……」

　そこは、まばゆい光を放つ場所だった。コレットは思わず駆け寄って、それがガラスケースの中に収められている色とりどりの宝石だということがわかった。

「きれい……」

「もちろん、あなたのお気に召すことはわかっていましたよ」

　誇らしげにエルネストは言った。今までまったく縁のなかったうつくしいものを目の前に、コレットはできるだけ目を近づけて凝視している。

「どれが、お気に召しましたか？」

　後ろからやってきたエルネストが、優しく声をかけてくる。コレットは目の前のまばゆさに、ただただ唖然と見つめるばかりだ。

「どのようなものをお探しですか？」

　白いシャツに黒のロングスカートという、上品そうな店員が近づいてきた。彼女の声にコレットは、はっとした。食いつくように見ていた自分が恥ずかしい。体を起こしてエルネストの後ろに隠れ、彼にくすくすと笑われてしまった。

「先ほど、このドレスを買いましたからね」

　そう言ってエルネストは、抱えた紙袋の中から少し引っ張り出して見て、それを目に店員は、満足そうに頷いた。

「奥さまは、うつくしい金の髪をお持ちでいらっしゃる。お目は澄んだ緑で……わたし、ちょうどいい指輪と首飾りを知っていましてよ」

　店員は姿を消した。表には一部の商品しか並んでいないらしい。ややあって店員は戻ってきた。その頰が微かに上気しているのは、気のせいだろうか。

「わぁ……！」

　目の前に並べられたのは、緑の宝石をあしらったペンダント、そして少し赤が強い紫色の石をはめ込んだ指輪だった。

「すごい……こんな、きれいなもの」

　村にいたころ、エルネストが家に招いてくれて贅沢を知った。貴族地区の屋敷も、また素晴らしいものばかりだった。しかし目の前できらきらと光る宝石の輝きはなによりもコレットを魅了して、まばたきをも惜しむように、コレットは目をみはったままだった。

「おつけになられますか？」

　店員の言葉にコレットは、はっとした。

「よろしいのですか……？」

「もちろんですとも」

　店員はペンダントをつけてくれて、右手の中指に指輪を嵌めてくれた。首もとと指が、急にどっしりと重くなったように感じられた。

「鏡を、どうぞ」

「ありがとうございます」

　差し出された鏡に映っていたのは、まるで自分ではないようだった。コレットの緑の瞳はきらきらと輝いて、彼女の興奮のほどを示している。

（こんなの……わたしじゃない）

　固唾を呑みながら、コレットは鏡を覗き込む。コレットの髪の色目の色、またまとっているドレスにぴったりと合う、素晴らしいコーディネートだった。

　エルネストは、店員と話している。宝石の名前であろう、さまざまな未知の単語が飛び交う。彼らの話が一段落したところで、コレットはエルネストを見た。

「どうしましたか？　それは、お気に召さない？」

「とんでもありません！」

　コレットは、勢いよくぶるぶると首を振った。

「これほどにうつくしいもの……気に入らない人がいるのだとか、そんなこと……考えられませんわ」

「確かに、これらはあなたの魅力をさらに増している」

　感嘆するように、エルネストは言った。

「さすがだね。あなたの審美眼は、衰えを知らぬようだ」

「そのようなこと、おっしゃって」

　店員は嬉しそうに笑った。コレットはといえば、決して安くないだろうアクセサリーを汚しでもしたら大変だと、びくびくしっぱなしだった。

「これほど、コレットさまのうつくしさを引き立てるものはない」

　エルネストは、満足そうにそう言った。

「いただきましょう、このままつけて帰るから、包装はいらないよ」

「え、え、え……？」

　そういう客は多いのか、店員は「かしこまりました」と言って頭を下げる。エルネストはコレットの肩を抱き、宝石の売り場にきびすを向けた。

「あの、エルネストさま……」

　震える声で、コレットは言った。

「あの、こんな素晴らしいお買いもの……本当に、よろしいんですか？」

　コレットの顔を見たエルネストは、面白そうな顔をする。彼は指を伸ばして、コレットのペンダントにそっと触れた。

「きゃっ」

　思わずコレットは一歩逃げてしまい、これではあまりにも失礼だと、謝罪のつもりでエルネストの顔を覗き込んだ。

「どうなさったのですか？」

「いえ……こんな、うつくしいもの」

　戸惑いを隠せず、コレットは唇を震わせた。

「持ち出したりして、いいのでしょうか？」

　エルネストは不思議そうな顔をした。

「持ち出す？　今はあなたのものなのですから、お気を使うことはありません」

「わたしのもの？」

　驚くべき言葉に、コレットは盛大に首をひねった。

「愛おしい女性に、似合うものをプレゼントできる……その喜びだけでも、味わわせてくださらないのですか？」

「それは……」

　コレットは恥じらってしまい、それ以上なにも言えなかった。店を出たふたりの前には、乗ってきた車が停まっていて、運転手は微動だにせず主人たちを待っていた。

「お腹が空きましたね」

　エルネストは声をかけてきた。そう言われてはじめてコレットは、自分が空腹であることに気がついた。

「レストランで食べましょう。あそこなら誰にも邪魔されずに、ご馳走に舌鼓を打てるでしょう」

「楽しみですわ」

　エルネストの自宅で振る舞われる食事も美味だけれど、レストランでの食事は、また格別だった。特に二十種類もの野菜を練りこんだというテリーヌはコレットの舌にとてもよく合い、ぺろりと平らげてしまってから、不作法ではなかったかと心配になった。

　それからふたりは、街の散策をした。コレットの生まれた家では、屋根はせいぜい干し草で葺ふいているだけで、雨風にはとても弱い。しかし目の前にあるのは立派な石造りの建物ばかりで、行き交う人の多さ、馬車が先を争うように走っていて、コレットは目をまわしそうだった。

「具合は、いかがですか？」

　そんなコレットに、エルネストが声をかけてくる。

「なんだか……お顔の色が、悪いです」

「大丈夫です……」

　コレットは懸命に笑顔を作ったけれど、エルネストは彼女のことなどお見通しだというように、顔を覗き込んできた。

「私がいろいろと振りまわしたから、お疲れになったのですね。いいでしょう、屋敷に帰りましょう」

「いえ、わたしは本当に……」

　エルネストが手を挙げて振ると、黒塗りの自動車がやってくる。見慣れた運転手が扉を開けてくれて、椅子に座るとコレットは、ほっと息をついた。

「お部屋で少し、ゆっくりなされば元気になられるでしょう」

　自動車に揺られながら、コレットは頷いた。確かに疲れているのだろう。ここしばらく、予想もしなかったことが次々と起こる。村はずれの静かな教会での生活に慣れていたコレットは、この街のめまぐるしさに疲れてしまったに違いない。

　馬車ほどではないが、自動車も揺れる。その揺れに少し気分が悪くなる。しかし悪お心しんが本当にまずくなる前に自動車は屋敷の前で停まった。

　自動車から降りて背筋を伸ばすと、少し気分がよくなってきたように感じる。そんなコレットの心の中などすぐに読んでしまうエルネストは、微笑んでコレットに手を差し伸べ、コレットはそれを取った。

「まいりましょう」

　立派な錬れん鉄てつの門をくぐり、するとメイドたちが揃って頭を下げてくる。エルネストにとっては日常のことで慣れているだろうけれど、コレットにとっては戸惑うばかりの光景だ。

　コレットに与えられた部屋で、メイドがドレスを脱がせてくれる。髪の毛も下ろし、コルセットさえ取って、絹の肌着一枚にされてしまったコレットは、きれいにメイクされたベッドの上に飛び込んだ。

「は、ぁ……」

　大きく息をついて、コレットは枕に顔を埋める。今日連れていってもらったところは、どこもあまりに刺激的で、コレットの受け入れられる頭の容量を超えていた。

「……あ」

　つけたままのペンダント、そして指輪に目をやった。エルネストはああ言ったけれど、とてもコレットに似合うとは思えない。

　そっと、宝石の眩い光に目をすがめながらコレットは思った。

（わたしには不似合いだわ……わたしに必要なのは、シスタードレスと、ベールだけ）

　そしてため息をつく。火炙りから救ってくれたことは感謝しているけれど、しかしこれ以上甘えているわけにはいかない。世話をしていない牛と鶏のことも心配だ。

　そう思うと、いつまでもここにいるのは間違いだというのがわかる。しかしコレットが、この屋敷を抜け出す余裕などあるのだろうか。窓から外を覗いてみても、門番が昼夜問わず立っている。しかもここは貴族地区で、馬車も自動車もない身、コレットの住む教会のあるバシュレ村までどうやって帰ればいいのかもわからない。

（クレマンさま……！）

　なによりも気がかりなのは、説教台の下に隠してあるクレマンの骨だ。コレットはエルネストのおかげで魔女として処刑されることから免れたけれど、いくらあそこが廃教会とはいえ、住む者がいなければ傷むだろうし、よからぬ輩の溜まり場になることも考えられる。

（わたし……戻らなきゃ）

　枕から顔をあげて、コレットはそう呟いた。

（戻って……クレマンさまのおそばにいなくちゃ。きっと、寂しがられるに違いないわ）

　そう思うと、居ても立っても居られない気持ちになった。コレットは起きあがり、自分のドレスを見る。首飾りを、指輪を見る。

（お金なんて持っていないけれど、これらを売れば……路銀ぐらいにはなるはず）

　好意で買ってくれたエルネストには申し訳ないけれど、自分はいつまでもここにいてはいけないのだ。エルネストとはどう考えても身分違いで、コレットがこの家に招かれていることさえも、本来なら許されないことに違いない。

　コレットは窓際に立ち、空を見た。夜の空には、大きな月が輝いている。星もまたたき、灯りがなくても夜道を歩くのは問題ないと思わせた。

（今夜だわ……）

　コレットは、そう決心した。

（みんなが寝静まったら、出て行くの。ご挨拶もできないのは心苦しいけれど、わたしはいつまでもここにいちゃいけないの）

　バシュレ村に戻っても、今までのような生活ができるとは思わない。冤罪だったということが明らかになっても、やはり『魔女』の烙印は押されたままだろう。クレールたちがどう出てくるかもわからない。それでもコレットは、村に戻りたかった。あそこにはクレマンが──彼の骨がある。恋人同士だったとはいえ、コレットはクレマンの形見をなにも持っていない。そんな彼女が唯一手に入れたのが、頭蓋骨だったのだ。

（早く、戻りたい）

　ベッドに突っ伏したまま、コレットはひとり、呟いた。

（早く、クレマンさまに会いたい……）

　コレットの心には、ただひとつのことしかなかった。ただじっと、ベッドの上に突っ伏したまま、胸がどきどきと鳴っている。

（エルネストさまには、申し訳ないけれど）

　彼の温和な表情を思い浮かべて、コレットは罪悪感に駆られた。ここで逃げるのは彼にあまりに不誠実な気がしたけれど、しかしエルネストは、コレットを解放してくれないだろう。いつまでも彼のもとにいたいという気分にさせ、バシュレ村に帰る気を失わせてしまうだろう。

（でも、わたしにはクレマンさまが……）

　コレットは、枕をぎゅっと抱きしめた。それと同時にメイドの声がかかって、晩餐のための着替えの手伝いに来たと言う。

「わかりました」

　そう言ってコレットは、起きあがる。するとメイドが三人、部屋に入ってきた。いつものようにうつくしく着替えさせられ、髪を結いあげられる。コレットは鏡を見て髪やドレスが乱れていないことを確かめると、階下の食堂へと小走りで向かう。

　食事をし、浴室を使い、コレットは今まで通りの時間を過ごした。寝室に下がる前、エルネストが額にキスしてきたときは、コレットは跳びあがるほどに驚いてしまった。

「驚かせてしまいましたか、申し訳ございません」

　エルネストは、頭を下げて謝罪してくれた。戸惑うコレットに、彼は微笑みかける。

「ですが、この程度で驚いていてはいけませんよ。あなたには、私の愛に慣れていただかなければ」

　小さく笑いながら、エルネストは言う。コレットは微笑んだけれど、胸の奥の心臓は、どきどきと激しい鼓動を打っている。与えられたものを路銀に、バシュレ村に戻ろうとしているなどと知られたら、エルネストはコレットを閉じ込めてしまうだろう。そうなれば、コレットは二度とクレマンに会うことができない。

「おやすみなさい」

「おやすみなさいませ」

　コレットはドレスの裾をたくしあげて、丁寧に頭を下げた。エルネストが見送る中、与えられた部屋に入る。

　鏡に映る自分は、どこか表情が引きつっているように見えた。エルネストは気がつかなかっただろうか。コレットの胸はどきどきと鳴っていて、今はどうやってこの屋敷から抜け出そうか、そのことばかりを考えている。

（表の門からは、出られない）

　門の前には、屈強な男たちが鋭い視線を配っている。窓を開けて門のほうを見ると、確かに黒い衣服の男性たちが立っている。コレットはそこから目を離すと、窓からぐるりと庭を見まわした。

　庭は背の高い木で覆われている。屋敷は生垣になっていて、花がついていないから遠目にはなんの木かはわからない。篝かがり火びが焚かれている中、コレットは懸命に目を凝らせる。

「あ……」

　その生垣に、わずかに破れたところがあることに気がついた。門からは遠く、彼らの警戒の視線も届かないだろうと思われた。

　コレットは息を呑んで、胸もとのペンダントを握りしめた。そのままベッドに潜り込み、眠ってしまったふりをする。目はもちろん冴えていて、早く夜が更けないかと待っている。

（そろそろ……）

　家の中からは、なんの物音も聞こえない。コレットは起きあがって、与えられたドレスの中でももっとも地味なデザインのものを選んだ。ペンダント、指輪。そして晩餐用の豪華なドレス。それらを持ち出せば、バシュレ村に帰ることができるだろう。

　コレットは靴を履き、静まり返った廊下をそっと歩く。外への扉を開けるときには特に慎重に。ぎぎぎ、と音がするのに、体を引きつらせてしまった。

　門がある左手を見やり、気づかれていないことを祈りながら中庭にまわる。篝火の灯りから逃げて、目をつけておいた生垣の切れ目の前に走っていった。

　犬や猫が通るような、小さな穴だ。コレットは傍らにドレスを置いて、その穴を広げる。どうにか華奢な女なら通れるほどの穴になった。

　改めてドレスを抱えて、コレットは穴を抜けようとする。肩が引っかかってうまく出られない。コレットは身震いをする猫のように大きく震え、どうにかその穴から出ることに成功した。

　あたりは真っ暗だ。女がひとり、歩きまわれる時間ではない。コレットは大樹の傍らに座り、じっと朝を待つことにした。

　その間にも、コレットの焦燥はつのる。無事にバシュレ村に帰ることはできるのだろうか。クレマンの骨は、誰かに見つけられてはいないだろうか。悶もん々もんとしたまま空が茜色になっていくのをコレットは見ていた。

「あ」

　道の向こうから、馬車が走ってきた。見たところ、乗合馬車のようだ。コレットは立ちあがり、大きく手を振る。

　馬車は、コレットの前で停まった。コレットは御者に向かって話しかけた。

「わたし、路銀を持っていないんです」

　すると御者は、用はないとでもいうように首を振った。

「でも、これ……これで、乗せてくださいませんか」

「ん？」

　御者は、指輪を受け取った。彼は少し目を剥いて、コレットと指輪を見比べた。

「なにか、訳ありみたいだな」

「ええ……」

　乗せてもらえないのかと思った。しかし御者は懐に指輪を突っ込み「乗りな」と言った。

「どこに行くんだい？」

「バシュレ村まで」

「ずいぶんと、遠くまで行くんだな」

　訝しそうに御者は言った。コレットには、自分が今どこにいるのか見当もつかない。火炙りになりかけたあの広場も、ここ貴族地区も、コレットの足で歩いてきたわけではないので、どのくらい距離があるのか、知ることもできないのだ。

「まぁ、いい。ただほかの客も乗ってくるから、寄り道しながらになるが、いいか」

「連れて行ってくださるのなら……」

　馬車は動きはじめる。コレットは馬車の隅に座り、どきどきしながら窓の外を見つめている。馬車はあちこちに停まって、たくさんの人が乗ってきて、降りて、また乗ってくるのを繰り返す。その中にエルネストの手の者がいないかとひやひやしたけれど、それっぽい人影はなかった。乗合馬車は町の中を行ったり来たりしながら、ややあって郊外に出る。人家の途絶えた道はさみしかったけれど、エルネストの手の者に怯える必要はない。

「あの、すみません……」

　見慣れた景色に差し掛かって、コレットは御者に声をかけた。

「ここまで来たら、道はわかるので。ありがとうございます」

「そうか？」

　御者は頷いて、馬を止めた。コレットは頭を下げて、馬車を降りる。ここからならバシュレ村は、五分も歩けば着く。

　コレットは、颯さっ爽そうと歩きはじめた。顔見知りの農夫とすれ違う。彼はコレットの顔を見、不気味そうな表情を浮かべて挨拶もせずに去っていった。彼は知っているのだろう、コレットが魔女の疑いをかけられたことを。エルネストの尽力で処刑は中止されたけれど、火のないところに煙は立たぬ、その言葉をあの農夫は信じているのだろう。

「ああ……」

　しばらく歩くと、教会が見えてきた。コレットは大きく息をつく。少し早歩きになって教会に着くと、まずは教会裏の牧場に向かう。幸いなことに牛も鶏も元気で、しかしすぐに、餌をやらなくてはならない。

　コレットは、教会の中に入った。使わなかったペンダントと豪華なドレスを、部屋の収納に押し込めた。シスタードレスをまとい、髪を隠してヴェールをかぶる。鏡を見ると、いつもどおりのコレットがこちらを見ていた。

　そのことに、コレットは深く息をついた。これでいい、これで日常が戻ってくる。コレットは一生、この廃教会で過ごすつもりだった。エルネストに出会ったり、魔女と疑われたり──そのような予想外のできごとはもう充分だ。コレットが求めるのは静寂だけ。それを思うと、またため息が洩れた。

　コレットは、説教台の前にひざまずいた。そっと手を伸ばして、隠してあるものに触れる。手触りは以前コレットがそこに置いたときのままで、誰かの手が触れた様子はなく、コレットは胸の奥からの息をついた。

　牧場で動物の世話をする。数日放っておいた牛は不満げにコレットを見ていたが、乳搾りをしてやるとたちまち機嫌がよくなった。鶏小屋の卵はいくつか地面に落ちて割れていたのがもったいなかったけれど、鶏たちは毎日せっせと卵を産んでくれたらしく、たくさん収穫することができた。

　コレットは教会の中に入り、ビスケットを作ることにする。しかし誤解だとはいえ、いったん魔女と噂された者の作るものなど、買いに来てもらえるのだろうか。小麦粉は尽きかけていて、自分ひとりで作ることなどできないそれを、買いに行ったとして売ってもらえるものなのだろうか。それでもコレットはビスケットを作るしかない。

　コレットの日常は、今まで彼女が送ってきたとおりになった。朝起きて掃除をし、牛と鶏の世話をして、ビスケットを作る。売り上げは以前よりも減ったけれど、どうにか生活できる程度にはあって、客の中には「頑張ってね」と声をかけてくれる者もあったのだ。

　その合間に、コレットはここにはいない神に祈った。願いを伝えるのではない、あんな目に遭っておきながらこうやって無事に戻ってこられたことを感謝するのだ。





　　　　◇◇◇






　それはコレットが教会に戻ってきて、どのくらい経ったときのことだろうか。コレットは乳の入った缶を引きずっていて、遠くからこちらを見ている人物の姿に気がついた。思わず顔をあげて、目が合って。コレットは缶を放り出して逃げようとした。

「コレットさま！」

　声が響いて、びくりとした。彼に背を向けたコレットは、そのまま立ち尽くしてしまう。

「ここにいらっしゃると、思っていました」

　エルネストはそう言って、コレットに近づいてくる。コレットはまるで石になってしまったかのように動けず、そんな彼女の肩に、エルネストはそっと手を置いた。

「どうして逃げたのですか。帰りたいとおっしゃってくださったら……いつまでも引きとめはしなかったのに」

「ごめんなさい……」

　かすれた声で、コレットは言った。

「あなたが、お許しくださらないと思って」

「確かに、喜びはしませんが」

　コレットが少し振り返ると、悲しそうな顔をしたエルネストがいた。その表情に胸を突かれ、彼から目を離せなくなった。

「ここにいれば、またクレールさまがやってくるかもしれない。再び魔女の烙印を押されれば、もう一度お救いすることは難しい……それをわかっていて、ここにいるのですか」

　エルネストの言うことはもっともで、コレットは少し身震いした。視線を離して缶を拾いあげ、エルネストとの距離を取ろうとする。

「コレットさま！」

　教会のほうに歩いて行こうとするコレットを、エルネストが引き止めた。しかしコレットは足を止めない。彼に背中だけを見せて歩き、しかし足早に走ってきたエルネストがコレットに追いつくのは、時間の問題だった。

　コレットは扉を開き、中に入る。エルネストはそれを追いかけてきた。

　ぱたん、と音がして、教会の扉が閉まる。コレットは厨房に向かおうとして、それをエルネストの声が止めた。

「あなたは、クレマンさまのことを忘れなくてはいけない」

　エルネストの声に、コレットは目を見開いた。彼を振り返ると、エルネストは怒ったような、それでいて憐れむような表情をしてコレットを見つめている。

「いつまでも引きずっているその想いが、あなたを間違った道に導いている」

「なにを……」

　コレットは、かっと頰を熱くした。エルネストに、この胸にあるうつくしい想いを否定されたと思った。傷つけられたと思ったのだ。

「なぜ、そんなことをおっしゃるのですか……！」

「私にはわかっています。あなたはクレマンさまへの想いを断ち切れない……その挙句に、魔女などと疑いをかけられて」

　コレットは、ぐっと言葉を呑んだ。そしてできるだけ穏やかな声でエルネストに告げる。

「救ってくださったことには、感謝しております……」

「私は、そういう言葉が聞きたいのではない」

　エルネストは激情している。そんな彼の姿を見るのは初めてで、コレットは驚いて目をみはった。

「そうではない……あなたは、クレマンさまへの想いを諦めるべきだ。クレマンさまは、亡くなっておられるのですから」

「！」

　コレットは、持っていた缶を落としてしまった。中から絞った乳がこぼれ、あたりに広がる。缶が、かたかたと音を立てながら転がっていった。

「そ、んなこと……おっしゃっていただかなくとも、わかっています」

　震える声で、コレットは言った。

「よくわかっているわ。なのにどうして、そのようなこと……おっしゃるんですか」

「あなたは、過去に振りまわされている」

　エルネストは、コレットに近づいてくる。コレットは逃げようとしたけれど、その前にエルネストは説教台の前に立った。

「やめて！」

　コレットは叫ぶ。しかしエルネストはコレットの言葉を無視して、布に包まれた大きなものを取り出した。結び目をほどくと、人の頭蓋骨が現れる。

「やめて、エルネストさま！」

　エルネストはコレットの言葉を聞かず、懐からなにかを取り出した。それが拳銃だとわかったコレットは、大きく目を見開いて体を凍らせる。

　黒光りのする重そうな拳銃は、説教台の上の頭蓋骨に向けられる。彼の意図がわからなくて、コレットはただ瞠目していた。

「あ……！」

　凄まじい音が、教会の空間に響き渡った。エルネストの放った銃弾は、頭蓋骨の額を貫き、そこには大きなひびが入る。

「やめて……！」

　エルネストの銃撃は、止まらなかった。いくつもの弾が、頭蓋骨を襲う。教会に似つかわしくない銃声が、痛いほどに響き渡る。やがて骨は粉々に崩れ、もとの形を失ってしまった。

「や、ぁ……っ……」

　体から力が抜けるのがわかる。コレットはその場に座り込んでしまい、粉々になったクレマンの頭蓋骨を見つめていた。

「どうして、こんなこと……こんなことを、なさるの」

「こんなものがあるから、あなたはいつまでも過去にとらわれたままなんだ」

　怒りの口調で、エルネストは言った。

「恋人を忘れたくない気持ちはわかる……ですが、過去にとらわれていてはいけない。いつまでも不幸なままでいてはいけないんです」

「ど、うして……そのようなことを、あなたに言われなくてはいけないの」

　かすれた声で、コレットは言った。

「このようなことをする権利が……どうして、あなたにあるというの」

「あなたは、過去にとらわれすぎている」

　なおも怒った調子で、エルネストは言った。

「あなたは自ら、不幸になろうとしている。たった少しだけ、目の前を見るだけで幸せになれるのに。あなたの目は、行き過ぎた後ろしか見ようとしない」

「……あ」

　エルネストの言葉は、ゆっくりとコレットの体内に沁み込んでいった。聞いたときには、わけがわからないと思ったけれど、じわりと沁み込んでいくうちに、それは涙となってコレットの頰を伝った。

「わたしの……目、ですって？」

「ええ」

　静かな口調で、エルネストは言った。

「わたしが……幸せに、ですって？」

　ええ、とエルネストは繰り返した。

「あなたは、充分不幸な目に遭ってきた。もうそろそろ、幸せになってもいい」

「幸せ……？」

　クレマンの形見を粉々にされて、幸せもなにもあるものか。コレットはそう思ったけれど、しかし心のどこかでほっとしている自分に気がついて、驚いた。

「わたしの幸せは……クレマンさまと一緒にいることだわ」

　だからコレットは、ことさらにそう言った。それは自分に言い聞かせる言葉でもあった。

「しかしクレマンさまは、もう亡くなっておられる」

　ぴしりとした口調でエルネストは言い、コレットはびくりとした。

「お気持ちはわかります……ですがあなたは、もうクレマンさまの亡霊から解き放たれてもいいはずだ」

「亡霊……」

　エルネストの言葉を繰り返すコレットの肩に、彼がそっと触れてきた。コレットは、はっとして肩を震わせ、恐る恐るエルネストを振り返る。

「行きましょう、コレットさま。わたしがあなたを導いて差しあげます」

　コレットは、手を出そうとした。しかしためらって手を引き寄せてしまう。それでも、とまた手を出して、それをエルネストが、やや乱暴につかんだ。

「行きましょう。ここにはもう……あなたを縛るものは、なにもない」

　今のコレットの目に映っているのは、粉々になったクレマンの遺骨ばかりだ。エルネストに手を取られ、立ちあがり、きびすを返すと、不思議とクレマンが希薄になっていく。まったく消えてしまったわけではない、彼への想いは依然としてここにある。ただ彼の遺骨に対する執着が、驚くほどに薄くなっていることに気がついたのだ。

　エルネストに手を引かれたコレットは立ちあがり、恐る恐る歩き出した。教会を出ると、以前も乗った自動車が停まっていた。

「どうぞ、お乗りください」

　言われるがままに乗り、エルネストも乗った。自動車は静かに動き出し、その微かな揺れに、コレットは身を預けていた。

「あ……エルネストさま」

　ふと思い出したことを、コレットは言った。

「わたし……買っていただいた指輪を、路銀にしてしまいました」

　そう言うと、エルネストは笑った。

「あなたのお役に立てたのなら、嬉しいですよ」

　彼の笑顔にほっとし、すると胸の中に渦巻いていた思いが湧き出す。粉々になったクレマンの骨、よりどころとしていたものがなくなった衝撃。それに託していたコレットの想い──。

「あ……」

　コレットは、いきなり目の前が見えなくなったことに驚いた。気づけば自分は泣いていて、最初は涙を流すだけだったのに、どんどん涙は溢れ、コレットはしゃくりあげはじめた。

「コレットさま」

　エルネストがいたわるような声をかけてきたけれど、コレットは小さく首を振るだけで、なおも泣いていた。顔がぐしゃぐしゃになって、するとエルネストが布を差し出してくれる。それを受け取ってコレットはなおも泣き、それは貴族地区の、エルネストの屋敷に到着するまで、続いていた。

「着きましたよ」

　優しい声で、エルネストは言った。コレットは頷いて、すでに濡れている布で顔を拭いた。頭をあげると自動車の扉が開いていて、コレットは降りる。

　出迎えた執事のドニスは、コレットの姿を見て驚いたようだったけれど、すぐに洗面所に案内してくれる。メイドたちが新しいタオルを持ってきてくれて、濡らしたそれを目に当てると、少しだけ気分が落ち着いた。

　メイドたちに案内されるがまま、一度は出ていった部屋に足を踏み入れる。たった数日を過ごしただけの部屋なのに、懐かしいと感じてしまうのはなぜなのだろう。部屋の小さな丸テーブルには、紅茶の用意がしてあった。立ちのぼる香りに深呼吸をし、コレットはそっと椅子を引き、そこに座った。

（粉々になってしまった、クレマンさまの骨）

　あれはただひとつ、コレットの持つ彼の形見だった。それを破壊され、もうコレットにはなにも残っていない。それはクレマンのことを忘れろとの神の思し召しかもしれない──今のコレットは、そのようなことを考えるまでになっていた。

　コレットは椅子を下り、床にひざまずいた。両手を組み、教会でそうしていたように祈りの言葉をつぶやきはじめる。

（これでよかったのですか……神よ）

　胸のうちで、コレットは呟いた。

（こうやって、クレマンさまのことを忘れるように……あなたが仕向けたのですか）

　返事があるはずがない。しかしそれを聞きたいと、コレットは長い間、ひざまずいたまま同じ問いを繰り返した。

「……あ！」

　扉がノックされる音にコレットは、はっとした。立ちあがり、扉を開けるとそこにいたのはエルネストだった。手には、ビスケットの乗った皿がある。

「お邪魔してしまいましたか」

「いいえ……どうぞ、お入りになって」

　エルネストは扉を閉め、皿をテーブルの上に置いた。コレットに椅子を勧め、自らも正面に座った。

「気分は、落ち着かれましたか」

「ええ……」

　馬車の中でおいおい泣いてしまったことが、今は恥ずかしかった。コレットはうつむいてしまい、そんな彼女をエルネストは包み込むように見つめている。

「なぜ……エルネストさまは、あのようなことを」

「申しあげたでしょう。あなたは、クレマンさまにとらわれ過ぎている。亡くなったかたを偲ぶのはもちろん大切なことですが、あなたは……執着し過ぎている」

　コレットは、顔をあげることができない。膝の上で、手がふるふると震えている。エルネストが立ちあがり、椅子ががたんと音を立てたのにコレットはどきりとした。

「コレットさま」

　彼は優しい声で、コレットを呼んだ。その前にひざまずくと、そっと彼女の手を取った。

「私が、忘れさせて差しあげます」

　優しい声、しかし断固とした意思を感じさせる口調でエルネストは言った。コレットの手の甲に、くちづけてくる。

「あ……」

　彼の唇は、柔らかかった。その温かい感覚に酔いそうになり、コレットはひとつ、ため息をついた。

　エルネストは上目遣いにコレットを見つめる。その目にゆらりと揺れるさざなみを感じて、コレットはどきりとした。

「愛しています、コレットさま」

　はっきりとした口調で、エルネストは言った。コレットは息を呑む。

「あなたの清楚で、可憐なところ……誠実で、それでいて不思議な一面……すべてを、愛しています」

　コレットは戸惑った。もちろん、そんな彼の気持ちを知らなかったわけではない。それでもこうやって改まって聞かされると、恥ずかしくてたまらない。コレットは身じろぎしてエルネストから逃げようとし、しかし彼は手の力を緩めず、彼女を引き寄せた。

「あ、っ」

　コレットは、エルネストに抱きあげられていた。背中と膝の裏に腕をまわされて、エルネストはコレットを隣室に連れて行こうとする。

「だめ……そ、っちは……だめ！」

　エルネストはコレットの言うことを聞かず、寝室に入っていった。きちんとベッドメイクのされた上に横たえられ、エルネストはそっとキスをしてくる。

「あ……！」

　途端、コレットの全身を貫いたのは、耐えられないほどの苦痛だった。コレットはベッドの上を転がり、エルネストから逃げようとした。

「どうして……？」

　傷ついた口調で、エルネストは言った。彼に傷ついてほしくはなかったのに。しかしコレットは、彼に抱かれるわけにはいかなかった。

「わ、たしは……穢れています」

　両手で顔を覆いながら、コレットは絞り出すように言った。

「本来なら、エルネストさまの前に顔を出せるような女ではありません……」

「なにを、おっしゃっているのですか」

　驚いたようにエルネストが言う。彼は、本当にわかっていないのか。コレットは目だけを動かしてエルネストを見た。

「穢れているなど……あなたはうつくしい。清らかに、澄みきっている……そのようなあなたが、穢れているなんて」

　コレットは、思わず笑ってしまった。エルネストは、少しむっとした顔をする。

「魔女の疑いをかけられたわたしは、自白のために拷問にかけられました……」

　そのときの、苦しく辛い思いが蘇ってくる。コレットは立て続けに息を吐き、そんな彼女の髪に、エルネストはそっと触れてきた。

「拷問と聞いて……エルネストさまは、なにを連想されます？」

「ご、うもん……？」

　戸惑ったように、エルネストは言った。コレットは、また小さく苦笑を洩らす。

「あなたには、想像できないでしょうね……？　人が、どれほど残酷になれるか。どうやって、簡単に人間の尊厳を踏みにじるか。それをなんでもないことだって、笑っていられるか」

　エルネストは、コレットの経験した拷問の内容を理解しただろうか。顔を覆う手を離し、エルネストを見つめる。彼は蒼ざめていた。コレットに、どのような言葉をかけていいものか悩んでいるようだった。

「自分が女であることを呪いました……呪って、呪って、それでも逃れられない罠……わたしが、女であるがゆえに」

　エルネストは、言葉もないようだった。魔女に与えられる拷問は多々あれど、コレットがどのような拷問に晒されたのか、エルネストにも想像はつくだろう。

「コレットさま……」

　エルネストは、コレットとの間に少しだけ距離を取って、座った。寝台の上に広がったコレットの髪に、そっと触れてくる。

「……私には、なんと言っていいか。ありきたりの慰めなど求めていらっしゃらないことは、わかります」

　コレットは、口をつぐんだ。エルネストから顔を背ける。しかしエルネストは、そのようなコレットの態度に傷ついた様子も見せず、ただ彼女の髪を撫でている。

「愛しています、コレットさま」

　聞こえてきた声に、びくりとした。そっとエルネストのほうを見ると、彼は見ているだけで辛くなるような表情を浮かべていて、コレットの胸がきりきりと痛んだ。

「わたしは……クレールさまたちに陵辱の限りを尽くされました。毎日、わたしを犯して、犯して……」

　再びコレットは、両目を手のひらで覆った。

「もういい。言わなくていい……」

「強姦を繰り返された……それだけならいいのです。それも神の思し召しと、耐えることができる。ですが……わたしは」

　コレットは唇を噛んだ。そしてそっと、吐き出すように苦しく呟いた。

「わたしは、悦んでしまった……」

　エルネストが、驚いた顔でコレットを見ている。

「クレールさまや、ほかの男たちに触れられて、舐められて抉られて……わたしは、快楽を味わうように慣らされてしまったんです」

　コレットはまた唇に歯を立て、するとちくりという痛みとともに、どろりとしたものが滲んだ。

「わたしは、もう戻れません……今までのわたしには。わたしはもう、たくさんの男に犯されて悦ぶ女になってしまったんです……」

　コレットの目に、ぶわりと涙が浮いた。ドレスの袖で目を擦り、それでも涙は次から次から溢れてくる。これほどに泣いている姿をエルネストに見られるのは恥ずかしかったけれど、流れる涙は隠しようがなかった。

「……あ」

　ぎしり、と寝台の音を立てながら、エルネストがコレットに近づいてくる。彼はそっと肩に触れてきて、コレットはどきりとした。しかしその手はあくまでも優しく、コレットを慰めてくれているようだったので、コレットは怯えずに彼の手に身を任せることができた。

「あなたは、清くうつくしいままだ」

　うたうように、エルネストは言った。

「そして拷問に耐えたあなたは、素晴らしいかただと思います。あなたはまさに、私の理想の女性だ」

「そんな、こと……」

　コレットは、ふるふると頭を振る。しかしエルネストは微笑んだまま、じっとコレットを見つめている。彼がまた少し近づいてきて、その腕はコレットを抱きしめた。

「いや……、エルネストさま！」

　コレットは逃げようとした。しかしエルネストの力は強く、逃げられない。コレットは小刻みに震えはじめ、しかしエルネストは、そんな彼女に手加減しない。

「やめて……やめて。わたしに、触らないで……！」

　この身の穢れが、エルネストに移ってしまう。そんな恐怖にコレットは震え、しかしエルネストは抱きしめる腕に力を込めて、コレットを逃がさない。

「辛い思いをなさったのは……わかります。けれど私は、あなたに危害を加えない。あなたを大切にしたいと思いこそすれ、あなたを傷つけるなんて……そんな、こと」

　エルネストの声は震えていて、彼がコレットの悪夢を晴らしてくれているつもりなのだということが感じ取れた。

「私を、信じてください。ここにいれば、あなたはもう傷つくことはない……私が、守って差しあげます。だから、忘れて？」

「あ……」

　彼の腕の中で、コレットはまた涙が浮かぶのを知った。鼻がぐすぐすと音を立てて、その間もずっと、エルネストはコレットを抱きしめていた。

（温かい、エルネストさまの胸）

　コレットは、彼の袖をぎゅっと握った。

（わたしは、幸せになれるのかしら）

　エルネストの香水であろう、ほのかに爽やかな香りがする。それにも心からの安堵を感じながら、コレットは彼と抱き合っていた。

「あなたは……」

　震える声で、コレットはささやいた。

「こんな体にされてしまったわたしを、憐れんでくれるというのですか……？」

「憐れむ、など」

　少し怒ったような声で、エルネストは言った。

「そのようなことは、思っていません。あなたは以前と変わらず、あなたのままだ。私が恋した、静かで思いやり深く、いつも微笑んでいる優しい人……」

　エルネストはコレットを抱きしめ直し、そしてそっと、頰にくちづけをしてきた。

「や、っ……」

「ああ、申し訳ございません」

　コレットがことさらに敏感になっていることを気遣って、エルネストは彼女の体から腕を解いた。温かさを共有できる相手がいなくなって、コレットはにわかにさみしさを覚えた。

「そのような、お顔をなさって」

　エルネストは苦笑する。

「あなたを、また抱きしめたくなってしまうではないですか。あなたは私の女神であることを自覚していただかなくては」

「なにをおっしゃっているの」

　今まで泣いていたことを忘れたかのように、コレットは微笑んだ。そんな彼女の表情を満足げに見やり、すると部屋の扉が、こんこんと鳴った。

「誰だ」

「ドニスでございます」

　エルネストは、コレットに目で合図する。コレットは立ちあがり、すると三人のメイドたちが入ってきた。

「コレットさま、晩餐のためのお召替えです」

　それを聞いたときのコレットは、どのような顔をしたのだろうか。エルネストは笑って、部屋を出ていった。

　今夜の晩餐の衣装は、青紫のどっしりとしたドレスだった。飾り気はなく、しかしそのことが布の重装感を増して、コレットはまるで、異国の姫ぎみのようだった。

　髪を結いあげ、髪飾りがしゃらしゃらと鳴るのに合わせて、部屋を出る。ふかふかの絨毯を踏みながら晩餐の部屋に向かい、するとぴしりとした背広に着替えたエルネストが、本を読んでいる。

「お待たせいたしました」

「おお、今日の装いもうつくしい」

　エルネストは感嘆を惜しまなかった。メイドに椅子に座らせてもらい、すると淡い桃色の食前酒アペリティフが出てきた。それを飲み終わると野菜料理や、魚料理が続く。

　それらを口にしながら、エルネストは言った。

「ひとつお聞きしてもよろしいですか？」

　彼が密やかな声でそう言うので、コレットは首をひねった。先ほどまでの、コレットの受けた拷問の話だろうか。そのことはできるだけ、思い出したくないのだけれど。

「あなたの、お父さまのことです」

「……え」

　カトラリーを置いて、コレットは顔をあげた。エルネストの、琥珀色の瞳がじっとコレットを見つめていた。

「以前、独自の教義を持ち出して、そのことが原因だったと。どのような教義だったのですか？」

　コレットは、言葉に詰まった。俯いて、小さな声で言った。

「わたしには、よくわかりません……わたしたち家族に話してくれたこともあったのですが、理解できなかったんです」

　そう言うと、まるで自分の能力が至らないことを示しているようだと思った。それでも父の教義を理解できなかったのは事実なので、それ以上なにも言わなかった。

「……お父さまとクレマンさまは、そのことについて、いつも言い争っておいででした。クレマンさまは、隣の村の教会のかただったんですが……毎日のようにここにやってきては、父を改心させようと務めておいででした」

　そう言ってコレットは、顔をあげた。天井を少し見あげ、そしてそっと、ため息をついた。

「あの日は、ふたりとも興奮が抑えられなかったんだと思います。階段の上でも言い争いをしていて……」

　そのときのことを思い出して、コレットは大きく身震いした。エルネストは、もうすべてを理解した顔をしている。

「……ふたりの葬儀は、別々に執り行われました。わたしはクレマンさまの恋人ではありましたが、妻ではない。お葬式に顔を出すことは許されなかったのです」

　少し震える声で、コレットは言った。

「それでも折を見て、わたしはクレマンさまのお墓参りに行きました。ご家族に鉢合わせて気まずい思いをすることもありましたが……それでもわたしは、墓参を諦めませんでした」

　彼女はひとつ、息をついた。そのときの辛さを、思い出したのだ。

「あれは……ひと月ほど前。雨の日でした」

　コレットは、固唾を呑みながら話を続けた。

「クレマンさまのお墓の土が、掘られていました。野良犬が掘り返したのでしょう。それを見てわたしは、はっとしたんです」

「それで……あなたは、墓を掘った」

　ええ、とコレットは俯いた。手が震えている。冷静な声で言われると、自分のしたことの浅ましさがまざまざと感じられたからだ。

「わたしがやったことは、間違いでした。頭蓋骨を盗んで逃げるなんて……でもそのときのわたしは、そのことしか考えられなかった。そして形見のひとつも与えられなかったわたしに、神さまが与えてくださった僥ぎょう倖こうだと思いました」

　そう言ってコレットは、もうここにはない頭蓋骨を愛おしむように手を動かした。そんな彼女を、エルネストはじっと見ている。

「……でも、幸せは長くは続きませんでしたわ。そして、あのようなこと……わたしは、してはいけないことをしたんです」

　エルネストは、なにも言わなかった。なおも見つめられて、コレットは視線を逸らせてしまう。目を閉じると、銃弾を受けてぼろぼろになってしまったクレマンの頭蓋骨のことを思い出す。

「思い詰めることはありません。私はただ、あなたにけじめをつけていただきたかったんです」

「けじめ？」

　コレットが首をかしげると、エルネストは笑った。その笑声は朗らかで、コレットは少し息をついた。

「自分のなさったことを、間違ったことだと認識してくだされば、それで。それで、構わないと思います」

　エルネストは、ティーカップを手にした。ひと口飲んで、口を潤す。

「クレマンさまのことを、忘れろとは申しません。それでも私を……あなたの心の片隅に置いてくだされば」

　コレットは俯いた。彼の言うとおりだ。クレマンのことは、いい加減に忘れなくてはいけない。コレットも、それはよくわかっている。エルネストに愛されている自覚があるのに、それを体でもって受け入れたのに、いつまでもクレマンのことを想っているのは、エルネストに対して不誠実ではないか。

「わかりません……わたしには」

　コレットは、俯いたままだった。自分を見つめているエルネストの視線が痛い。

「あの……ごちそうさまでした」

　慌ててコレットはそう言って、食卓を立つ。驚いたメイドが足早にコレットについていく。部屋に戻って、コレットはベッドの上に突っ伏した。そしてエルネストの言葉を繰り返す。

（心の、片隅……なんて）

　これだけいろいろ、コレットのことを気にかけてくれる人物だ。そんな彼に好意を持たないはずがないだろう。彼に肌を許した理由にならないだろう。

（エルネストさまは、お優しい）

　ふっと息をつきながら、コレットはそんな気持ちを反芻した。たった一回、抱かれたときのことを思うと体中が熱くなってくるけれど、あのときエルネストはなにを考えていたのか。そしてコレット自身、なにを思って彼に体を開いたのか──。

（……う）

　続けて蘇ったのは、クレールたちの強姦だ。体温がさぁっと下がるのがわかる。あのときの苦しみ、痛み、悲しみと屈辱──それは思い出すだけで指先が震えるほどの記憶で、懸命にそれを払拭しようとしたけれど、叶わなかった。

　ただひとつ、わかっていることはそんなコレットを受け入れてくれる人がいるということ。彼はいつも暖かく、コレットを包み、気にかけてくれている。クレールたちのような者もいれば、エルネストのようにどこまでもコレットを思ってくれる人もいる。

（わたしは、ひとりぼっちじゃない）

　母を、父を、そしてクレマンを亡くして、コレットは頼る者もない孤独の身だと思っていた。しかしそこに、エルネストが現れた。彼はどこまでもコレットを気遣ってくれる。コレットのことを考えていてくれる。それが彼の言う『愛』なのなら、コレットもそれに応えなくてはいけないだろう。

（でも……わたしには）

　ふるふると、コレットは首を左右に振った。粉々になってしまった、クレマンの骨。その光景を思い出すと今でも怖気が走る。そして同時に、骨が砕けたときに感じた自分の心を思い出して、コレットはまた震えた。

『さようなら、クレマンさま』

　あのときコレットは、そう思ったのだ。突然のことに驚き、嘆き悲しんだけれど、あの場にあって初めて、クレマンの死を受け入れることができたような気がする。それはとても悲しいことだったけれど、コレットはやっと、クレマンの死を受け止めることができたのだ。

（クレマンさまが亡くなってしまったことは、ちゃんと理解しているつもりだったけれど）

　ふるりと震えながら、コレットはぎゅっとシーツを握りしめた。

（わたしの中では、まだ亡くなったことにはなっていなかったんだわ。そんなわたしを助けてくださったのは、エルネストさま……あのかたがいなかったら、わたしは……）

　現実を見据える勇気をくれたのは、エルネストだった。彼がいなければコレットは、クレマンの骨とともに毎日を送っていただろう。とうに死んだ彼と一緒に暮らしている気分を味わっていただろう。

（そして魔女として、拷問を受けて……火炙りになっていた）

　クレールたちに繰り返し犯されたこと。そして灰色の煙に包まれて苦しくて、あのときの感覚は思い出してもぞっとする。あそこから救い出してくれたのも、エルネストだった。

（エルネストさまには、感謝してもし足りない……今だってこうやって、わたしが過ごせる場所を与えてくださっている。わたしには過分なもてなしをしてくださって……）

　コレットは大きく息をついた。そして戸惑っている自分に気がついている。クレマンのことを忘れて、エルネストの愛に応えるべく──目の前にはそのための道が用意されているのに、一歩を踏み出す勇気がないのは、エルネストがあまりにも優しいから。

（あのかたが、もっとわがままなかただったら）

　ベッドの上をごろりと転がりながら、コレットは身勝手なことを思った。

（あのかたが、このような気遣いをなさるかたではないのだったら）

　コレットに、ここまでの厚遇を与えてくれるような人ではなかったら──そのようなことを考えて、コレットは大きく身震いした。

（わたしはきっと、どこまでも堕ちていた。人間らしい心を失っていた）

　コレットは、シーツに顔を埋めた。大きく息をつく。エルネストは恩人だ。コレットを救ってくれた──今のコレットは、身も心もエルネストによって生かされていると言っていい。

（感謝しています……エルネストさま。こんなわたしを、救ってくださってありがとう）

　胸の中で、コレットは何度も繰り返した。明日、朝食のときにでもこの心をエルネストに伝えよう。そして言うのだ──愛していると。彼と、ひとつになりたいと。この先彼と一緒に、幸せになりたいと──。
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　ばたばたと、騒がしい音で目が覚めた。

　コレットは、ベッドから起きあがる。いつもならコレットの目覚めを見計らって、メイドたちが入ってくる。しかし伝わってくる物音からは、今はそれどころではないという雰囲気が読み取れた。

（なにか、あったのかしら？）

　コレットはベッドから降りた。スリッパを履き扉を開け、すると廊下を駆けまわっているメイドたちの姿が目に入った。

「どうしたの……？」

　コレットは彼女たちの邪魔をしないように廊下に出て、メイドのひとりが慌ただしく入っていった扉に近づいた。

　この部屋に入るのは、初めてだ。扉は開け放たれており、入ったり出たりと人々が慌ただしく働いている。

「コレットさま、お部屋にお戻りください」

　執事のドニスが、厳しい声でそう言ってコレットを驚かせた。

「なにがあったんですか？」

　ドニスは、ちらりとコレットを睨みつけた。しかしコレットはそれに負けずに、じっと彼を見つめ返す。

「エルネストさまのお加減が、悪くなったのです」

　彼の言葉に、コレットは大きく目を見開いた。そうだ、彼は病気療養のためにバシュレ村に来ていたのだった。普段の彼は、それをおくびにも出さなかったので、コレットは忘れていた。

「お部屋にお戻りください」

　ドニスは繰り返し、そのまま部屋に入ってしまう。コレットはしばらく廊下に立ち尽くし、そして一歩前に進む。

　広い部屋にはメイドたち、そして白衣の女性と男性がいる。部屋の奥には大きな寝台があって、誰かが横になっているのが見えた。

「コレットさま！」

　メイドのひとりが、声をあげた。

「どうぞ、お部屋に。ここにいてはいけませんわ」

「どうして？　エルネストさまのお加減が悪いのでしょう？　お見舞いを、させて」

　そう言ってコレットは、寝台に近づいた。白衣の女性が腕を取って、脈を取っている。一歩進むと荒く息をしているエルネストの姿があって、その姿を目に、コレットはどきりとした。

「エルネストさま……」

　思わず呟くと、彼は微かに目を開けた。コレットと目が合って、すると困ったように笑った。

「情けないところをお見せしてしまいました」

「そんな……エルネストさま！」

　コレットは彼の枕もとに駆け寄った。まわりの者が声をあげたけれど、コレットは構わずエルネストの目を覗き込む。彼は、目を細めた。

「あなたのお顔を見て、元気になったような気がします」

　白衣の女性が、エルネストをたしなめた。それでも彼はもう片方の手を出してコレットの袖を掴み、握る力の弱さにコレットはどきりとした。

「お加減は……どうなのですか」

「もう、ほとんどよくなっているのです」

　少しかすれた声で、エルネストは言った。

「あなたも、私の病気を忘れていたでしょう？　私自身も忘れていたくらいだ」

「安静にしておかなくてはいけないのに……無理をなさったからです」

　白衣の男性が、むっつりとした表情で言った。

「まぁ、それほどひどいこともないのです。二、三日ほどすれば、散歩くらいはできるようになるでしょう」

「私の申し上げることを聞いて、真面目に薬を飲めば、です」

　そう言って白衣の男性は、エルネストの腕を取って注射をした。エルネストは情けない声をあげて、コレットを笑わせる。

「ひと通りの処置は終わりました。また明後日、まいります。薬の服用を忘れないように」

「ありがとうございます」

　白衣の一団は、去っていった。部屋には後片づけをするメイドたちと、エルネストとコレットが残された。

　エルネストは、じっとコレットを見ている。

「あなたが来てくださって、嬉しい」

「……来ないわけが、ありませんわ」

　かすれた声で、コレットは言う。

「昨日までは、すっかりお元気だったではないですか。わたし、エルネストさまがご病気だったの、忘れていたくらいで……」

「元気ですよ、これはときおり出てくる発作……風邪みたいなものです」

「風邪だって、ばかにしてはいけませんわ。わたしの母は、わたしが幼いころ風邪をこじらせて死んでいるんです」

「……そうでしたか。申し訳ございません」

　そう言ってエルネストは目を閉じた。しばらくその顔を見つめていたけれど、規則的に胸が上下しはじめるのを見て、ひとつ息をつくと彼の部屋を出た。

　自室に戻り、コレットは大きく息をついた。エルネストが病気だったことを忘れていた自分を責め、同時に彼と過ごせる時間は思いのほか短いのではないかという考えが頭をよぎった。

（エルネストさまのお加減がどのようなものか、わたしにはわからない……）

　窓側の椅子に座り、吹き込んでくる風に髪をなびかせながら、コレットは考えた。

（わからないから、こんなにも不安になるのだわ……エルネストさまがいなくなってしまうなんて、そんなこと）

　ぶるりとコレットは身を奮い、そっと自分を抱きしめた。

（エルネストさまが、わたしの前からいなくなって……そんなこと、わたしには耐えられない）

　メイドが、朝食の時間だと言ってくる。食堂へ移動する元気のなかったコレットは、盆を部屋に運んでもらう。紅茶を飲み、ぽそぽそと卵料理を食べ、パンを齧り、その間もコレットの脳裏からはエルネストのことが離れない。

（早く、エルネストさまにはお元気になっていただきたい……そしていつもの、笑顔を見せていただきたい）

　食事の盆が下げられて、コレットは窓際に立った。空は晴れ渡り、ところどころに雲が浮かんで、とても心地いい時間だった。コレットは窓際にひざまずく。両手を組んで、祈りの言葉を綴りはじめた。

　神への祈りは、自分の願いを訴えてはいけない。毎日の生活を無事過ごせていることを感謝し、神の栄光を讃えるのだ。

　しかしこのたび、コレットは自分の願いを口にしていた。いけないことだと思いつつも、どうしても聞き届けてほしい願いがあったのだ。

「エルネストさまが、お元気になられますように……」

　コレットの祈りは、長く続いた。エルネストの苦しげな表情が脳裏に浮かび、それを神が癒してくれないか、ひたすらに祈り続けた。
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　その日コレットは、メイドに呼ばれてエルネストの部屋に案内された。恐る恐る中に入ると、エルネストはベッドの上に体を起こしている。コレットを見ると、にこやかな笑顔を見せた。

「お元気になられたのですか？」

「おかげさまで。コレットさまがお見舞いにきてくださるからですよ」

「そんなこと……」

　はにかんで、コレットは顔を伏せた。エルネストが倒れてからそう何日も経ってはいないけれど、エルネストの顔色はずいぶんとましになっている。コレットのよく知っているエルネストだ。そのことにコレットは、ほっとした。

「散歩程度の許可は出ています。コレットさま、おつきあい願えますか？」

「喜んで……と言いたいところですが、本当に大丈夫なのですか？」

「あなたが手伝ってくだされば」

　そう言ってエルネストは、ベッドから降りた。メイドたちが慌てて駆け寄ってくる。夜着をまとったままのエルネストは少し困った顔をしてコレットは、はっとした。

「わたし、お部屋でお待ちしております」

　コレットには三人のメイドがついてきて、散歩用の飾り気のないドレスに着替えさせてもらった。大きなつばのある帽子をかぶり、日傘を持って、部屋を出るとエルネストも支度を終えて、出てきたところだった。

（エルネストさま……）

　彼の元気な姿を見て、心底ほっとした。彼が元気だというだけで、コレットはこれほどに幸せになれるのだ。エルネストは腕を肘で曲げ、コレットはそこに手を差し入れた。

　ふたりは階下に向かい、庭への扉を開ける。大きな薔薇の木が目に入った。花はもう落ちていて、コレットはふと、初めてエルネストと会った日、教会の生垣の薔薇がまだ蕾もつけていない状態だったことを思い出した。その代わり、ところ狭しとポーチュラカ、アガパンサス、ジニアにアナベルが咲き誇っている。

　エルネストは、しっかりとした歩調で歩いている。数日前までベッドから起きあがれなかった人物だとは思えないくらいだ。

「あの、エルネストさま……お辛くはないのですか？」

「辛い？　いいえ」

　さも不思議なことを聞いたとでもいうように、エルネストは言った。いつもの表情、いつもの顔色にコレットは安堵した。

「ほら、あちら。デュランタがある」

　そう言ってエルネストは、早足に歩いた。コレットは慌てて着いていき、紫色のその花のうつくしさに、しゃがみこんで見とれた。

「素晴らしいですわね……庭師のかたの腕のほどが伝わってきますわ」

　エルネストは、コレットの後ろに立った。彼もデュランタを見つめているのだろう。しゃがんでいるコレットは、いきなり後ろから抱きつかれて、驚きに大きく飛びあがった。

「エエ、エルネストさま！」

　彼の吐息が、そっと耳をくすぐる。温かい腕の体温を感じ、コレットの胸はとくとくと鳴る。

「どうされたのですか……驚きました」

「コレットさま」

　低く、緊張を孕んだ口調で、エルネストはささやく。

「結婚してください」

　コレットは、大きく目を見開いた。振り返ろうとし、しかしエルネストの腕の力は強く、身動きができない。

「あなたを、わたしの妻にしたい。あなたを永遠に、私のものに……そしてあなたにも、私の一生を受け入れて欲しい」

「エルネストさま……」

　コレットは驚いた。エルネストはくすりと笑って、コレットの首筋に甘い呼気を吹きかけた。

「豪勢な結婚式を挙げましょう。誰もがあなたを認めざるを得ないような、立派な式を……」

「そ、んな……」

　戸惑う口調で、コレットは応えた。

「わたしには、分不相応です。そんな……結婚、なんて」

「そのようなことはない。あなたは素晴らしい人だ。僕の人生において、あなたほどの淑女に会ったことはない」

「……わたしは、あなたの思っているような女ではありません」

　震える声で、コレットは言った。

「わたしは、墓荒らしをするような女です。おまけに、とうに亡くなったかたをいつまでも想っていて……」

　そう言って、コレットは唇を噛んだ。

「わたしがどんな拷問を受けたのか、ご存知なのでしょう？　わたしの体はすっかり穢れている。そんなわたしが、あなたの花嫁になどなれるはずがありません」

「そのようなことはない。あなたは穢れてなどいない。そのことは、私が一番よく知っている」

　彼の腕の中で、コレットは震えた。こんな自分を求めてくれるなんて──それはたまらない幸せであるはずなのに、コレットは恐ろしい話でも聞かされているかのように怯えている。

「クレマンさまのことは、過去になった。拷問のことだって……あなたは被害者です。あなたが気に病むことはないのです」

　エルネストは、切々とコレットに訴えた。エルネストは正しい。彼の腕に縋れば、コレットは幸せになれるのだろう。

（……でも）

　コレットは、返事ができなかった。今でもエルネストの体温を感じて、その温かさを心地よく感じているのに。彼が幸せを運んできてくれることはわかっているのに。それでもコレットは体を固くしたまま動けなかった。するとエルネストはコレットを解放し、立ちあがって小さく笑った。

「無理強いはしたくありません」

　彼は言って、腕を解いた。それにほっとしたような──同時にたまらないさみしさを感じて、コレットは振り返る。

「あなたが……あなたがご自分の意思で私を求めてくれるようになるまで、待ちましょう。私はいつまでも待っています。あなたが、頷いてくださるまで」

　そう言ってエルネストは、きびすを返した。彼の気配が遠ざかるのを、コレットは胸の中に冬の風が通り抜けるような気持ちで、感じていた。
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　朝から空は、晴れ渡っていた。

　食堂に差し込む朝陽は眩しいほどで、一歩踏み入ったコレットは、目の前に手をかざした。

　コレットは、いつもの端の席に座った。目の前にはエルネストが、新聞を読んでいる。ふたりは挨拶を交わし、ややあって紅茶が運ばれてきた。

「……え？」

　それは、トマトのリゾットが目の前に置かれたときだった。ふわり、と漂った香りに吐き気がした。

「どうしましたか、コレットさま」

　エルネストが声をかけてくる。コレットはなんでもないと首を振り、しかしせりあがる悪寒は押さえられない。いったん意識してしまうと食べものの匂いすべてが彼女の吐き気を誘って、思わず口に手を添えた。

「コレットさま！」

　コレットはいきなり立ちあがり、床を蹴って自室に向かう。浴室に駆け込んで、口を覆っていた手を解く。

「は、は……は、あ……っ」

　嘔吐物は多くはなかったけれど、しかしなぜ、いきなりこのようなことになったのかはわからない。コレットは洗面所の前で唖然とし、すると目の前の鏡にエルネストが映った。

「どうなさったのですか……お気に召さないものでも？」

「そういうわけじゃないんです。美味しそうだったんですが……なぜか」

　自分が汚したものを片づけながら、コレットは口早に言った。

「なぜか、突然……すごく気持ち悪くなってしまって」

　エルネストは、少し考えているようだった。そしてコレットの手を取る。

「医者に、診せましょう」

「え？」

　彼に手を引かれ、ついて歩きながらコレットは首を傾げた。

「悪い病気の前触れである可能性もあります。できるだけ早く、医者に診せたほうがいい」

「は、い……」

　自分が病気であるせいか、エルネストは表情を固くしていた。コレットはなんでもないと思っているのだけれど、そんな彼に逆らうことができなくて、コレットはベッドの上に寝かされた。

　ややあって、先日エルネストを診ていた医者が現れた。ここしばらくの体調や、食べたものなどを聞かれた。コレットは懸命にそれらの質問に答える。医者は聴診器でコレットの体のあらゆる場所を調べ、ふっとため息をつくと、言った。

「ご懐妊です」

「……は？」

　コレットは、思わず間抜けな声をあげてしまった。反射的に腹に手を置くけれど、そのような感覚はまったくない。

「懐妊だって……？」

　いつもの彼らしくなく、エルネストが叫ぶ。コレットは彼のほうを見て、その、驚きと笑みの混じった表情を見た。

（子どもが、いる）

　そのことは、コレットをこのうえなく混乱させた。コレットは思わず顔を手で覆い、するとエルネストが覗き込んでくる。

「どうしたのですか。喜ばないのですか？」

「だって……だって」

　この体は、エルネストを前にしていいものではないのだ。クレールたちによって、何度も何度も穢された体だ。エルネストの子どもかもしれない、しかしコレットを強姦した男たちのうちのひとりの子どもかもしれないのだ。

「子どもは、神の贈りものです」

　コレットの手を取って、エルネストは言った。

「この機に子を授かったということは、この子は私の……私たちの子なんです」

「でも……でも」

　それでもコレットは、エルネストのようには考えられなかった。脳裏には、あの拷問の日々が蘇る。それにまた嘔吐しそうになって、コレットは身をよじった。エルネストが背を撫でてくれる。それさえもコレットにとっては罪悪感となって、彼から逃げようとした。

「コレットさま」

　ベッドから起きあがったコレットを、エルネストが抱きしめる。後ろから腕をまわされて、肩口に顔を埋められた。

「あなたは、なにも心配しなくていい」

　コレットを抱きしめたまま、エルネストは言った。その言葉に、コレットは体をこわばらせる。

「なにも、懸念することはありません……あなたの心配は、すべて私が抱えましょう」

　抱きしめてくる腕は、強い。コレットは大きく息を吐いた。ゆっくりとエルネストを振り返ると、彼は優しい目でコレットを見ていた。

「あなたは生まれてくる赤ん坊と、私のことだけを考えていればいい」

「エルネストさま……」

　コレットを後ろから抱きしめているエルネストは、彼女の手を取った。ぎゅっと掴まれて、コレットの心臓はますます大きく跳ねる。

「愛しています……私と、結婚してください」

　その言葉を聞くのは、二回目だった。最初、コレットはそれを拒んだ。しかしこのたび彼の言葉は心に沁み込んできて、気づけばコレットは、頷いていた。

　エルネストは、腕を解いた。コレットの前にまわって彼女の目の前に座ると、じっと瞳を見つめてきて、それはコレットの答えを待っているようだった。

「……はい」

　かすれた声で、コレットは言った。エルネストは、ぱあっと顔を輝かせる。コレットの手を握って、そしてその甲にくちづけを落とした。
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「やっと、ここまで来てくださった」

　彼のつぶやきの意味がわからず、コレットは首をかしげる。

「あなたは私にとっての、高嶺の花で……あなたには一生、手が届かないと思っていました」

「どうして、そのようなことを？」

　コレットはますます、不思議な気持ちでエルネストを見た。

「わたしは……このような、女なのに……？」

「そのようなこと、おっしゃらないで」

　たしなめるように、エルネストは言った。そしてコレットの手をぎゅっと握りしめる。

「なにも、あなたの役には立ちませんわ？　身分も学も、なにもない女なのに……」

「あなたは、あなたのできることをすればいい。ありのままのあなたが、一番素敵です」

　そのように言われて、コレットはうつむいてしまう。そんな彼女の手を取りながら、エルネストは言った。

「コレットさま」

　名を呼ばれ、顔をあげたコレットは、唇にキスされて驚いた。慌ててまわりを見やるものの、部屋はしんと静かで、誰もいなかった。

「うちの者たちは、気を利かせるのがうまい」

　苦笑とともにそう言って、エルネストはコレットの体を引き寄せ、寝台に押し倒す。

「あ……！」

　唇を押し当てられて、呼吸が奪われた。ちゅくり、と吸われて体が震える。エルネストはそんなコレットの肩を押さえ、くちづけを深くしてくる。

「……あ、あ……、っ……」

　舌が入ってきて、唇の裏側をぺろりと舐めあげられた。歯の表面を、そして舌を絡められる。ちゅくりと吸いあげられて、ぞくぞくとしたものが背中を走った。

「ああ、エルネストさま……」

　かすれた声で、コレットは言った。

「こ、んな……時間。まだ、早いですのに」

「構うものですか」

　どこかぶっきらぼうにエルネストは言って、コレットの肩に触れた。そっと撫でられて、コレットはぞくりと身を震わせる。

「私が、あなたを抱きたいのです。このように素晴らしいこと……あなたの身に起こった奇跡。それを、じっくりと味わいたい……」

「エルネスト、さま」

　彼のキスを受けながら、コレットはかすれた声でそう言った。彼はコレットの舌をもてあそびながら、手を胸もとにすべらせてくる。

「……あ！」

　ぎゅっと乳房を掴まれると、今までにはない感覚があった。柔らかいところを揉まれる快感と同時に、ぴりっと痛みが走ったのだ。

「どうなさいました？」

「む、ねが……痛くて」

　エルネストは、コレットの乳房から手を離す。そして愛おしむような視線を投げかけながら、コレットのドレスのボタンに指をやった。ひとつひとつ外されて、ふたつの乳房があらわになる。

「や、ぁ……！」

「体は、もう準備をしているのでしょうね」

　優しい声で、エルネストは言った。彼の指は、コレットの乳房をそっとなぞる。

「あなたの体が、母親のものになっている……それはとても、喜ばしいことだ」

「そ、んな……こんな体で、あなたは嫌がるのではないかと」

「とんでもありません」

　エルネストは、尖った乳首にくちづけた。コレットの体が、大きく跳ねる。

「ますます、魅力的になりましたよ？　私が抱いてもいいのかと思うほどに、神々しく……」

「あ、あ……っ……！」

　乳首をくわえて吸われ、コレットは体を跳ねさせた。もうひとつの乳首は指先でつまみ、きゅっと力をくわえられて、コレットはまた声をあげる。

　吸われ、いじられることでせりあがってくる感覚がたまらない。コレットは腰をよじり、しかしその上にはエルネストの体がのしかかってきて、自由な身動きは許されない。

「あ……あ、あ……ああ、あっ」

「なにか、甘いものが出てきますよ……？」

　どこかからかうように、エルネストは言った。

「これが、あなたが母親になったという証でしょうか？　あなたの体に、素晴らしいことが起こっているという……」

　そして満足そうに息を吐く。コレットは戸惑いながらエルネストを見つめ、彼はゆっくりとコレットのドレスを脱がせていく。

「あ、や……っ……」

「肌がますます、きめ細かくなっている。うつくしい……まるで、絹織物のようだ」

　エルネストは、コレットの肌の上に点々とくちづけを落としていく。赤い痕は簡単について、エルネストは満足そうな笑みをこぼした。

「あ……あ、あ」

　彼はそのまま唇をすべらせ、みぞおちを、肋を、そして腹部にキスをしてくる。そのたびにコレットの体は跳ねて、如実な反応をエルネストに知らしめる。

「ここは……？」

「ん……あ、あ……っ！」

　エルネストの指が、コレットの秘所にすべった。ちゅくりという音とともに鋭い感覚が全身を走り、コレットは大きく身を反らせた。

「もう、こんなに……」

　コレットが目を開けると、粘ついたものを指に絡めているエルネストの姿があった。彼はそれを舐めとっていて、その光景の淫らさにコレットはくらくらとした。

「やめて……そのような、こと」

「ですが、あなたの蜜は甘い……いつまでも味わっていたくなる味だ」

　彼は親指を舐めて、そしてまたコレットの蜜の滴る秘所に触れる。指先を突き込まれて、下半身がびくりと震えた。

「あ、あ……あ、ああっ……！」

「中も、すっかり柔らかい。私の指を歓待してくださる……」

　感嘆したように言った彼は指を増やし、中をぐるりとかきまわした。すると内壁がそれに反応して、ひくひくと震えはじめる。体内からの衝撃にコレットは大きく身を反らせ、すると指を呑み込む角度が深く、変わった。

「ひぁ、あ……あ、ああ……っ……」

　複数の指が、内部で踊る。てんでに動くそれらがコレットの内壁を拡げ、折り重なった襞を伸ばしては敏感な部分を容赦なく攻めた。

「あ、や……っ……そ、んな……こと」

「あなたは、悦んでいるようですけれど？」

　満足そうに笑いながら、エルネストはさらに奥を探ろうとする。しかし指では、奥までは届かない。もどかしい思いにコレットは身をよじり、その腰をエルネストが押さえつけた。

「逃げないで」

　訴えかけるように、エルネストは言う。

「私に、身を委ねて……？　あなたの素敵な姿を、もっと見せて？」

「や、あっ……っあ、あ……あ、あ！」

　ぺちゃぺちゃと濡れた音があがる。その艶めいた音にも煽られて、コレットはなおも嬌声をあげ続けた。

「中から……次々と溢れてくる」

　感極まったように、エルネストがささやいた。

「私を受け入れるために、準備をしてくださっているのですね……あなたが私を求めてくださるのが、とても嬉しい」

「ん、や……あ、あ……あ、ああ」

　深いところまで指で抉って、そしてエルネストはちゅくんと指を引き抜いた。あ、とコレットは声をあげる。

「あなたが欲しがっているものは、こちらでしょう？」

「あ、あ……あ、あ」

　蜜洞が空っぽになって、コレットは声をあげた。体の中がひどく空虚に感じる。今まで与えられていた愛撫を失って、コレットは薄く目を開け、エルネストを見やった。彼はにっこりと微笑んで、そしてコレットの腰骨に指をかける。ぐい、と強く引き寄せられた。

「いあ……あ、ああ……っ……！」

　じゅく、じゅくと、濡れた大きなものが挿ってくる。コレットは声をあげながら、大きく背を反らせた。そんな彼女の体を押さえつけながら、エルネストはさらに腰を進めた。

「あ、あ……あ、ああ、あっ！」

「コレットさ、ま」

　彼自身が、ゆっくりと内部を擦っていく。中ほどまで挿って、そこで小刻みに動かして、そしていったん引き抜かれた。ぐちゃ、という音とともに抜き去られ、コレットは思わず声をあげる。

「いや……、もっと。……も、っと……」

「もちろん、差しあげますよ」

　小さな笑いとともにエルネストは言って、そしてまた突きあげられる。内壁を太いものがじゅくりと擦り、とん、と深い場所まで突かれた。そこに触れられる感覚は激しく、コレットは目を見開いた。

「そこ……もっと。そこ、に……」

「ええ」

　引き抜き、突き立て、また抜き出された。ずんと深くまで突かれて、すると先端が最奥に触れる。かすめるように触れられて、コレットは息を呑んだ。

「あ、は……っ……ん、……っ……ん！」

「ここ、ですか？」

　少しばかりかすれた声で、エルネストは言う。

「ここが……あなたの、感じるところ」

「んぁ、あ……あ、ああ、あ……！」

　エルネストは、腰を捻った。するとくわえ込む角度が変わって、コレットはまた声をあげた。

「だめ……そこ。触れられ、たら」

「どうなるというのですか？」

　そう言ってエルネストはなおも中を抉る。彼の指は繋がった部分に伸びて、情感に尖っている秘芽をきゅっとつまんだ。

「あ、ああっ！」

「ここも、一緒に……あなたの、達くところが見たい」

　彼は秘芽を押しつぶし、つねり、引っ張る。同時に中を突かれ、コレットの息はだんだんとあがっていく。

「あ、あ……あ、あ……ん、っ……」

　コレットは、全身をふるふるとわななかせた。刺激される場所から、熱いものがあがってくる。コレットの体が、きゅうう、としなる。

「は、ぁ……あ、あ……ん、んっ！」

　目の前が、真っ白になった。星が飛び散って、そのきらめきとともにコレットの体は絶頂を迎えていた。

「んぁ……あ、あ……、ん……っ……」

「もっと、感じて」

　コレットの絶頂を、目をすがめて見ていたエルネストはささやいた。腰にかかっていた彼の手がすべる。彼は腰を抱きあげ、するとまた擦れる感覚が変化する。コレットは大きく目を見開きながら、手を伸ばしてエルネストに抱きついた。

「あ、だめ……そ、んな……ところ」

「だめと言いながら、感じている」

　エルネストが、くすくすと笑う。その笑いはかすれていて、彼もまたどうしようもなく興奮しているのだということが伝わってきた。

「は、ぁ……あ、あ……あ、ああっ」

「コレットさま……」

　彼は顔を伏せ、舌を伸ばして乳首に触れる。舐めあげられ、くわえて吸われてコレットはまた声をあげた。

「あ、あ……あ、っ……ん、んっ」

　下肢は深く繫がって、コレットの柔らかい肉がエルネスト自身を包み込んでいる。内壁はうねうねと動いて彼を歓待し、もっと深く、と彼を追い立てる。

「ここを吸うと、中が動く」

　面白い玩具を見つけたかのように、エルネストはささやいた。

「反応しているのですね？　ここも、ここも……されて、嬉しいと」

「嬉し……、あ、あ……嬉しい」

　精いっぱいの声で、コレットは言った。

「もっと……ねぇ、もっと。エルネストさまを感じたい……」

「もちろんです」

　彼は腰を引き、また深くを突いた。ぐちゅ、と音があがってふたりの結合がまた深くなったことを知らしめる。それに満たされた思いを感じながら、コレットは抱きしめる腕に力を込めた。

「あ、あ……は、っ……あ、ああ……！」

　ちゅくちゅくと乳首を吸われる。下半身はしきりに襞を擦られて、引き抜いては突かれ、最奥を刺激されては体が跳ね、コレットは自分の体が熱く、より敏感になっていることに気づかざるを得なかった。

「んぁ、あ……あ……ん、んっ……」

「コレットさま……中、が」

　少し苦しそうな口調で、エルネストがつぶやく。

「より、敏感になっていますね？　ほら、こうやって……私を食い締めて、放さない」

「だ、って……あ、あ……っ……」

　エルネストを抱きしめて、コレットはかすれた声をあげる。

「中、が……ああ、気持ちよく、て……」

「もっと深くを、突いてあげる」

　ひゅっと息を呑んで、エルネストは言った。

「あなたの、気持ちいいところを……もっと、あなたが気持ちよくなれるように」

　そう言ってエルネストは、ひときわ強く腰を突きあげた。最奥を突かれる。何度も立て続けに突き立てられて、コレットは大きく背をしならせた。その体を、エルネストが抱きしめる。強く抱いて、また子宮の口を刺激した。

「や、ぁ……あ、あ……っ……！」

　コレットは大きく目を見開く。自分の体が反応している。子宮の入り口が開いて、物欲しげにうごめいている。それが感じられて、コレットはいつの間にか声をあげていた。

「な、かで……」

　エルネストが、動きを止める。

「やめ、ないで……もっと、わたしに……」

「ええ、もちろん」

　彼はすっと息を呑み、そして再び抽送をはじめる。引き抜き、突き立て、また突いて、激しい出し挿れにコレットは身をのけぞらせて応えた。

「ああ、もっと……もっ、と……」

「コレットさま」

　ずん、と深くを抉られる。コレットが彼を抱きしめると、微かに体が震えているのがわかる。エルネストの呼気は荒く、彼は快楽に耐え難いとでもいうようにコレットを抱く腕に力を込め、そして荒々しくくちづけてきた。

「んぁ……あ、あ……あ、ああ……」

　そして彼は、立て続けに腰を振る。浅いところ、深いところ、感じるところを刺激され、コレットは身も世もなく喘いで彼に全身を任せた。

「は、あ……あ、ああ……、っ……っ……！」

　そして、最奥を突かれる。子宮の口が反応する。エルネストが低く呻き、同時に強く突きあげられて、コレットは声にならない嬌声をあげた。

「んぁ……あ、あ……あ、ああっ……！」

「く、っ……」

　体の奥が、大きくうごめく。ふたりの秘所はぴたりと重なり合い、そして最奥に熱い飛沫が注ぎ込まれる。そのあまりの熱に、コレットは何度も体をひくつかせた。

「あ、あ……あ、ああ……あ、あ！」

「は……っ……」

　エルネストが、低い声をあげる。彼は立て続けに何度も何度も最奥を突き、火傷しそうな淫液を注ぎ込む。コレットはそれを受け止め、腹の中に、じゅん、と沁み込んでいくのを感じていた。

「あ、あ……あ……」

「コレット、さま」

　かすれた声で、エルネストが呼んでくる。コレットは顔をあげ、エルネストと視線を合わせた。ふたりの唇が自然に合わさる。ふたりは深くくちづけ合って、舌を絡めて淫らな水音を立てた。
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「愛しています……コレットさま」

　どこか、震える声でエルネストは言った。

「あなたは、私の天使……私だけの、女神」

　コレットは、小さく笑った。手を伸ばしてエルネストの頰に触れ、引き寄せてまたくちづける。

「わたしだって……あなたを愛しています。あなたは、わたしの救世主……」

　心によぎる思いを口にするコレットは、あの日の光景を思い出した。クレマンの頭蓋骨が、粉々に砕かれたとき。あのときはただただ絶望していたけれど、今となってみればあれは必要な儀式だったのだ。コレットが過去を脱ぎ捨て、未来に向かうための。それをクレマンも、否定はしないだろう。コレットの未来を、喜んでくれるだろう。

「あなたがいなければ、わたしは……いつまでもあのままで」

　エルネストはコレットの唇に指を置き、微笑みかけた。コレットは少し驚いて、しかし彼の意図を感じ取って、口を閉じると頷いた。

「愛しています、エルネストさま」

「何度でも言って」

　わがままを言う子どものように、エルネストは言った。

「あなたの声で、愛でられたい……あなたが愛していると言うのを、何度でも聞きたい」

　コレットは、少し声を立てて笑った。ふたりはぎゅっと抱きしめ合い、くちづけを交わし、また抱き合った。

　ベッドの上には、愛し合う恋人たちがいた。やがて夫婦になるふたりは、体を重ね手足を絡め合い、互いの名を呼びながら、再びめくるめく世界に堕ちていく。





（終）







あとがき




　こんにちは、月つき森もりあいらです。

『聖女調教』をお読みいただき、まことにありがとうございます。

　今回は、聖女が調教されます。とはいえ拘束されたり快楽堕ちさせられたりするのではなく、言わば『救いの物語』とでも申しましょうか。だから今回の『調教』は、過去から逃れられないヒロインを、彼女が幸福を受け入れられるように調教する。そんな感じなのかもしれません。

　今回お話を書いていて、人間、幸せって目の前にあっても気づかないものなんだなぁ、見たいものしか見ないんだなぁ、と感じました。ヒーローは一見激しい性格でもないのに、そんなヒロインに過去を捨てさせて幸福を与えるという『調教』をなすことができたという、なかなかに男前です。快楽堕ちとかばっかりではなく、こういう『調教』もあっていいんじゃないかな、と思うのですがいかがでしょうか。

　このあとがきを書いている最中、日本列島は大雨の被害で大変です。本当にひどい災害で、私の住んでいるところは大丈夫なのですが、だからよけいに被害者の方々のことを思うと辛くなって、本当に辛くなってしまい、テレビが見られなくなってしまいました。自分の体調の面倒は自分で見なくてはならないので、テレビでは好きなお芝居を流して気を紛らわせております。被害に遭われた方々には、心からのお見舞いを申しあげます。

　それにしても、この『調教』シリーズ、いつまで続くのでしょうか。まだ少しネタはあるのですが、今後どんなヒロインを調教するのか、アイデアがおありでしたらぜひともリクエストしてください。お待ちしております！

　もう少しで夏本番、ということで、私は今から怯えています。暑いのが苦手！　汗が滴り落ちるのが嫌い！　そして、虫！　特に台所あたりに生息している黒い虫が大嫌いで、少しでも出入り口になりそうなところはパテで塗り固め、虫が嫌いだというハーブのお香を焚きしめ、あらゆる手は打ってあるのですが、それでも出てくるあの憎き虫！　存在していてもいい、けれど私の視界に入るのはやめてくれ、そんなわけで、今から戦々恐々としております。

　そんな中、夏にはパリに行くのです。現在フランスでは『ジャポニズム２０１８』という、日本の文化を紹介する大きなイベントが行われていて、その一環として私の好きな[image: ]次元ミュージカルが出品されるので、それを見に行くのです。フランスには小学生のころに行ったことがあるのですが、なにせ小学生だったのでほとんどなにも覚えておらず。改めておのぼりさんとして、楽しみたいと思っています。

　ここで、謝意を。イラストを担当してくださった龍りゅう胡こ伯はく先生。いつもながらに繊細な色使いの挿画を、ありがとうございました。シスター服は色気には無縁なので、表紙の表現に悩まれたとのこと、お手数をおかけいたしました。でも、表紙も挿絵も、素敵なイラストを執筆いただきありがとうございます。

　いつもお世話になっております担当さん、編集部の皆さま。いつもお手数をおかけしております、今後ともどうぞよろしくお願い申しあげます。

　そしてなによりも、お読みいただいたあなたに、なによりの感謝を捧げます。ありがとうございました。またお目にかかれますことを、祈りながら。




二〇一八年七月吉日


月森あいら








トパーズノベルス

同時配信二〇一八年七月二七日配信予定
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枢機卿の蜜愛花嫁


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：燈花

　イラスト：かんべあきら







　「これは、ほんの序の口だ。これから何度もおまえを抱いて、本物の快楽を教えてやる」







　　アンドルシュ皇国の第一神官・アデーラは、密かに想い続けていたバルトシェク王国の枢機卿・レイスに拉致される。国に逃げ帰ったアデーラは神職を追われ、自分の未来と純潔を無理やりに奪った彼を憎むのだが……。








トパーズノベルス

近日配信二〇一八年八月三一日配信予定







約束に導かれて魔女姫と誓いの口づけを（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：葉月ぱん　　イラスト：南香かをり







　「身体は蜜を垂らして俺を誘うのに、どうしていつも拒むのだろうな」




　　　奴隷の烙印を押された魅了の瞳を持つ元王女・アネモネは、奴隷商人から逃げる最中、辿り着いた街の路地で暴漢に襲われてしまう。侯爵・バートに助けられるものの、目を合わせた途端に豹変、強引に純潔を奪われて……!?








行き遅れ令嬢には恋の媚薬を（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：小路龍流







　「じきに抱かれたくてたまらない身体になる。安心して俺の妻になれ」




　　　エステルは正直すぎる性格のおかげで行き遅れとして有名な子爵令嬢。想い人のローランド侯爵の邸宅に招かれたのはいいものの、突然ベッドに押し倒されてしまう。戸惑いつつも身体は快楽を求め始め……！







トパーズノベルス

聖女調教
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